
「 うとし う 遇 れ枚か れ代 ひ ようと 々にも しなか 関して 法 蓮華 なば 

た え し し 共 づ 一 % ひ 一 朝事 ことって たと た瞬 有さ % こ、 般 約 唱 と しほ 

は こ い 間 れ 所 に て こ 無 
流 、 を種   

に 難 で も る 難 し へ て い 
あ の あ の 。 者 て 死 つ か 強敵 ったこ に 実在性る。 そ が 現 わ その ハ のそれ いる 々 に 死 る ュき、 
と を こ れ イ で メ な 定 量 

      だ も   
。 ） わ 裁 し ロ メ 来 

  恐   
  
重 ょ そ に れ 人 屑 に 妙 ど 
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日 

蓮 

に
お
け
る
世
界
観
 

そ
の
所
謂
終
末
論
的
世
界
観
の
構
造
 

笠
井
正
弘
 

ト
 

ー
・
 
泊
 
Ⅰ
 

  



 
 

の
 政
治
志
向
性
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
日
蓮
の
思
考
 と
政
 浩
志
向
性
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
て
こ
の
様
に
激
し
 い
 政
治
志
向
性
を
有
し
 

た
 頑
固
な
殉
教
的
態
度
を
示
す
日
蓮
宗
 糸
 教
団
の
信
仰
の
 基
礎
を
形
成
し
た
唱
導
者
日
蓮
の
宗
教
 牲
 、
特
に
そ
の
 世
界
観
と
自
己
規
定
を
 

捉
え
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
論
文
の
目
的
で
あ
る
。
 特
 に
 終
末
論
的
世
界
観
と
予
言
者
的
自
己
把
握
様
式
が
考
 察
の
中
核
を
な
し
て
い
 

る
 。
 

小
 
5
-
 

運
動
の
一
部
、
あ
る
い
は
日
本
山
妙
法
寺
、
そ
し
て
 創
 価
 学
会
等
に
も
明
ら
か
に
こ
の
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
 こ
 の
 様
な
日
蓮
宗
系
教
団
 

要
 な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
正
し
い
信
仰
は
現
 世
に
お
い
て
真
の
幸
福
を
費
す
こ
と
を
示
す
現
 証
 
（
現
実
 に
 生
じ
た
証
拠
）
 
と
み
 

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
正
し
い
信
仰
 と
 吾
一
 

口
 
う
の
は
、
自
ら
は
高
声
に
題
目
（
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
 を
 唱
え
、
他
人
に
も
そ
 

れ
を
勧
め
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
 生
ず
 る
 家
族
や
隣
人
と
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
に
耐
え
抜
 き
 打
ち
 勝
つ
こ
と
を
指
し
て
い
 

る
 。
こ
の
様
な
態
度
は
、
日
蓮
系
教
団
に
対
す
る
一
般
的
 イ
メ
ー
ジ
を
、
頑
固
で
妥
協
を
許
さ
な
い
集
団
に
し
て
 い
る
 0
 そ
し
て
こ
の
 
一
 

速
な
頑
固
さ
こ
そ
は
、
日
蓮
の
宗
教
性
の
中
核
を
な
す
 も
の
で
あ
り
、
彼
に
魅
か
れ
る
も
嫌
 う
も
 
一
に
こ
の
点
に
 懸
 っ
て
い
る
。
上
に
引
 

用
 し
た
一
節
は
、
そ
れ
を
良
く
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
 そ
 こ
か
ら
は
、
激
し
い
殉
教
へ
の
心
意
気
が
直
接
伝
わ
っ
 て
 来
る
。
そ
れ
は
、
 
柔
 

教
団
が
、
権
力
と
密
接
な
親
和
関
係
に
あ
る
の
と
対
照
 

和
 
・
静
寂
・
悟
り
と
言
っ
た
静
的
な
伝
統
的
・
仏
教
的
 的

で
あ
る
。
日
蓮
は
、
当
時
の
政
府
た
る
鎌
倉
幕
府
と
頑
 

態
度
と
鋭
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
内
村
鑑
三
を
し
て
、
 日
本
史
上
の
一
大
疑
問
 

に
 敵
対
し
て
お
り
、
 
そ
 

沖
物
 
W
 
と
 舌
口
わ
し
め
た
か
り
も
、
 

-
3
 
）
ま
さ
に
こ
の
態
度
に
あ
る
。
 
日
 蓮
は
 、
正
統
的
な
仏
教
的
宗
教
観
か
ら
は
全
く
異
端
の
 存
在
で
あ
る
。
更
に
そ
 

の
 強
力
な
政
治
志
向
性
も
異
端
を
決
定
的
に
し
て
い
る
。
 国
主
諫
暁
と
い
う
概
念
に
象
徴
さ
れ
る
強
力
な
政
治
へ
 の
 関
心
は
、
政
治
組
織
 

-
4
 
丹
 
）
 

へ
、
強
力
な
愛
着
を
持
つ
が
故
に
、
か
え
っ
て
極
度
の
敵
 対
を
結
果
し
て
い
る
。
そ
れ
は
外
見
上
政
治
に
無
関
係
 な
 立
場
を
示
す
禅
宗
系
 

の
後
世
の
教
団
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
中
近
世
の
不
愛
 不
 施
 運
動
に
お
い
て
特
に
こ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
 又
 明
治
以
後
の
日
蓮
主
義
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%
 
 
っ
て
保
証
さ
れ
て
お
り
、
式
目
が
そ
の
意
味
で
、
 

由
 口
口
 

葉
ゴ
の
 

Ⅰ
日
が
「
分
業
論
」
で
示
し
た
口
腹
 

皆
 
法
的
 
制
裁
 
L
 
の
段
階
に
あ
っ
た
 

点
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世界観 

い
る
と
い
う
確
信
の
上
に
成
立
し
て
い
る
。
（
 

9
 ）
神
聖
な
伝
統
 
的
 価
値
に
違
犯
し
て
い
る
幕
府
新
体
制
は
、
そ
れ
自
身
 

ま
さ
に
そ
の
神
聖
な
 

カ
 

に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
思
考
が
、
そ
の
予
言
目
的
行
 

動
の
基
盤
に
あ
 
利
 
（
 
糊
 そ
し
て
そ
の
神
聖
な
 

力
 は
、
世
俗
 
法
 た
る
貞
永
式
目
に
よ
 

ま
ず
予
言
者
的
性
格
、
特
に
亡
国
を
説
く
禍
の
予
言
者
的
 

性
格
か
ら
始
め
よ
う
。
日
蓮
を
亡
国
の
予
言
者
へ
と
 

傾
 向
付
け
た
社
会
経
済
 

状
況
に
つ
い
て
ほ
「
日
蓮
に
お
け
る
政
治
的
行
動
と
法
 

知
識
人
的
性
格
」
 

-
7
 
）
に
お
い
て
、
 
又
 個
人
的
性
格
に
関
し
て
 は
 、
「
日
蓮
の
性
格
と
 

禍
の
予
言
」
 

@
8
 
）
に
お
い
て
既
に
論
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
 

重
要
な
意
味
を
持
っ
の
は
、
日
蓮
が
所
謂
沙
汰
雑
掌
的
 

職
 能
を
有
す
る
名
主
的
性
 

格
を
強
く
示
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
そ
の
結
果
世
俗
 

法
 た
る
貞
永
式
目
へ
の
目
的
化
さ
れ
た
強
い
関
心
と
、
分
場
 

対
決
を
強
く
要
求
す
る
 

徹
底
し
た
法
治
主
義
の
主
張
と
が
観
察
さ
れ
、
彼
の
宗
 

教
 性
の
基
礎
構
造
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
今
 

や
 失
わ
れ
ん
と
す
る
 
荘
 

園
 制
約
領
主
名
主
の
側
に
立
ち
、
世
俗
 

法
 （
式
目
）
を
 
武
器
に
支
配
体
制
と
対
抗
し
遂
に
妥
協
を
し
な
か
っ
た
 

集
 回
 、
そ
れ
が
日
蓮
 
と
彼
 

を
 支
持
し
た
弟
子
檀
越
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
宗
教
的
 

ィ
ぃ
 
ァ
 オ
ロ
ギ
ー
も
、
幕
府
権
力
中
枢
を
構
成
す
る
新
体
制
 

側
 に
は
新
仏
教
が
受
容
さ
 

ね
 、
旧
体
制
に
属
す
る
日
蓮
の
側
は
旧
仏
教
に
固
執
す
 

る
と
い
う
対
立
構
造
が
見
ら
れ
る
。
伝
統
的
価
値
へ
の
う
 

デ
ィ
カ
ル
な
傾
向
こ
そ
 

が
 、
日
蓮
の
宗
教
性
の
特
色
で
あ
り
、
日
本
仏
教
典
 

中
 の
の
。
コ
田
Ⅱ
が
の
 

目
 ）
（
 

申
 Ⅰ
の
（
の
 

0
 口
コ
 
ヰ
 
の
Ⅱ
 
ゎ
仁
 
）
（
 

仁
 Ⅱ
の
）
現
象
と
 

舌
 
ロ
 
え
よ
う
。
後
に
詳
細
に
 

資
料
を
示
す
が
、
日
蓮
の
所
謂
亡
国
の
予
言
は
、
 

時
頼
 ・
時
宗
治
政
下
の
鎌
倉
幕
府
が
、
幕
府
草
創
当
初
の
立
法
 

及
び
宗
教
に
違
犯
し
て
 

一 
一 

  
  

  



し， "" 

I
A
 

0
 薬
師
経
七
難
 内
 王
難
 忽
起
 三
難
 猶
残
 。
所
謂
他
国
 侵
 逼
難
 、
自
 界
 叛
逆
難
地
。
（
立
正
安
国
論
。
 

興
起
由
来
 J
 「
災
難
艶
冶
 
妙
 」
 

②
 因
妓
 聖
人
夫
 国
 善
神
 捨
所
 。
（
同
上
）
 

③
英
主
木
 人
当
 過
重
病
 毒
 終
え
後
生
大
地
獄
。
（
同
上
）
 

B
 

①
鎌
倉
御
成
敗
本
論
是
非
違
背
叡
山
天
命
宥
恕
 者
軟
 。
 

中
略
…
…
守
護
大
善
神
 捨
 国
土
未
了
。
 

古
国
国
書
 相
 昨
日
蓮
勘
文
苑
 如
 符
契
。
・
・
・
…
中
略
 日
蓮
 復
 対
治
文
 方
 知
之
 除
 叡
山
日
本
国
仁
一
 

ニ
ー
 四
頁
文
永
五
年
）
類
例
「
御
輿
 振
 御
書
 ヒ
 「
安
国
論
 
奥
書
」
四
型
二
頁
 文
 、
 
杢
 八
年
。
 

②
 又
 日
蓮
房
の
中
條
。
仏
菩
薩
諸
大
善
神
を
か
 へ
 し
ま
い
 ら
せ
ん
事
は
別
の
術
な
し
。
禅
宗
念
仏
宗
 二

 二
五
頁
文
応
元
年
）
類
例
「
災
難
 

…
…
中
略
…
…
今
年
後
正
月
見
大
家
 

人
 也
 。
（
安
国
論
衡
 勘
 由
来
、
四
二
 

の
寺
々
を
 一
 も
な
く
 矢
ひ
 、
 其
僧
等
 

日
蓮
は
、
式
目
に
規
定
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
価
値
を
回
復
 す
べ
く
、
社
会
構
造
の
変
革
に
即
応
し
て
体
質
変
化
を
 趣
 こ
し
て
い
る
幕
府
と
 

対
決
し
、
怒
る
人
格
を
持
っ
善
神
の
治
 罰
 
（
復
讐
的
 制
 裁
 ）
を
宗
教
的
に
期
待
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
行
為
が
 客
 観
的
 結
果
と
し
て
、
 
禍
 

の
 予
言
と
い
う
信
仰
形
態
を
結
果
し
た
と
言
え
よ
う
。
 

さ
て
そ
こ
で
日
蓮
の
遺
文
中
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
う
 た
 形
態
で
禍
の
予
言
が
見
ら
れ
る
の
か
、
煩
を
厭
わ
ず
 抽
 出
し
、
参
考
資
料
と
 

し
て
み
よ
う
と
思
 う
 。
ま
ず
、
 
I
 で
は
亡
国
関
係
の
資
 料
を
年
代
順
に
並
べ
、
更
に
、
 

A
t
H
 迄
 、
日
蓮
の
宗
教
 性
の
質
的
変
化
に
対
応
 

し
て
分
類
し
た
。
 
又
 Ⅱ
で
は
幕
府
執
権
体
制
に
対
す
る
 日
 蓮
の
評
価
を
、
 
A
 、
 時
頼
 、
 B
 、
平
頼
 綱
 、
 C
 、
頼
朝
 、
 義
 時
の
場
合
を
中
心
 

に
 示
し
た
。
 又
 Ⅲ
で
は
教
団
内
の
信
仰
の
有
方
を
示
す
た
 め
に
、
彼
が
い
か
に
激
し
い
 呪
 咀
を
教
団
成
員
に
投
げ
 つ
け
た
か
を
通
し
、
 
そ
 

の
 一
端
を
示
す
。
 猶
 出
典
は
全
て
「
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
 遺
文
」
に
拠
っ
て
、
負
数
を
引
用
し
た
。
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日蓮における 世界観 

水 へ ④ み せ ③ 諸 を   七 に 震 へ ら 日 払 い 

、出 牢） 旦た 一 局 0 るる まし   め、 国を 円安 麗す 力 州上 

條 月 立 れ す 中 大 『 れ 
金 の 水 ど で を 宗 顕 ぬ 
告 知 九 も に 去 八 仙   叡山の 穏ならでに 禅 法門 司 中 …… 下 萬人 扶給は 

ず 門 被 昭 一 ん 講 
、 食 中 ; 人 事 堂 

  フ Ⅰ マ 

六 は   
黄 牛 悪 み 相 震   

衆星 六二 ノ 持 二 兎 な 御 前 国 、 五 げ な 申 の 
頁 の す 同 便 た 書 代 
文 如 朱門 文台れば 得 を おさ 

聖 戦 て れ 大 ぬ 神   
…・・・中大九年） く 

入 る 匡 正 瑞 ね め 敵 梵 門 仏 
め る す 法 也 と 天 可 の 

略 如 。 で 失 ゥざ去 "  ； @ な 王 被 御 し に は 十 の れ 市 中 魂 
        破 て （ み岸 り 桓 様 な 

        中 れ ぬ 木 田 が 八 R 、   並 立 請 

勝 入 九 枝 
居、 中 略な ; ん天 。 

道殿 

は 蒙 誠夫事 国照 、 。 入れ 

劣 略       と 照 い 古 に 大 四 た 
        薬 す 大 御 か は 此 神 丘 て 
劣 返 
思，   事   
勝 と 領 国 文 ら 

之 王八 蓮は 元、 開目 五 み 我 べ の 水 ざ   

故   
  へ 朝 ぎ 聖 人 ら 

v@ し   
八一日 メ、 

候 文 
東 叛 五 山   ん 人な 他 人に 年） 

大 御 遊 四 王 （ 邪 き 4 卵 

古家 一 難 二 等 文 
ま、 @ 

古 氷 法 金吾 払 
国 諸守 の 「 ヮ 是 他 頁 、 

棟 。 文 護 八年 

殿 て ゆ ら 諸神 

を 
調 深           え れ 守 り 

水 の 遊 太 に て か 
伏 也 ; 九 話   へ 

す 
  詩法 、大   

る   四 華 蒙 を 糸ム 、 ロ 

時 類 五 宗 古 た べ 
逐 佐渡 月も ） 法   六 窓 因 め か 
て 御 国 味 @ さ ら 
欲 書 蓮 頁諸 " の   ず、 
四被 六 は 呵圭 をな 「 貝 文 ゆ と と 
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①
 而
 今
年
佐
渡
国
土
民
ロ
天
。
今
年
正
月
 廿
 三
日
中
時
 西
方
二
日
出
現
。
 或
 三
三
日
出
現
等
云
々
…
…
中
略
 

二
日
並
世
一
国
虹
二
国
 

玉
柏
 也
 。
正
興
 王
 闘
詩
 也
 。
…
…
中
略
…
・
・
・
如
是
乱
国
土
 

後
 。
出
現
上
付
 等
 聖
人
、
本
門
三
法
門
建
立
文
、
一
四
 天
 四
海
一
同
妙
法
蓮
華
 

隆
広
宣
流
布
 無
 凝
着
 軟
 。
（
法
華
 取
要
抄
 。
八
一
六
 %
 八
頁
、
文
永
一
一
年
）
類
例
「
夢
相
御
書
」
 円
聖
 
密
房
 御
 書
し
Ⅹ
象
徴
及
び
夢
に
 

つ
い
て
の
記
述
。
 

②
大
名
を
計
も
の
は
 か
耽
 に
は
 ぢ
 ず
と
 思
て
 、
南
無
 妙
 法
 蓮
華
経
の
七
字
を
日
本
国
に
ひ
ろ
め
、
震
日
二
面
 
麗
 ま
で
 も
 及
べ
ぎ
ょ
し
の
大
願
 

な
 は
る
み
と
、
共
願
の
 溝
 べ
 き
 し
る
し
に
や
。
大
蒙
古
 国
の
牒
状
し
き
り
に
あ
り
て
、
比
国
の
 人
 ご
と
の
大
な
る
 欺
 と
み
 へ
候
 。
日
蓮
 又
 

元
 よ
り
こ
の
こ
と
を
か
ん
が
え
た
り
。
（
別
当
御
房
御
遊
 
事
 。
八
二
七
 ｜
 八
頁
、
・
文
永
一
一
年
）
 

③
も
 う
 こ
の
事
す
で
に
ち
か
 づ
 ぎ
て
候
 か
 。
我
国
の
ほ
ろ
 び
 ん
事
は
あ
さ
ま
し
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
に
も
そ
ら
 事
 に
な
る
な
ら
ば
、
日
本
 

⑤
山
門
と
王
家
と
は
 松
と
 何
と
の
ご
と
し
…
…
中
略
 

王
法
の
栄
は
山
の
悦
び
、
王
位
の
衰
へ
は
山
の
嘆
ぎ
と
 見
え
し
に
既
に
世
関
東
 

ヮ
 移
り
し
事
な
に
と
か
 思
 食
し
げ
 ん
 

中
略
か
か
る
大
悪
法
（
真
言
宗
）
 、
 年
を
経
 て
 漸
々
に
関
東
へ
落
下
 て
 、
 諸
 堂
の
別
当
 

 
 

供
僧
と
な
り
、
連
々
と
荷
文
。
…
・
・
・
中
略
…
…
 

又
是
を
 は
て
国
土
祈
ら
ん
に
、
 当
 不
起
不
祥
 哉
 。
（
新
禧
 紗
 ）
。
 上
 
八
八
一
も
四
頁
、
文
永
 

九
年
）
 

⑥
 其
 本
尊
為
体
、
本
師
娑
婆
上
宝
塔
居
室
、
 塔
中
 妙
法
 蓮
華
経
左
右
釈
迦
牟
尼
 仏
 ・
多
宝
 仏
 ・
釈
尊
脇
士
上
付
 等
 四
菩
薩
、
文
殊
 禰
勤
 

等
 四
菩
薩
 谷
属
居
 末
座
、
 迩
化
 、
他
方
大
小
諸
菩
薩
 万
 民
盧
 大
地
。
知
見
 雲
 閑
月
卿
。
…
…
中
略
…
…
如
是
高
貴
 大
菩
薩
約
定
・
三
仙
 

受
持
 之
 。
末
法
 初
 何
不
出
教
。
空
知
、
比
四
菩
薩
 現
折
 伏
時
成
 覚
王
調
貢
恵
壬
。
…
…
中
略
…
…
 偏
 四
大
菩
薩
 可
 今
出
現
 先
兆
軟
 。
（
 観
 

石
本
尊
 抄
 七
一
二
 ち
二
 0
 真
文
永
一
 0
 年
 ）
 

⑦
末
輩
師
弟
兵
語
霊
山
浄
土
（
観
心
木
蒔
砂
 副
状
 。
 右
 二
頁
 文
 、
水
一
 
0
 年
 ）
 

D
 

(574)  6 



日蓮における 

F
 

 
 

中
略
…
…
 設
作
 万
祝
不
用
日
蓮
、
心
地
国
命
 如
 壱
岐
対
馬
 

（
聖
人
知
三
世
事
。
八
四
 

三
頁
、
 文
 太
一
二
年
。
）
 

 
 
 
 

②
所
詮
日
本
国
の
 一
切
 衆
生
の
目
を
ぬ
 き
 、
神
を
ま
 

た
ま
し
 

い
 
ど
 は
か
す
邪
法
、
真
言
師
に
は
す
ぎ
ず
。
（
四
条
金
吾
殿
 女
房
 御
 返
事
。
八
五
五
 

c
 

 
 

頁
 、
文
末
一
二
年
）
真
言
宗
の
不
思
議
…
…
中
略
…
…
 父
 母
の
面
を
ふ
み
、
天
子
の
頂
を
ふ
む
が
ご
と
く
な
る
者
 国
中
充
満
し
て
上
下
の
 

国
の
人
々
い
よ
い
よ
法
華
経
を
誇
し
て
、
万
人
無
間
地
 獄
に
 堕
つ
べ
し
。
…
…
中
略
…
…
蒙
古
国
は
雪
山
の
下
 王
 の
ご
と
し
。
天
の
御
 使
 

と
し
て
法
華
経
の
行
者
を
あ
だ
む
人
々
を
罰
せ
ら
る
る
 か
 。
（
 異
瞠
 同
心
事
。
八
三
 0
 頁
 、
文
永
一
一
年
）
 

E
 

①
 抑
 日
蓮
は
日
本
国
を
た
す
 け
ん
と
 ふ
か
く
お
も
 へ
ど
 も
 、
日
本
国
の
上
下
万
人
一
同
に
 、
 国
の
ほ
ろ
 ぶ
 べ
 き
ゆ
 へ
に
や
 、
用
 ら
れ
ざ
る
 

上
 、
度
々
 あ
だ
 を
な
さ
る
れ
ば
、
力
を
 ょ
 ば
ず
 山
 林
 に
ま
じ
は
り
 候
ね
 。
大
蒙
古
国
よ
り
よ
せ
て
候
 と
申
 せ
ば
、
申
せ
し
事
を
御
用
あ
ら
 

ば
い
か
に
な
ん
ど
あ
は
れ
な
り
。
皆
人
当
時
の
ゆ
き
 つ
 

③
第
五
闘
詩
堅
固
末
法
 干
今
 相
当
。
臆
見
聞
当
世
、
 闘
 し

ま
の
よ
う
に
な
ら
せ
給
は
ん
 事
 、
お
も
ひ
や
り
給
へ
ば
 

詩
合
戦
 在
 眼
前
。
（
合
戦
 在
 眼
前
御
書
。
八
三
九
頁
、
 文
 な

み
だ
も
と
ま
ら
ず
。
 

永
 一
一
年
。
）
 

念
仏
宗
と
申
は
亡
国
の
悪
法
 也
 。
こ
の
い
く
さ
に
は
、
 大
 体
 人
々
の
自
害
を
し
 候
 ほ
ん
ず
る
 也
 。
…
…
中
略
 

禅
宗
と
 申
 当
時
の
持
斎
 

法
師
等
は
天
魔
の
所
為
 也
 。
…
・
・
・
中
略
…
…
こ
の
悪
法
 

（
真
言
宗
）
か
ま
く
ら
に
了
て
当
時
か
ま
く
ら
に
は
や
る
 
借
 上
・
法
印
等
星
也
。
 

こ
れ
等
の
人
々
こ
の
い
く
さ
を
調
伏
せ
ば
、
百
日
た
た
か
 ふ
 べ
き
は
十
日
に
つ
づ
ま
り
、
十
日
の
い
く
さ
は
一
日
 に
せ
め
ら
れ
る
べ
し
。
 

（
上
野
殿
御
返
事
。
八
三
六
 
5
 七
頁
文
永
一
一
年
一
一
月
 ）
 

0
 日
本
国
は
慈
覚
大
師
…
…
中
略
…
…
伝
教
大
師
の
鎮
 護
国
家
を
破
せ
し
よ
り
、
叡
山
に
悪
 義
 出
来
し
て
終
に
 王
 法
壺
 に
ぎ
。
北
窓
 義
鎌
 

倉
 に
丁
 て
 某
日
本
国
を
可
 亡
 。
（
 曾
谷
 入
道
殿
御
書
、
八
 三
八
頁
、
文
永
一
一
年
）
 

  

  

  



  

  

  

中
国
に
 候
か
 、
宿
善
た
う
と
く
 候
 。
 又
 蒙
古
国
の
日
本
 に
 み
だ
れ
入
る
時
は
こ
れ
へ
 御
 わ
た
り
あ
る
べ
し
。
（
 こ
 ぅ
 入
道
殿
御
返
事
。
 九
 

一
四
頁
、
文
永
一
二
年
。
）
 

④
日
蓮
を
そ
し
る
法
師
 原
 が
日
本
国
を
祈
ら
ば
、
 爾
 々
 国
 亡
べ
し
（
王
舎
戒
事
。
九
一
 セ
 真
文
永
一
二
年
）
 

⑤
雪
加
、
自
走
大
事
な
る
事
の
 一
 閻
浮
提
の
内
に
出
現
 す
べ
き
な
り
と
勘
へ
て
、
立
正
安
国
論
を
造
り
て
最
明
寺
 入
道
 殿
 に
奉
る
。
波
状
 

云
 、
地
大
瑞
は
他
国
よ
り
比
国
を
ほ
ろ
ぼ
す
べ
 き
 九
兆
 也
 。
禅
宗
、
念
仏
宗
等
が
法
華
経
を
失
 5
 枚
 也
 。
 役
 法
師
 原
が
 頸
を
切
り
て
鎌
倉
 

ゆ
ゐ
 の
濱
に
す
て
ず
ば
国
老
 に
 亡
ぶ
べ
し
。
…
…
中
略
 

又
 去
年
の
四
月
八
日
に
平
左
衛
門
 尉
に
 対
面
の
時
 、
 蒙
古
国
は
何
 比
 か
よ
 せ
 

侯
べ
 ぎ
と
間
に
、
 答
云
 、
経
文
は
月
日
を
さ
さ
ず
、
 但
 天
眼
の
い
か
り
 頻
 な
り
。
今
年
を
ば
す
ぐ
べ
か
ら
ず
と
 申
 た
り
 ぎ
 。
（
 法
 薄
紗
。
 

九
五
四
 9
 五
頁
、
建
治
元
年
）
類
例
「
種
々
 御
 振
舞
御
重
 こ
九
七
九
頁
。
 

⑥
さ
て
か
へ
り
聞
き
し
か
ば
、
同
四
月
十
日
よ
り
阿
弥
 院
宣
法
印
に
御
付
ら
れ
て
雨
の
御
い
の
り
あ
り
。
…
…
 中
 略
 …
…
十
日
よ
り
祈
雨
 

に
 十
一
日
に
大
雨
降
り
て
 風
 ふ
か
ず
、
 雨
 し
づ
か
に
て
 一
 日
 一
夜
 ふ
 り
し
か
ば
守
殿
御
感
の
あ
ま
り
金
三
十
両
 む
 ま
や
 ぅ
や
ぅ
 の
 街
 ひ
き
 

で
物
 あ
り
と
 ぎ
，
 
」
 ふ
 。
鎌
倉
中
の
上
下
万
人
手
を
た
た
 き
 口
を
す
く
め
て
わ
ら
 う
 …
…
中
略
…
…
日
蓮
が
弟
子
 け
 ぅ
 さ
め
て
、
こ
れ
は
 御
 

御
所
等
を
或
は
天
に
吹
の
ぼ
 せ
、
 或
は
地
に
吹
い
れ
、
 そ
 

き
 て
あ
り
げ
る
と
み
 ゆ
 。
…
…
中
略
…
…
此
は
一
定
や
 

あ
ら
 義
 と
申
せ
し
程
に
、
日
蓮
が
申
す
や
 ぅ
 は
 、
 

ぅ
 あ
る
べ
し
と
い
 ゐ
 も
あ
わ
せ
ず
大
風
吹
来
る
。
大
小
の
 

中
略
…
…
善
無
畏
も
不
空
も
雨
の
い
の
り
に
は
雨
は
ふ
 り
 

ら
に
は
大
な
る
尤
物
と
び
 、
 地
に
は
棟
梁
み
だ
れ
た
り
 舎

宅
、
堂
塔
、
古
木
、
 

。
…
…
中
略
…
…
 其
 上
 

た
り
し
か
ど
も
大
風
吹
 

日
本
国
に
は
ふ
か
ず
 但
 閑
人
 箇
国
 。
八
管
 国
 に
も
武
蔵
、
 相
模
の
両
国
。
両
国
の
中
に
は
相
州
つ
よ
く
吹
く
 、
相
 州
の
中
に
も
か
ま
く
 

③ 書 
教 ヒ 
生 光 
釈 七 
尊 兄 
は 頁 
入   

道 
殿、 

尼 
御 - 
目 JJ 

の 

慈父 

ぞ 
か 
し 

日 

蓮 

は 

又 
  
子 
中 @ し 

て 

あ 
る 
べ 
か 

  
げ 
る 
が 

し 

@ ま 

ら 

{ 
日 

本 
国 

の人 

を 
ナ， し 

す 
け 
ん 

と 

(576) 

師
 と
な
れ
 り
 。
い
か
で
か
国
ほ
ろ
 び
ざ
る
 べ
 き
ひ
 
（
 
瑞
 相
 御
書
。
八
七
六
頁
、
文
永
一
二
年
）
類
例
「
神
国
王
 御
 書
目
「
種
種
 御
 振
舞
 御
 

 
 



悔
 
て
た
す
 
け
給
 日
蓮
の
御
房
と
さ
げ
 

び
 侯
は
ん
ず
る
 
に
や
。
…
…
中
略
…
…
今
日
本
国
の
高
僧
等
も
南
無
日
蓮
 

と
と
な
え
ん
と
す
る
と
も
、
 

 
 

 
 

Ⅹ
真
言
批
判
、
雨
乞
の
類
例
日
三
三
蔵
祈
雨
雪
 

ヒ
 Ⅹ
 り
 ん

ご
く
の
賢
王
の
身
に
入
か
（
 

9
 
5
7
7
 

日
は
 り
て
国
を
ほ
ろ
ぼ
す
。
建
治
元
年
。
 

ら
 、
か
ま
く
ら
に
も
御
所
、
若
宮
、
建
長
寺
、
極
楽
寺
 

等
に
つ
よ
く
ふ
け
り
。
た
だ
事
と
も
み
へ
ず
、
ひ
と
へ
に
 

こ
の
い
の
り
の
ゆ
え
に
 

や
と
を
 
ぼ
 へ
て
、
わ
ら
ひ
 
ロ
 す
く
め
せ
し
人
々
も
 

が
ぅ
 さ
め
て
あ
り
し
上
、
我
弟
子
ど
も
も
あ
ら
不
思
議
や
と
 

舌
 を
ふ
る
う
。
 
木
 よ
り
ご
 

せ
し
事
な
れ
ば
、
三
度
国
を
 

い
 さ
め
ん
に
も
ち
 
ゐ
 ず
ば
 国
 を
 さ
る
べ
し
と
。
さ
れ
ば
同
五
月
十
二
日
に
か
ま
く
ら
 

な
い
で
て
北
山
に
入
。
 

同
十
月
に
大
蒙
古
国
 

ょ
 せ
て
壱
岐
対
馬
の
二
管
 

国
 を
打
 

し
 。
壱
岐
に
 
ょ
 せ
て
も
又
如
是
。
…
…
中
略
…
…
松
浦
 

さ
れ
ど
も
芸
文
末
十
一
年
十
月
に
蒙
古
国
よ
り
筑
紫
に
 

ょ
 

は
 山
に
し
て
死
ぬ
べ
し
 

0
 抑
 是
程
の
事
は
如
何
と
し
て
 

起
 

て
 有
な
ら
ば
如
何
に
成
べ
き
 

ぞ
 。
北
の
手
は
先
佐
渡
の
島
 

は
 男
を
ば
或
は
殺
し
、
或
は
生
 

取
 に
し
、
女
を
ば
或
は
取
 

ほ
 げ
、
 其
外
 の
其
者
ど
も
兵
事
と
も
な
く
大
 

膿
灯
 れ
ぬ
。
 

取
る
る
の
み
な
ら
ず
、
太
宰
府
も
や
ぶ
ら
れ
て
小
我
入
道
 

党
は
数
百
人
 
何
 れ
・
・
・
・
・
・
中
略
・
・
・
…
 

彼
 国
の
百
千
万
億
の
 

兵
 

集
て
 手
を
と
お
し
て
船
に
結
付
け
、
或
は
生
 

取
 に
す
。
 

せ
て
有
し
に
、
対
馬
の
者
か
た
め
て
有
し
に
、
 

宗
招
馬
 

る
べ
き
ぞ
と
推
す
べ
し
。
・
・
・
…
中
略
…
・
・
・
是
は
…
…
 

彼
 

に
付
て
 
、
地
頭
、
守
護
を
ば
 

須
央
 に
打
殺
し
…
…
中
略
 

（
種
々
 
御
 振
舞
御
書
。
九
八
 

0
 ｜
 二
頁
、
建
治
元
年
）
 

、
大
友
等
き
き
に
げ
 

に
 

尉
 逃
げ
れ
ば
、
百
姓
等
 

張
 古
国
の
大
王
の
身
に
 

日
本
国
を
引
回
し
て
 

寄
 

或
は
生
取
れ
、
 
或
 

一
人
も
助
か
る
者
な
 

入
せ
結
て
青
絵
 
也
 。
…
…
中
略
・
・
・
…
日
蓮
は
日
本
国
の
 

人
々
の
父
母
ぞ
か
し
、
主
君
ぞ
か
し
、
明
部
ぞ
か
し
、
 

是
 を
 皆
ん
車
ょ
。
念
仏
を
 

申
さ
ん
人
々
は
無
間
地
獄
に
 

堕
 ん
事
決
定
な
る
べ
し
。
 

た
 の
も
し
、
た
の
も
し
。
ハ
街
振
舞
御
書
、
九
八
 

0
1
 二
 頁
 、
建
治
元
年
）
類
例
 

白
妙
 一
 尼
御
前
脚
消
息
 
b
 一
 
O
0
0
 頁
 、
「
撰
時
抄
し
 
一
 
0
 一
六
頁
、
 
一
 
0
 四
五
頁
、
 
一
 
0
 四
六
頁
、
 一
 
0
 五
 0
 頁
 、
 一
 
0
 五
三
頁
、
 一
 

よ
、
世
 

観
 
0
 
た
る
ま
で
、
一
切
の
仏
寺
一
切
の
神
寿
を
ば
 

五
五
頁
、
Ⅹ
 

一
 
0
 五
二
頁
い
ま
に
し
も
見
 

な
げ
 

 
 

 
 

界
 



  

  

  

の
 （
念
仏
・
 

禅
 ・
 
律
 ）
は
物
の
か
す
に
て
か
ず
に
あ
ら
ず
 

。
真
言
宗
と
 

申
宗
が
 
5
 ろ
 は
し
ぎ
日
本
国
の
大
な
る
 

呪
 咀
の
悪
法
な
り
。
（
 

高
 

橋
 入
道
殿
御
返
事
。
 

一
 
0
 八
八
頁
、
建
治
元
年
）
類
例
 

「
乙
御
前
側
消
息
」
一
一
 

0
 二
頁
Ⅹ
山
中
に
て
 

ぅ
え
 
死
に
 
し
 侯
は
ん
。
 
司
 
砂
石
尾
 

御
前
 
脚
 返
事
」
一
一
 

0
 三
頁
、
日
清
澄
寺
大
衆
中
し
一
一
 

三
六
頁
、
以
上
建
治
元
年
、
「
九
日
舅
御
書
し
一
一
五
五
 

頁
 「
南
條
殿
御
返
事
 

口
 
、
 

一
一
七
六
頁
、
Ⅹ
日
蓮
 

房
 は
む
く
り
国
の
わ
た
る
と
い
 

へ
 
ば
よ
る
 
こ
ぶ
と
 
申
 。
こ
れ
 
ゆ
 わ
れ
な
き
事
な
り
。
「
 

宝
 軽
法
 
重
事
し
一
一
七
九
 

頁
 ・
「
報
恩
 

妙
ヒ
 一
二
二
二
 

1
 頁
、
以
上
建
治
 

2
 年
。
 

⑧
比
国
を
ば
梵
王
、
帝
釈
に
仏
を
ほ
せ
つ
け
て
、
他
国
 

ょ
り
 
せ
 め
さ
せ
給
べ
し
と
と
か
れ
て
候
。
…
…
中
略
 

よ
 も
さ
る
な
ら
ば
 
天
 

照
 大
臣
、
正
八
幡
等
は
、
比
国
の
か
た
う
ど
に
は
な
り
 

給
は
じ
。
（
現
世
無
間
御
書
。
一
二
九
二
頁
、
建
治
 

三
 年
、
 
）
類
例
「
四
居
五
品
 

抄
 」
一
二
九
九
 

1
 一
 
二
 0
0
 
頁
 、
日
下
山
御
消
息
 

ト
 （
 
両
人
 
房
 祈
雨
）
 
一
 
三
二
二
頁
（
隣
国
聖
人
）
 

一
 
三
二
五
頁
 一
 
三
三
四
頁
、
一
三
 

四
一
 
ち
 三
頁
、
「
 

頼
 具
陳
状
に
一
三
五
四
頁
（
祈
雨
）
 

一
 
三
五
九
頁
、
以
上
建
治
三
年
。
 

⑨
あ
は
れ
 

平
 左
衛
門
 
殿
 さ
が
み
 
殿
 日
蓮
を
だ
に
用
ら
れ
て
 

候
 し
か
ば
 
、
 す
ぎ
に
し
蒙
古
の
朝
使
の
く
 

び
 は
 よ
 も
 切
 ら
せ
ま
い
ら
せ
候
じ
。
 

（
兵
衛
 

志
 殿
御
書
 
一
 
三
八
八
頁
、
建
治
三
年
）
類
例
ヨ
三
 

沢
紗
ヒ
 
一
四
四
九
頁
、
建
治
四
年
。
 

G
 

①
日
蓮
一
生
 

之
間
 
祈
請
地
所
願
、
 

忽
 今
成
就
 
軟
 。
将
又
 

五
々
百
歳
仏
記
 

宛
如
 
符
契
。
所
詮
石
台
真
言
 

禧
宗
等
 
議
決
 

諸
人
等
今
次
是
非
、
 

日
 

 
 

 
 

 
 

一
四
七
九
頁
、
弘
安
元
年
）
類
例
「
数
行
 

澄
 御
書
」
Ⅹ
 
公
 場
 対
決
関
係
、
一
四
八
五
頁
 

｜
 弘
安
元
年
。
 

②
日
蓮
流
罪
し
て
先
々
に
わ
ざ
わ
い
ど
も
 

重
 て
候
に
 
、
又
 
な
に
と
 
申
事
か
候
 
べ
き
と
は
を
も
 

へ
 
ど
も
…
…
中
略
 も
し
そ
の
義
侠
 
わ
 

ば
、
用
 
て
候
は
ん
に
は
百
千
 

萬
 億
倍
の
さ
い
わ
い
な
り
。
 

今
度
 
ぞ
 三
度
に
な
り
 

候
 。
法
華
経
も
 

よ
 も
日
蓮
を
ば
 

ゆ
 る
き
 
行
者
と
は
を
 

ぼ
せ
 (578) 10 



日
 

⑪
Ⅹ
八
幡
宮
焼
亡
関
係
、
「
四
条
金
吾
 許
 御
文
し
一
 
八
二
三
、
「
諫
暁
八
幡
 妙
 b
 
一
八
四
一
頁
、
弘
安
三
年
 
 
 

 
 

糾
 
し
て
、
大
蒙
古
国
に
せ
め
ら
れ
て
す
で
に
ほ
ろ
 

び
 ん
と
す
る
が
如
し
 

、
 （
上
野
 
殿
母
 尼
御
前
衛
返
事
。
一
八
 

一
六
頁
、
弘
安
三
年
）
 Ⅰ く 57 

 
 

蓮
が
 一
門
法
華
経
の
行
者
を
あ
な
づ
ら
せ
給
へ
ば
 、
さ
 ま
ざ
ま
の
 御
 い
の
り
叶
は
ず
 

 
 

  

元
年
）
 

③
守
殿
の
御
を
 ん
 に
て
す
ぐ
る
人
々
が
、
守
殿
の
御
 成
 を
 か
り
て
一
切
の
人
々
を
を
ど
し
、
な
や
ま
し
、
 わ
 づ
ら
 は
し
 侯
ぅ
 へ
、
上
の
仰
 

と
て
法
華
経
を
失
 て
、
 国
も
や
ぶ
れ
、
主
を
も
 失
て
、
返
 て
 各
々
が
身
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
あ
さ
ま
し
さ
よ
。
（
 窪
尼
 御
前
衛
返
事
、
一
五
 0
 

三
頁
弘
安
元
年
。
 

④
他
国
よ
り
比
国
を
天
を
ほ
せ
つ
け
て
責
ら
る
 べ
 ぎ
に
、
 （
千
日
尼
御
前
衛
返
事
。
一
五
四
四
頁
、
弘
安
元
年
）
 

⑤
 今
 他
国
の
せ
め
を
か
 ぅ
ふ
 り
て
比
国
す
で
に
ほ
ろ
 び
 な
ん
と
す
。
（
本
尊
問
答
 妙
 。
一
五
八
五
頁
弘
安
元
年
）
 

⑥
 我
朝
 の
亡
国
と
な
る
べ
 き
事
 、
先
に
か
ん
が
へ
て
も
 宛
も
符
契
の
ご
と
し
。
（
師
子
宝
御
書
。
一
山
八
一
 
0
 真
弘
 安
元
年
）
 

⑦
 願
 く
は
 我
 弟
子
等
大
願
を
を
こ
せ
。
去
年
去
々
年
の
や
 く
 び
そ
う
に
 致
 し
人
々
の
か
ず
に
も
 入
ず
 。
 又
 当
時
 蒙
 占
 め
せ
 め
 に
ま
か
る
べ
 

し
と
も
み
へ
ず
。
と
に
か
く
に
死
は
一
定
な
り
。
…
…
 中
 

な
 な
じ
く
は
か
り
に
も
法
華
経
の
ゆ
へ
に
命
を
 す
 て
 よ
 。
（
上
野
殿
御
 

返
事
。
一
七
 0
 九
頁
Ⅹ
此
は
あ
っ
わ
ら
（
 熱
原
 ）
の
事
の
 あ
り
が
た
さ
に
中
衛
返
事
な
り
。
（
同
上
）
弘
安
二
年
  
 

⑧
日
蓮
が
勘
文
あ
ら
わ
れ
て
、
大
蒙
古
国
を
調
伏
し
、
 日
 本
国
か
つ
な
ら
ば
、
 此
 法
師
は
日
本
第
一
の
 僧
 と
な
り
 な
ん
。
（
中
興
入
道
 御
 

消
息
。
一
七
一
七
頁
弘
安
二
年
）
Ⅹ
真
蹟
火
日
蓮
の
文
 脈
 と
し
て
は
疑
問
が
あ
る
。
 

⑨
そ
の
や
 う
 に
当
時
日
本
国
の
た
の
し
き
人
々
は
 、
蒙
 古
国
の
事
を
ぎ
き
て
は
ひ
つ
じ
の
虎
の
声
を
聞
が
ご
と
し
 

（
上
野
殿
御
返
事
。
 

統
一
七
六
七
頁
、
 
三
 弘
安
 年
 ）
 

窩
 
⑳
 又
 此
経
に
あ
だ
な
す
国
を
ば
い
か
に
正
直
に
 祈
 り
 候
へ
ど
も
、
必
ず
某
国
に
七
難
起
て
他
国
に
破
ら
れ
て
 亡
国
と
な
り
帳
幕
…
・
・
・
中
略
 



  

⑫
 而
 四
月
七
六
日
は
八
幡
む
ね
 上
 と
承
は
る
。
三
日
向
 大
風
は
疑
た
か
る
べ
し
。
蒙
古
使
者
貴
辺
八
幡
宮
を
造
 て
 、
北
風
 ふ
 ぎ
た
ら
む
 

に
、
人
 わ
ら
ひ
さ
た
せ
ざ
る
べ
し
や
。
（
八
幡
宮
造
営
 事
 。
一
八
六
九
頁
、
弘
安
四
年
）
Ⅹ
蒙
古
関
係
「
 曾
谷
二
 郎
 入
道
殿
御
報
 ヒ
 一
八
 

セ
五
｜
 六
頁
、
弘
安
四
年
。
 

 
 

時
日
本
国
四
十
五
億
八
万
九
千
六
百
五
十
八
人
の
一
切
衆
 生
 、
一
人
も
な
く
他
国
 

①
 倒
 せ
ば
 此
 弘
安
四
年
五
月
以
前
に
は
、
日
本
国
の
上
 千
万
人
一
人
も
蒙
古
の
責
に
あ
ふ
べ
し
と
も
お
ば
さ
ざ
り
 し
 な
 、
日
本
国
に
月
日
 

に
 責
ら
れ
さ
せ
結
て
、
莫
大
吉
 は
讐
へ
ば
 ほ
 う
ち
 く
と
 申
 す
 釜
に
水
を
入
 て
 、
ざ
っ
こ
と
中
小
魚
を
あ
ま
た
 入
て
 、
枯
 た
る
し
ば
木
を
た
 

か
む
が
 如
 な
る
べ
し
、
と
申
せ
ば
、
あ
ら
お
そ
ろ
し
い
ま
 い
ま
し
、
打
は
れ
所
を
追
へ
、
流
せ
 、
 殺
せ
 、
 信
ぜ
ん
 人
々
を
 ば
 田
は
た
を
 と
 

ね
 、
財
を
奪
へ
、
所
領
を
め
 せ
 、
と
申
せ
し
か
ど
も
、
 此
 五
月
 よ
 り
は
、
大
蒙
古
の
責
に
 値
て
、
 あ
ぎ
れ
迷
ふ
 程
 に
 、
さ
も
や
と
忌
人
々
 

も
あ
る
や
ら
ん
。
に
が
に
が
し
 ぅ
 し
て
せ
め
た
く
は
な
 げ
 れ
ど
も
、
有
事
な
れ
ば
、
あ
た
り
た
り
、
あ
た
り
た
り
 。
日
蓮
が
申
せ
し
事
は
 

あ
た
り
た
り
。
（
元
口
上
人
 御
 返
事
一
八
七
八
頁
、
 弘
 安
 四
年
八
月
八
日
）
 

②
比
国
既
に
他
国
の
財
と
な
り
ぬ
。
・
・
・
…
中
略
・
・
・
…
 

文
 法
 華
 経
の
か
た
ぎ
と
な
る
人
を
ば
、
父
母
な
れ
ど
も
殺
し
 ぬ
れ
ば
、
大
罪
 還
て
大
 

善
根
と
な
り
 候
 。
（
治
部
属
 御
 返
事
。
一
八
八
二
頁
、
 弘
 安
 四
年
八
月
二
二
日
）
 

③
何
よ
り
も
 去
後
セ
月
 御
状
 Z
 内
云
 、
鎮
西
に
は
大
風
 吹
候
て
、
 浦
々
島
々
破
損
 船
 充
満
 2
 間
、
乃
至
京
都
に
は
 忠
国
上
人
、
又
天
理
 め
 
一
ゑ
 

無
我
等
云
々
。
 此
 車
列
 此
 一
門
大
事
 也
 。
総
日
本
国
 凶
 車
地
。
何
悪
病
一
端
定
も
 申
候
 は
ん
。
 足
 偏
に
 為
 先
日
蓮
 、
焦
 ろ
 う
 事
を
造
り
出
 

さ
ん
 事
兼
 て
知
。
…
…
中
略
…
…
今
方
役
僧
侶
の
御
弟
子
 連
衡
 祈
禧
承
は
 ら
れ
て
候
げ
に
 候
あ
 ひ
だ
、
い
つ
も
の
 事
な
れ
ば
、
秋
風
に
籠
 

の
水
敵
船
賊
船
な
ん
ど
の
破
損
 仕
 て
候
を
、
大
将
軍
 生
取
 た
り
な
ん
と
申
、
祈
成
就
の
由
を
申
 侯
 げ
に
優
也
。
 御
 存
知
の
た
め
あ
ら
あ
ら
 

申
 優
也
。
（
宮
域
入
道
殿
御
返
事
。
一
八
八
六
も
八
頁
、
 %
 安
四
年
一
 0
 月
 ）
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日
頁
 、（
サ
ム
、
水
一
一
年
）
 

緋
 
②
 倒
 せ
ば
日
蓮
が
 

平
 左
衛
門
 
尉
 が
も
と
に
て
 

う
 ち
 ふ
る
ま
い
、
 
い
ゐ
 
し
が
ご
と
く
、
す
こ
し
も
を
づ
る
方
な
 

か
れ
。
（
兄
弟
 

妙
 。
九
二
六
 3@ (M 

  佗
 

①
 抑
 貴
辺
者
当
時
天
下
文
棟
梁
 也
 、
（
一
昨
日
脚
 書
 、
五
 0 
二
頁
、
文
永
八
年
）
 

 
 

 
  
 

④
日
蓮
は
わ
る
 

き
 者
に
て
候
へ
ど
も
、
法
華
経
は
い
か
 

で
 お
ろ
か
に
お
は
す
べ
 

き
 。
…
・
・
・
中
略
…
…
日
蓮
は
日
本
 

第
一
の
え
せ
も
の
 

也
 。
 

法
華
経
は
一
切
経
に
す
ぐ
れ
給
へ
る
隆
也
。
（
西
山
 

殿
 
後
家
尼
御
前
側
返
事
。
 

一
 
0
 九
二
頁
、
弘
安
四
年
）
 

Ⅱ
 A
 

①
旧
日
本
国
に
は
日
蓮
一
人
 

計
 こ
そ
世
間
出
世
正
直
の
 

者
に
て
は
候
へ
。
其
故
は
故
最
明
寺
入
道
に
向
 

て
 
、
禅
宗
 

 
 

し
 
。
の
ち
に
勘
文
も
て
こ
れ
を
つ
げ
し
ら
し
む
。
日
本
 

国
 の
 
人
 皆
無
間
地
獄
に
堕
つ
べ
し
。
（
法
門
司
 

被
申
様
之
 

事
 。
四
五
五
頁
、
文
永
 

六
年
）
類
例
「
 

故
 最
明
寺
入
道
見
参
御
書
口
四
五
六
頁
 

文
 太
上
八
年
 

②
 故
 最
明
寺
入
道
 

殿
 
、
極
楽
寺
入
道
殿
を
無
間
地
獄
に
 

堕
 た
り
と
申
、
建
長
寺
、
寿
福
寺
、
極
楽
寺
、
長
楽
寺
、
 

大
仏
寺
等
を
や
ぎ
は
ら
 

へ
と
 
申
 。
道
隆
上
人
、
良
 

観
 上
人
等
を
頸
を
は
ね
 

ょ
 と
申
 （
種
々
 

御
 振
舞
御
書
。
九
六
二
頁
、
建
治
元
年
）
 

③
最
後
に
は
天
下
第
一
の
大
事
日
本
国
を
失
 

と
呪
そ
す
 

る
 
法
師
な
り
。
 

故
 最
明
寺
 

殿
 
、
極
楽
寺
殿
を
無
間
地
獄
 

に
堕
 
た
り
と
 

申
 法
師
な
 

 
 

 
 

 
 

%
 安
二
年
。
 

  



  

  

C
 

①
（
朝
廷
側
は
）
王
法
の
 力
 に
大
法
を
 

略
 …
・
・
・
 

頼
 朝
と
義
時
と
の
御
強
御
名
 御
 

こ
ら
う
べ
し
と
も
み
 へ
 ざ
り
し
に
、
 い
 

御
書
。
八
八
四
頁
、
友
太
一
二
年
）
 類
 

頁
 、
建
治
三
年
「
兵
衛
 志
 殿
御
書
 b
 
一
 

  

③
 此
神
 
（
八
幡
）
は
、
正
直
の
人
の
頂
 

（
四
傑
金
吾
 
許
 御
文
。
一
八
二
三
頁
、
 

Ⅲ
 
A
 

①
総
じ
て
日
蓮
が
弟
子
は
京
に
の
ば
り
 

御
房
も
そ
れ
て
い
に
な
り
て
天
の
に
く
 行

い
合
わ
せ
て
 
煩
朝
 と
義
時
と
の
本
命
と
元
神
と
を
 
ば
 梵
王
と
帝
釈
等
に
抜
取
ら
せ
 
給
 。
・
・
・
…
 

中
 

姓
 を
ば
か
 き
 つ
げ
て
諸
尊
諸
神
等
の
御
足
の
下
に
ふ
ま
せ
 

ま
い
ら
せ
て
い
の
り
し
か
ば
い
か
に
も
 

か
に
と
し
て
一
年
一
月
も
延
ず
し
、
 

わ
づ
か
 二
日
一
日
に
 
は
 ほ
ろ
び
給
ば
る
や
ら
む
。
（
神
国
王
 

例
 
「
高
橋
入
道
殿
御
返
事
 

二
一
 0
 九
 0
 頁
 、
建
治
元
年
 
「
四
傑
金
吾
殿
御
返
事
 

ヒ
 一
二
 
0
 四
 

三
八
八
頁
、
建
治
三
年
、
「
妙
法
比
丘
尼
 

御
 返
事
」
 一
 
五
五
九
年
、
弘
安
元
年
、
「
本
尊
問
答
 

に
や
ど
ら
ん
と
 
誓
 へ
る
に
…
・
・
・
中
略
…
・
 

，
 
・
 
頼
 朝
と
義
時
と
 
は
 臣
下
な
れ
ど
も
 
其
頂
 に
や
ど
り
 
給
 。
 

%
 安
三
年
）
 

ぬ
れ
ば
、
始
は
わ
す
れ
ぬ
そ
う
に
て
後
に
は
天
魔
つ
き
て
 

物
 に
く
る
 ぅ
 。
 せ
ぅ
 房
が
ご
と
し
。
 
わ
 

ま
れ
か
 ほ
 む
る
。
の
ば
り
て
い
く
ば
く
も
な
き
に
実
名
を
 

か
ぅ
る
 で
 ぅ
物
 く
る
わ
し
。
 
定
 て
こ
と
 

③
遠
流
死
罪
の
後
…
…
中
略
・
・
・
・
・
・
 

此
御
 一
門
ど
し
 5
 ち
 は
じ
ま
る
べ
し
。
 某
 後
は
他
国
債
 逼
難
 と
て
四
方
よ
り
、
 こ
と
に
は
西
方
よ
り
 せ
 

め
ら
れ
さ
せ
給
べ
し
。
 某
時
 後
悔
あ
る
べ
し
 平
 左
衛
門
 尉
 と
申
 付
し
か
ど
も
、
大
政
の
入
道
の
く
る
ひ
し
ょ
う
に
 、
す
こ
し
も
は
ば
か
る
 

こ
と
な
く
物
に
く
る
う
。
…
…
中
略
…
…
あ
ら
お
も
し
ろ
 や
辛
左
衛
門
 尉
 が
も
の
に
く
る
 ぅ
 を
見
ょ
。
 と
 の
ば
ら
 但
今
ぞ
 日
本
国
の
柱
を
 

た
を
す
。
（
種
々
 御
 振
舞
御
書
。
九
六
三
頁
、
 建
揖
 万
年
・
）
 

の
 文
永
八
年
九
月
十
二
日
中
時
に
平
左
衛
門
 射
 向
 云
 、
 日
 蓮
は
日
本
国
の
棟
梁
 也
 。
予
を
失
は
日
本
国
の
柱
 撞
を
 倒
 な
り
。
（
撰
時
抄
。
 

一
 
0
 五
三
頁
、
建
治
元
年
）
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日蓮における 世界観 

返 連 類 ; 家 へ 一 は 日 子 永 

弟 
同 側 筆   
意 書 の 身 の O 九 せう 寺人 力 … りを な し 中 
れ 六 に   ど 四 億   
も 七 病 ：し @ 申、建造 らに にて 泊ャ 

    を りにな 身は 頁 、 のも 八等が 者 ども 海をあ せど は 四八り 宗法師 の 刀串 文、氷Ⅱ し て @ - よ｜ l, 、 
れ 九 天 りたる 、念仏 が、日 なづり も余に 九頁、 にもに 

ば 年 休 
興 。 或 

同罪 

もま 

を 
久 な 鸞 我 

の ち、   
が   れ 或   
が @% 阿 疑 わ や ぅ が 

ナ， し 退転 鼻 を ら は は か 

き 地 を ふ ら な わ 
の の 獄 こ な か り クま 

  ，む、 に し る に ぬ り 

事 あ あ て べ 法 と に 

ヶ @ -   な な 

侯 ら法し ん 華 、 華 経 幸 ま り 

延   こ 縫 わ せ ゆ た 

  る 
主 

  
辮殿 とを 下 すふべ ら 払 

君 尼 便 っ な し 
と る る と 

  
御ュ 耳入   も の べ 云       申 み し ん だ 島 
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さ
せ
結
な
。
 
か
へ
す
 が
 へ
す
 今
度
と
の
は
 堕
 べ
し
と
を
ほ
 
ぅ
 る
な
り
。
 

し
か
ば
、
 我
鼻
 と
い
 ゐ
 英
一
門
首
ほ
ろ
び
さ
せ
 給
 。
 

中
略
…
…
 な
 

門
 の
な
ら
せ
絵
事
を
み
 よ
 。
…
…
中
略
…
：
 
ふ
ぅ
 中
と
 も
 、
い
た
づ
ら
 

ち
 の
を
も
ひ
で
に
し
る
し
 中
 な
り
。
（
兵
衛
 志
 殿
御
返
事
 。
一
四
 0
 
二
 

殿
御
返
事
」
弘
安
元
年
。
 

中
略
…
・
・
・
念
仏
者
等
に
た
ば
ら
か
さ
れ
て
日
蓮
を
怨
 

ま
せ
 給
 

ご
え
の
一
門
の
善
寛
寺
、
長
楽
寺
、
大
仏
殿
上
さ
せ
結
て
 、
英
一
 

の
 ふ
み
な
る
べ
し
と
を
も
 へ
ば
 、
か
く
も
も
の
 5
 け
れ
ど
 も
、
の
 

｜
 六
頁
、
建
治
三
年
。
対
比
「
兄
弟
 紗
 し
文
永
一
二
年
 「
兵
衛
 
志
 

宏
二
年
 

⑧
 良
観
扇
 が
ざ
 ん
 そ
に
 依
て
 釈
迦
如
来
の
御
侠
日
蓮
 聖
 人
を
流
罪
 奏
 し
か
ば
、
聖
人
の
申
 給
 が
如
く
百
日
が
内
に
 ム
ロ
 
戦
 出
来
て
、
若
干
の
 

武
者
滅
亡
せ
し
中
に
名
越
の
公
達
横
死
に
あ
は
せ
 結
 ぬ
。
 こ
れ
偏
に
 良
観
扇
 が
失
 ひ
奉
 た
る
に
候
は
ず
 や
 。
（
 頼
 基
 陳
状
。
 一
 三
六
 0
 頁
 

建
治
三
年
 

⑨
た
だ
し
こ
の
た
び
 ゑ
 も
ん
の
 志
 ど
の
か
さ
ね
て
親
の
 か
ん
だ
 ぅ
 あ
り
。
・
・
・
…
中
略
…
：
か
や
 

ぅ
 へ
の
 志
殿
 を
ぼ
 つ
か
な
し
。
…
…
中
略
 

今
度
は
と
の
は
一
定
な
 ち
結
 ぬ
と
を
 ぼ
ぅ
 る
な
り
。
 を
ち
給
は
ん
を
い
か
に
と
 申
 事
は
ゆ
め
ゆ
め
侯
は
ず
、
 借
地
獄
に
て
日
蓮
 う
 ら
 

み
 絵
事
な
か
れ
。
…
・
・
・
中
略
…
…
 

さ
ゑ
 も
ん
の
大
夫
 殿
は
 今
度
法
華
経
の
か
た
き
に
な
り
さ
だ
ま
り
 給
 と
み
へ
て
 侯
 0
 ゑ
 も
ん
の
大
夫
の
 

志
殿
は
 、
今
度
法
華
経
の
行
者
に
な
り
候
は
ん
ず
ら
ん
。
 と
 の
は
現
前
の
計
な
れ
ば
親
に
つ
き
給
は
ん
ず
ら
む
。
 も
の
ぐ
る
わ
し
き
人
々
 

は
こ
れ
を
ほ
め
 候
 べ
し
。
…
・
・
・
中
略
…
…
ま
し
て
わ
ど
の
 

ば
ら
が
わ
ず
か
の
車
を
へ
っ
 ら
ひ
て
 、
も
う
す
く
て
 悪
 道
に
堕
て
 日
蓮
 う
 ら
 み
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界
 

ね
 ・
怒
り
で
あ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
信
 

仰
の
中
核
を
な
す
神
性
・
（
本
尊
）
が
、
所
謂
「
善
神
治
 

罰
 
し
に
象
徴
さ
れ
る
怒
り
の
 

人
 

日
を
神
仏
が
怒
り
 

離
格
 

お
 性
を
強
く
 

侃
 
罰
 
び
て
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
 

そ
う
と
し
て
い
る
、
と
意
識
さ
 

 
 

 
 

17 ( ㏄ 5) 

見
逃
せ
な
い
 
0
 日
蓮
は
こ
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
心
情
 

を
、
 法
と
政
府
、
又
そ
の
人
格
的
表
現
と
し
て
の
 

頼
 朝
議
 
 
 

俊
則
し
、
前
者
へ
の
絶
対
的
信
頼
と
後
者
へ
の
激
し
い
 

怒
り
と
云
 
う
 全
く
対
照
的
な
態
度
を
表
現
す
る
こ
と
で
 

調
 和
し
て
い
る
 
0
 そ
の
 怒
 

察
さ
れ
、
蒙
古
の
存
在
が
そ
れ
を
決
定
的
に
は
し
て
い
 

る
 。
し
か
し
そ
の
 
呪
 咀
は
関
東
武
家
体
制
へ
の
強
い
愛
着
 

に
根
 指
し
て
い
る
点
は
 

が ， さ う 役 罪   
す 以 。 5 本 D の 
る 上 噂 が か 資 
こ の を 勝 ら 料     
と 手 開 っ は に   
が 、 と ヨ 

明 闇 
ら 係 け いて、 赦免後 す たとい @ 口 

か め 著 う 身 る 

に 資 
な 料 し情延と、 た報山 
る を も の に Ⅰ 

で、 具 0 丁 玲 の 
あ に 

ろ 吟   
ぅ 味 る G 箸 立 
。 す 。 は し 永 

成 る 展 墓 た 五   後 厄 も 年 
の が の の 

国 田 H 会 で 蒙 

（ 蓮 は 場 あ 古 
そ の 乱 射 ろ 国 

宗教 れも   
厳 性 
留 め 朝以 役のノミ 公許 p は D 
に 基   漬 す 立 前   

届 い 役 の 
， L の 、 は 、 
村 役 ぎぅ " 噂 迄で " あ 
象 の 
は 幕 更が に流は E     
幕 府 元 れ 文 B 
府 に 軍 そ 永 は 
0 対 が れ の 釆 
淑 す 敗 に 役 朝 
亡 行る   退 つ の か 

ア し い 清 ら 
の ン た で 軸 性 
呪 ビ と 三 下 渡 
咀 " い 度 に 流 
が レ 

顕 ソ 

在 ト 

的 な   C 
K こ ，む で、 を F  は 

観 情 苦 行 は 流 



  

現
世
の
終
焉
の
日
が
近
づ
 き
、
 新
た
な
仏
国
土
出
現
の
 日
 が
追
っ
て
い
る
と
い
う
思
考
が
日
蓮
に
定
着
し
始
め
る
 0
 か
っ
て
 災
 生
口
と
不
 
ガ
 

テ
ィ
ブ
に
分
類
さ
れ
た
事
件
が
大
 瑞
 と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
 な
 位
置
を
獲
得
す
 ケ
 
-
9
%
 
新
た
な
世
界
の
出
現
の
告
知
者
 と
し
て
の
使
命
意
識
が
 

に
 用
い
て
き
た
 
膀
法
 と
い
う
概
念
を
自
分
に
も
向
け
、
 

自
 

 
 

最
早
無
価
値
に
な
っ
た
 

価
値
付
 け
 

使
命
意
識
 

し
、
そ
の
 

ヒ
 バ
レ
ン
 

に
至
る
。
 

効
で
あ
っ
 

綱
 ）
 へ
と
 に

一
貫
性
を
欠
き
、
こ
の
時
発
生
し
た
蒙
古
国
書
来
朝
と
 い
う
 国
難
も
、
 
治
割
 と
い
う
積
極
的
価
値
付
け
が
確
立
し
 て
お
ら
ず
、
 

と
の
関
係
は
暖
味
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
に
日
蓮
 の
怒
の
対
象
が
不
明
確
な
ま
ま
で
、
念
仏
宗
・
禅
宗
・
 律
 宗
と
分
散
 

怒
り
の
真
の
関
係
の
基
盤
で
あ
る
、
彼
自
身
と
幕
府
の
 価
値
付
け
が
動
揺
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
 そ
 こ
で
は
ア
ン
 

ト
な
 緊
張
関
係
が
未
だ
弛
緩
し
て
い
る
。
 C
 に
至
っ
て
 人
 格
的
 統
合
が
一
挙
に
展
開
し
、
日
蓮
独
自
の
世
界
観
が
 構
成
さ
れ
る
 

こ
の
傾
向
に
第
一
義
的
に
関
わ
る
因
子
は
、
幕
府
に
 よ
 る
 死
刑
判
決
と
佐
渡
流
罪
の
体
験
で
あ
り
、
流
罪
 中
 も
死
 刑
 判
決
が
有
 

た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
時
彼
の
怒
の
対
象
が
 、
幕
 府
の
現
政
権
の
中
枢
を
構
成
す
る
得
宗
体
制
（
 時
頼
｜
 時
宗
、
平
 頼
 

統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
自
ら
を
含
む
今
と
 い
 う
 現
世
の
決
定
的
価
値
付
け
の
低
下
を
結
果
し
た
。
 元
 来
 宗
教
的
 敵
 

資
料
 I
.
 

並
置
さ
れ
 

あ
る
が
、
 

（
 
リ
 
Ⅱ
）
 

く
ろ
こ
の
 

A
 に
お
い
て
は
神
性
に
人
格
的
傾
向
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
 。
災
害
の
発
生
や
善
神
 捨
所
 ・
死
後
の
地
獄
等
が
 
、
単
 に
 修
辞
的
に
 

て
い
る
だ
け
で
、
後
に
そ
れ
等
が
統
ム
ロ
さ
れ
た
姿
で
描
か
 

れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
 

B
 は
文
永
五
年
か
 
ら
の
資
料
で
 

そ
れ
に
先
立
っ
て
伊
豆
流
罪
、
小
松
原
法
難
と
い
う
 事
 件
の
体
験
が
神
格
の
人
格
化
に
強
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
 を
 挙
げ
て
お
 

時
期
か
ら
親
父
釈
尊
の
領
土
奪
還
の
た
め
と
い
う
文
脈
 が
 形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
で
使
命
感
が
発
生
し
て
 ぃ
 る
が
、
現
世
の
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

一
人
受
信
し
 、
 罰
に
よ
る
現
世
の
破
滅
の
日
が
迫
っ
て
 い
 る
こ
と
を
告
知
す
べ
 
き
 代
官
に
自
ら
を
位
置
付
け
て
い
 る
 。
怒
り
罰
す
る
人
格
 

的
 神
性
の
命
令
を
 、
 全
か
る
迫
害
を
克
服
し
て
告
知
す
 る
 

、
ハ
 

所
謂
使
命
的
予
言
 渚
 
5
@
i
 
 

（
の
の
コ
年
年
 

コ
ぬ
甲
づ
 
（
 0
 づ
オ
 
の
む
 的
 性

格
が
日
蓮
に
見
ら
れ
 

る
の
は
、
以
上
の
様
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
彼
に
展
開
さ
れ
て
 い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
典
型
的
な
 笘
ゑ
 e
c
 
（
 
ざ
臣
 （
 投
影
）
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
 

（
 
比
 
@
 ）
 

で
あ
る
。
日
蓮
の
怒
り
が
人
間
的
に
統
合
さ
れ
れ
ば
さ
れ
 る
 程
、
神
性
の
側
も
人
格
的
統
合
が
促
進
さ
れ
、
世
界
 観
 が
安
定
し
て
く
る
。
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日蓮における 

返 関 は 
し 東 彼 
で 武 の 

も 家 運 
あ 支 想 
る 酉 己 と 

。 体 す 
墓 制 る 

府 へ 仏 
の の 国 
態 韻 士 
度 い 世 と 如何 界 愛着 

に が 幕 

よ 在 府 
っ 花 と 

て し の 

は て 関 
、 お 係 

現 世 りが 、 暖 ; 
は そ 床 
そ れ で 
の 放 る 
ま か る 
ま え か 
払 っ ら 
因 て で   
士 魂 あ 
に 放 る 
な 権   
る へ 先 
と の に 

い 憎 指 
ぅ 悪 摘 
文 が し 
脈 触 た 
も 発 如 

当 然れ さく 、 
発 て 日 

生 い 蓮 

  
そ そ り 

の れ の 
時 は 根 
に 期 底 
巳 待 に 
蓮 の は 

の 一 異   

19@ (587) 

@
 
お
 ）
 

 
 

が
 、
遺
文
中
に
お
い
て
は
、
日
蓮
と
上
行
菩
薩
と
の
関
係
 

は
暖
昧
 で
あ
る
。
こ
れ
は
 
実
 

旧
旭
 

段
 と
呼
ば
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
彼
の
聖
な
る
 世
 界
は
 、
こ
の
時
点
で
明
確
な
構
成
を
持
っ
に
至
る
。
日
蓮
 糸
 教
団
に
お
い
て
日
蓮
 

-
 
（
 @
 

信
者
の
一
門
も
滅
亡
し
た
。
 

蓮
 古
国
書
の
来
朝
 

現
世
は
今
や
破
壊
さ
る
べ
 き
 無
価
値
な
も
の
で
 

と
し
て
常
に
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
現
世
の
 

（
 
2
@
 

霊
山
浄
土
へ
入
れ
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
る
の
 

@
 
為
 @
 

出
し
た
。
さ
て
霊
山
浄
土
は
現
世
と
の
対
比
に
 

い
る
の
で
あ
っ
て
 
、
 来
る
べ
き
日
に
現
世
を
破
 

門
 本
師
娑
婆
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
 

経
に
出
典
を
持
つ
上
行
菩
薩
に
代
表
さ
れ
る
 地
 

て
 告
知
者
の
役
割
を
全
う
し
た
も
の
の
み
が
、
 

と
こ
の
事
件
は
日
家
の
使
命
感
を
決
定
的
な
も
の
に
し
、
 
安
定
し
た
世
界
観
が
確
立
す
る
。
 

あ
る
が
、
そ
の
今
に
お
い
て
も
実
は
永
遠
の
価
値
を
持
 
っ
た
 聖
な
る
世
界
は
霊
山
浄
土
 

側
に
存
在
す
る
我
々
は
、
告
知
者
と
し
て
の
役
割
を
全
 生
涯
を
通
し
て
全
う
し
な
い
限
り
 

こ
の
上
口
知
者
に
当
た
る
も
の
と
し
て
日
蓮
は
法
華
経
の
中
 

に
 、
上
述
の
常
不
軽
菩
薩
を
見
 

お
い
て
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
元
来
は
常
に
ま
さ
に
 こ
の
世
に
潜
在
的
に
存
在
し
て
 

壊
す
る
こ
と
で
顕
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
世
界
 は
天
 ム
ロ
学
の
語
彙
を
援
用
し
 、
本
 

久
遠
実
成
釈
尊
は
命
令
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
使
命
を
遂
 付
 し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
法
華
 

-
 
簗
 "
 

涌
 菩
薩
 群
 で
あ
り
、
彼
等
が
そ
の
世
界
の
真
の
支
配
者
 で
あ
る
。
現
世
で
不
軽
菩
薩
と
し
 

正
行
の
配
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
す
る
。
資
料
 C
.
 ⑤
 の
後
半
は
所
謂
 曇
陀
 羅
国
 顕
の
 

 
 

月
 騒
動
も
大
き
く
作
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
 は
 北
条
 氏
 の
一
門
の
内
乱
で
あ
り
、
そ
の
余
波
で
名
越
 と
 い
 う
 日
蓮
を
裏
切
っ
た
 

明
確
に
 

て
は
、
 

規
定
の
 な

っ
て
く
る
。
日
蓮
が
世
界
観
や
自
己
規
定
を
表
現
す
 る
 象
徴
的
概
念
は
、
こ
の
時
期
に
出
現
す
る
。
世
界
観
を
 示
す
も
の
と
し
 

霊
山
浄
土
・
本
師
娑
婆
世
界
・
超
越
的
な
命
ず
る
人
格
 的
 神
性
と
し
て
の
久
遠
実
成
釈
尊
、
そ
の
使
命
の
実
行
者
 と
し
て
の
自
己
 

象
徴
、
上
行
菩
薩
・
不
軽
菩
薩
等
で
あ
る
。
こ
れ
等
が
 統
合
さ
れ
て
体
系
化
さ
れ
た
世
界
観
と
し
て
確
立
さ
れ
る
 の
 片
片
、
 
所
丑
 明
一
 



  

占
め
る
場
は
上
行
菩
薩
の
そ
れ
と
な
る
こ
と
は
言
 

う
迄
 

も
な
か
ろ
う
。
そ
れ
を
知
る
絶
好
の
資
料
は
 

、
 
G
 
①
で
あ
 

る
 
。
こ
れ
は
幕
府
が
公
 

場
 
対
決
を
許
し
た
と
い
う
噂
が
日
蓮
の
も
と
に
届
い
た
 

時
の
も
の
で
あ
る
。
コ
日
本
国
一
同
篇
日
蓮
弟
子
檀
那
 

我
 
弟
子
等
出
家
 

為
 
主
上
 

上
皇
師
、
在
家
別
左
右
臣
下
。
将
又
 

一
 
閻
浮
提
 

皆
仰
此
法
 

門
 
」
と
い
う
一
節
を
 

、
 
先
の
曇
 

陀
 
羅
国
 

顕
 
の
 
段
 
と
比
較
 

す
れ
ば
後
者
は
前
者
の
 

宗
教
的
象
徴
を
用
い
た
投
影
で
あ
る
こ
と
は
明
白
と
な
 

る
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
幕
府
の
態
度
は
主
と
し
て
日
蓮
 

と
 
敵
対
的
で
あ
り
、
特
に
 

佐
渡
配
流
中
の
如
く
死
罪
の
不
安
に
晒
さ
れ
て
い
る
 

時
 
は
 
、
不
軽
菩
薩
の
自
覚
が
鮮
に
意
識
さ
れ
、
上
付
は
な
し
 

ろ
 
命
令
者
 

群
 
に
位
置
す
 

 
 

 
 

 
 

い
と
い
う
傾
向
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
秩
序
維
持
の
機
能
を
 

有
し
た
超
越
的
 

力
 
へ
と
彼
の
怒
り
は
投
影
さ
れ
て
、
 

そ
 
の
 
超
越
者
の
刑
罰
と
い
 

ぅ
 
形
式
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
は
そ
こ
で
も
告
知
者
 

、
告
発
者
の
立
場
で
あ
る
。
彼
は
念
仏
宗
・
禅
宗
・
 

律
 
宗
 
・
真
言
宗
へ
あ
の
 

有
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日蓮における 世界観 
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あ る る 料 下 に 越 荷 な   

た 彼 と の 大 す 超 し 請 る 言       

      



（ ll 上 ウ ハ 6 （ 5l Ⅰ 二リ （ 1 （ ー パテ （ 1 3 （ 1 2 （ 1 1 （ 1 0 （ 9 （ 8 （ 7 
  

  し ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）     

      
る 照 、 弓 

  
， 界     
    

親 摘と l 接     
の しい ルな 由 

式 
目 

三 て う シ 相 田 
  
成 川 明保 徳があ ， ヤツ、 ㎎ 0 窩仁コ     

    ぃジテ 。 かスあ の   を その 私 は、 もトろ にこ （㎏の 無条 9 、 こ久よ と のり 件 
    
利提     

ナ - @   
ナ， @ 
発   
  
ま @ ） 

  
  
セこ   
多 
    見 動 に対 励 研究は宗教 の・ Ⅱ ac 

(590)@ 22 



日蓮における 世界観 

（
㎎
）
こ
の
傾
向
の
発
端
は
円
 窩
重
軽
 受
法
門
ヒ
 
五
 0
 セ
 頁
に
 見
ら
れ
、
そ
れ
は
不
軽
菩
薩
と
い
う
象
徴
を
結
果
し
て
い
る
。
 

（
㎎
）
資
料
 l
 、
 C
 、
①
を
兄
ょ
。
 

（
 
初
 ）
二
月
 掻
 勤
ほ
つ
い
て
は
 
巧
 仰
書
類
集
 ヒ
 所
収
の
「
 宝
ド
 @
 記
」
に
詳
し
い
 店
卸
が
 見
ら
れ
る
。
 

（
 
れ
 ）
資
料
 I
 、
 C
 、
③
及
び
Ⅲ
、
 
A
.
 

⑨
を
参
照
せ
よ
。
 

猶
 名
越
は
北
条
 氏
 の
一
門
の
最
有
力
御
家
人
で
あ
り
、
一
門
内
の
 争
い
は
、
幕
府
執
権
 体
 

制
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
蒙
古
合
戦
に
 備
え
て
の
恩
賞
と
し
て
の
土
地
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
 こ
 0
 位
 柑
続
 体
制
 

と
し
て
の
長
子
相
続
 制
が
 萌
芽
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
 れ
よ
 う
 。
 

（
 
戎
 ）
ー
、
 
C
 、
⑥
を
見
 よ
 。
 

（
 
盤
 ）
初
出
は
上
掲
の
「
 
軽
 重
 軽
 受
法
門
 ヒ
 
。
 

（
四
）
初
出
は
同
富
本
入
道
殿
御
返
事
 L
 文
永
八
年
一
一
月
  
 

（
 
わ
 ）
日
蓮
上
行
菩
薩
説
を
否
定
し
て
い
る
代
表
的
学
者
と
し
 
て
は
田
村
芳
朗
氏
が
典
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
 う
 。
 

（
 
恭
 ）
 
I
 、
 F
 、
③
 、
 ⑥
を
参
照
せ
 よ
 。
 

（
 
笏
 ）
日
下
山
御
消
息
」
 
一
 三
三
 0
 頁
 、
一
三
三
三
頁
を
参
照
 せ
 よ
 。
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筆
者
は
先
に
鎌
倉
仏
教
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
「
一
念
」
 と
い
う
語
に
つ
い
て
、
そ
の
原
義
を
初
期
大
乗
経
典
に
 遡
っ
て
検
討
し
て
み
 

筒
ぃ
続
い
て
「
自
然
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
同
様
の
検
 討
を
加
え
て
み
た
い
。
 

「
自
然
」
は
 、
 言
 う
 迄
も
な
く
 親
ボ
 に
お
い
て
最
も
重
視
 さ
れ
、
特
に
「
自
然
法
爾
 章
 」
と
通
称
さ
れ
る
晩
年
の
 法
語
は
有
名
で
あ
る
 

が
 、
道
元
の
日
正
法
眼
蔵
 ロ
 に
も
し
ば
し
ば
現
わ
れ
、
 さ
 ら
に
は
一
般
に
日
本
仏
教
、
日
本
思
想
を
考
え
る
際
に
 鍵
 と
な
る
語
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
多
義
的
で
、
そ
の
源
泉
も
仏
典
 の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
の
自
然
外
道
や
中
国
の
道
家
思
想
 を
も
含
め
て
考
え
た
 げ
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
多
義
性
に
は
既
に
江
戸
時
代
の
真
 宗
学
者
が
注
目
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
如
説
 
院
 慧
剣
 は
 
「
自
然
法
爾
 
章
 」
 の
 

「
自
然
」
に
㈹
「
願
力
自
然
」
と
㈲
「
無
為
自
然
」
を
 立
 て
 、
そ
の
他
の
「
自
然
」
の
意
味
と
し
て
、
㈹
外
道
の
 「
虚
無
自
然
」
、
㈲
聖
道
 

-
2
 
）
 

門
の
 
「
善
因
善
果
悪
因
悪
果
報
 応
ノ
理
 」
、
㈲
同
じ
く
 「
真
如
法
性
 ノ
理
 」
を
挙
げ
て
い
る
。
 

さ
て
、
我
々
は
「
自
然
」
の
源
泉
を
求
め
る
手
掛
り
と
し
 て
日
 無
量
寿
経
」
と
そ
の
 異
訳
 を
と
り
あ
げ
た
い
。
 そ
 の
 理
由
は
 、
 ㈹
親
鸞
 

に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
㈲
初
期
の
異
 訳
 に
は
 百
 回
を
越
す
「
自
然
」
の
用
例
が
見
ら
れ
、
「
自
然
」
 説
を
代
表
す
る
経
典
で
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后ヂ 

「
大
阿
弥
陀
経
」
に
お
け
る
「
自
然
」
 
」
 

｜
 「
自
然
」
 
者
 （
一
）
 ｜
 

末
木
立
 美
士
 



は
 全
く
消
え
て
し
ま
う
の
も
興
味
深
い
。
 

-
 
り
 
1
 
）
 

来
会
ヒ
八
回
、
「
無
量
寿
荘
厳
経
口
 

0
 回
で
あ
る
。
 
同
 じ
 経
典
の
訳
で
あ
り
な
が
ら
、
は
じ
め
百
回
以
上
現
わ
れ
 た
 
「
自
然
」
が
最
後
に
 

あ
る
こ
と
、
㈹
初
期
の
異
訳
は
訳
経
史
上
で
も
最
も
初
 期
 に
属
し
、
早
い
時
期
の
「
自
然
」
説
を
知
る
こ
と
が
 
で
き
る
こ
と
、
等
で
あ
 

る
 。
但
し
、
本
稿
で
は
紙
数
の
都
合
で
最
も
古
い
 異
訳
 0
%
 大
阿
弥
陀
経
し
に
範
囲
を
限
定
し
た
い
。
な
お
、
「
 
皿
 @
 
童
詩
経
し
の
「
自
然
」
 

-
 
し
 -
 

ほ
 つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
註
釈
者
の
考
 祭
 が
あ
り
、
 近
 

 
 

薗
田
氏
の
研
究
に
も
と
 

づ
 き
 、
資
料
を
補
充
し
て
再
検
討
し
よ
う
と
思
 う
 も
の
で
 
あ
る
。
 

こ
こ
で
、
同
大
阿
弥
陀
経
Ⅰ
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
と
 、
具
名
は
「
阿
弥
陀
二
郎
三
仙
 
鐘
 楼
 仏
檀
 過
度
人
道
 経
口
で
二
巻
、
呉
の
 

文
談
 訳
 と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
後
漢
の
支
宴
遊
 識
訳
 と
す
る
説
も
あ
る
。
 
@
5
@
 
前
者
な
ら
ば
三
世
紀
前
半
、
後
者
な
 ら

ば
二
世
紀
後
半
の
訳
 

出
で
あ
る
。
古
来
、
異
 訳
 の
 
日
 平
等
覚
 経
ヒ
に
 遅
れ
る
 と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
「
大
阿
弥
陀
経
」
の
方
が
 古
い
こ
と
が
定
説
に
な
 

 
 

っ
て
い
る
 0
 内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
番
上
で
は
阿
弥
陀
 仏
 と
そ
の
国
土
に
つ
い
て
、
 
巻
 下
で
は
此
土
に
お
け
る
 衆
生
の
様
子
と
往
生
の
 

方
法
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
 

巻
 上
は
阿
弥
 陀
仏
の
二
十
四
願
を
述
べ
る
部
分
と
、
そ
の
誓
願
が
成
就
 し
た
仏
国
土
須
磨
損
 

の
 u
 ヰ
す
卸
づ
欝
 

（
 
@
 の
 様
子
を
述
べ
る
部
分
に
分
け
ら
れ
、
 

巻
 下
は
 二
 %
 往
生
 段
 
，
三
毒
五
悪
段
な
ど
に
 
分
 げ
ら
れ
る
 。
三
毒
五
悪
投
 は
 楚
水
 

に
 欠
 き
 、
中
国
的
表
現
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
問
題
視
さ
れ
 て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
イ
ン
ド
撰
述
 か
 中
国
撰
述
 か
早
 急
な
判
断
は
慎
む
べ
き
 

で
あ
る
が
、
少
く
と
も
 訳
 締
の
際
に
大
幅
に
手
が
加
え
 ろ
 れ
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

な
お
「
水
経
に
は
「
自
然
」
が
一
四
七
回
現
わ
れ
る
。
 里
 @
 
訳
の
「
平
等
覚
 経
ヒ
は
 
一
八
二
回
、
「
無
量
寿
経
 
L
 五
 六
回
、
「
無
量
寿
如
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捕
 

。
 春
属
 荘
厳
 
2
 １
長
大
（
同
侶
）
 

お
｜
之
飲
 食
 
（
同
）
 別
｜
 虚
無
 之
身
 
（
 
同
舘
 ）
 
お
｜
 尊
貴
（
 同
 。
 巧
 ）
 

あ
ー
 左
前
（
 同
 M
 ）
 

 
 
 
 
 
 

。
音
声
荘
厳
㌘
 ｜
 伎
楽
 
三
 O
 五
 b
 わ
 ）
 

 
 
 
 

 
 

会
 
（
同
 7 
）
㏄
 ｜
乱
風
 
（
 
同
 Ⅱ
）
 

紐
｜
去
 
（
 
司
 り
）
 
%
 ｜
乱
風
 
（
同
）
㏄
１
 
%
 

 
 

コ における「 自 

  
宝 合 春 
池 宅 属 
在 荘 官 

厳 厳 然 

18  16  15   
流 亡 之 
泉 完 次 

俗地 同 （ （ 同 

  公し し     
四 17   
12  化 
） 生 

    
七 四 
宝 a 
（ I 
同 ） 
  

20 
  
生 
百 
種 
華 
  
同 
b 
10 
） 

21 
  
化 
生 
  
同 
13   

然 」 

      八 そ   
顕 達 巻 れ 行 

自 国 士   
黙 止 宝 口 願 つ る 弥 

て る 陀   
用 。 経 

  I 10 8 第三 
側 次 』   を 節 に 用 

種 宝 a 2 室 挙 で お 
げ 水 げ   て 経 る 
ゆ め 「 

｜ 伊   く 「 自     。 自然 然」 
c ） 飯 一   の 

5 食 b に 用 

4 しー 3 1 １合 9 （同） ） 側な 言及す 、 
l 合 7 部 る 通 

i 上ヒ 日 

在 前回 （ 去   際し " 番 
本 号   節 さ 

6   2  6   の 付 
通 し 

し て 

12 何 % 出方   
  十一   号 下 
去   な に 

  屈朋旗ロ 周 到 
同 ） い 挙 

4 る す 
  る 

13 万 な 
  種 
之 之 お、 括弧 

物 物 便 内 
（   宣 は 
同 同 
7   
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  経 蔵 
典 士 

14 
盗 口第 

に一 科 ）一 巻 

若 十 段 の 
  四 
  願口 

同 
真数・ を施し 

） 5   段 



敬
弘
（
 同
穏
 ）
 
呂
 １
表
（
 同
 Ⅱ
）
 

。
供
養
諸
仏
お
万
種
 ｜
 文
物
（
 三
 0
 上
ハ
 
a
8
 ）
㏄
 在
 前
期
 ｜
 
（
同
）
 銘
 万
種
 ｜
 文
物
（
回
れ
）
㏄
１
合
 会
 
（
同
は
）
㏄
 ｜
化
 

生
 
（
 
同
 ㎎
）
 
即
｜
 左
前
（
 同
 W
 ）
 
蛆
｜
乱
風
 
（
 
同
 ㎎
 ）
・
 蛇
 １
々
 
云
 
（
 
同
刻
 ）
 
悶
｜
 井
立
 
朋
 （
 
同
れ
 ）
 
刮
｜
 乱
風
 
（
何
 
%
 ）
 

ぬ
 １
表
（
同
）
 
弼
｜
 往
前
（
 同
別
 ）
 
仰
｜
乱
風
 
（
 
同
あ
 ）
㎎
１
表
（
何
 %
 ）
 
鵠
｜
 往
前
（
何
 %
 ）
㏄
 ｜
乱
風
 
（
 
同
 b
l
 ）
 

鮭
 １
表
（
同
）
 
乾
｜
 左
前
（
同
 2
 ）
 
酩
 １
次
（
 同
 4
 ）
 
鱗
｜
 往
前
（
同
 5
 ）
 

干
吹
 （
同
 
8
 ）
㏄
 ｜
 去
 
（
同
）
 甜
｜
 

桂
 -
n
n
 

（
同
 

9
 ）
 
酩
 １
表
（
 同
皿
 ）
㏄
 ｜
 桂
 -
p
n
-
 

（
 
同
 u
 ）
㏄
１
表
（
 同
巧
 ）
㎝
 ｜
 往
前
（
 同
騰
 ）
㏄
 ｜
 去
 
（
同
侶
）
㏄
 

１
表
（
 同
 ㌶
）
㏄
１
表
（
 同
お
 ）
㏄
１
表
（
何
 %
 ）
㏄
１
表
（
 同
 c
2
 ）
㏄
１
表
（
同
 6
 ）
㏄
１
表
 
（
同
 
9
 ）
㏄
 ｜
 

芸
台
 円 Ⅱ
）
㏄
１
表
（
 同
 Ⅱ
）
℡
１
合
（
 同
 ㏄
）
 
れ
｜
 伎
楽
（
 同
杓
 ）
㌍
 ｜
之
物
 
（
 
同
舛
 ）
 

。
食
器
等
自
然
れ
 ｜
 七
宝
 枕
 
（
 
三
 O
 七
 a
5
 ）
 
乃
｜
 セ
宝
鉢
 
（
同
 
6
 ）
 
托
｜
 飲
食
（
同
 8
 ）
 
W
 ｜
 化
生
 
（
同
 
9
 ）
 
鴇
｜
 化
生
 

（
 
同
比
 ）
 
杓
｜
 他
夫
（
同
侶
）
㏄
 ｜
 消
散
（
何
 %
 ）
 

。
聖
衆
往
詣
 
額
｜
乱
風
 
（
 
同
笏
 ）
㏄
１
表
（
 同
 b
l
 ）
㏄
 ｜
 文
物
（
同
 3
 ）
 

。
聖
衆
無
数
 
解
｜
 文
無
為
（
 三
 O
 八
 a
 巧
 ）
あ
 ー
随
 意
 
（
 
同
別
 ）
㏄
 ｜
 平
等
（
 同
 b
l
 ）
 

。
須
弥
山
問
答
 
舘
｜
在
 虚
空
中
（
 三
 0
 九
 。
 騰
 ）
㏄
 １
所
 欲
 作
為
（
 回
 れ
）
 

八
巻
 下
 V
 

。
上
輩
㏄
 ｜
 船
具
 臥
 上
夢
中
（
三
一
 0
a
3
 
）
㏄
 ｜
 吾
ム
 
ゑ
 （
（
同
 
7
 ）
 

。
中
輩
㎝
 ｜
 七
宝
戒
（
 同
 b
8
 ）
ジ
 ー
 長
大
（
何
 %
 ）
㏄
 ｜
 華
香
（
同
は
）
 
舛
 １
食
（
 同
 M
 ）
 
鋳
｜
 文
物
（
何
 %
 ）
㏄
 ｜
 

得
 Z
 
 （
 
同
花
 ）
 
鮨
 １
人
悪
道
中
（
国
別
）
 

。
下
輩
 
鍵
｜
 受
身
（
 同
 。
 四
 ）
㏄
 ｜
之
物
 
（
同
ハ
）
 
㎜
 ｜
得
之
 
（
 
二
 二
一
 a
8
 ）
℡
 ｜
 趣
向
（
同
 9
 ）
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丁 大阿弥陀経 山 におけ 

は
 上
の
一
四
七
管
 の
 「
自
然
」
は
次
の
よ
う
に
分
類
 す
 る
こ
と
が
で
き
る
。
 

A
 
 阿
弥
陀
仏
国
に
関
す
る
も
の
 

l
1
5
 

，
 
は
・
Ⅱ
ち
 

%
.
 

抑
｜
リ
 ・
例
１
羽
・
 紐
 9
 ㏄
・
㏄
 ・
㎜
 ｜
 Ⅲ
・
Ⅲ
・
Ⅲ
・
Ⅲ
 ，
 Ⅶ
・
Ⅲ
 

B
 
 阿
弥
陀
仏
国
の
辺
土
に
関
す
る
も
の
 

る 「 自 

      

用 

法 

然 」     
五 阿 三 苦 行 

l 票通義 21 鍾美 

113 11o 

138     
之   c@ b 

2  22 

144 
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26  22   同 
） ） b 

18 
） 

悲 向 
ロ趣乙   108 

（ （ 皆   
  
同 

木目   8 （   ） 同 
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㎝
１
 

%
.
 

㏄
・
㏄
・
Ⅲ
 

C
 
 此
土
に
関
す
る
も
の
 

乃
 
・
 お
 
・
㏄
・
 銘
 
・
Ⅲ
・
Ⅲ
・
Ⅲ
・
Ⅲ
 
@
%
.
 
Ⅲ
 り
蝸
 

D
 
 他
方
仏
国
に
関
す
る
も
の
 

 
 
 
  
 

E
 
 諸
天
に
関
す
る
も
の
 

㎎
・
 鴇
 
・
㏄
・
 舘
 
・
 鍵 
・
 鋳
 ・
㏄
・
℡
 

以
上
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
国
に
関
す
る
も
の
が
最
も
 多

く
、
約
三
分
の
二
を
占
め
、
此
土
に
関
す
る
も
の
が
そ
 れ
に
次
ぐ
。
辺
土
に
 

関
す
る
も
の
は
 巻
 下
の
中
輩
，
下
輩
の
辺
土
を
説
く
 箇
 所
に
集
中
し
、
又
、
此
土
に
関
す
る
も
の
は
三
毒
五
悪
投
 に
 多
い
。
他
方
仏
国
に
 

関
す
る
も
の
、
諸
天
に
関
す
る
も
の
は
従
属
的
な
も
の
 で
あ
る
か
ら
、
以
下
、
 
A
@
C
 を
中
心
に
用
法
を
詳
し
く
 検
討
し
て
み
た
い
。
 
な
 

お
、
 語
の
機
能
的
な
面
か
ら
言
 う
 な
ら
ば
、
大
部
分
の
用
 法
は
 
「
自
然
に
」
「
自
然
の
」
と
訓
読
さ
れ
る
単
純
な
 副
詞
的
も
し
く
は
形
容
 

詞
的
 用
法
で
あ
る
が
、
「
自
然
無
為
」
（
㎜
）
、
「
 欝
 単
文
自
然
」
（
Ⅲ
）
、
「
道
 芝
 自
然
」
（
Ⅲ
）
な
ど
、
 
幾
 
っ
か
 特
殊
な
用
法
が
見
 

ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。
 

な
お
、
以
下
の
用
例
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
現
代
語
 訳
 又
は
書
き
下
し
に
改
め
る
べ
ぎ
で
あ
る
が
、
紙
数
の
都
 ム
ロ
 
で
原
文
の
ま
ま
 
引
 

き
 、
 返
 点
を
付
す
る
に
留
め
る
。
 

A
 
 阿
弥
陀
仏
国
に
関
す
る
「
自
然
」
 

㈹
自
由
な
る
境
地
 

ま
ず
、
阿
弥
陀
仏
国
に
お
い
て
衆
生
が
用
い
る
道
具
類
 に

つ
い
て
、
心
で
欲
す
る
だ
け
で
作
為
せ
ず
に
出
現
す
る
 と
い
う
表
現
が
繰
返
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雌
 

は
い
わ
ば
事
物
を
享
受
す
る
「
自
由
」
と
解
す
る
，
 

」
と
が
で
き
る
。
後
に
見
る
 
よ
う
 に
此
土
の
「
自
然
」
が
 「
必
然
」
と
解
さ
れ
る
の
と
 

 
  

 

弥
 

 
 

 
 

阿
 

対
照
的
で
あ
る
。
 

大
 

 
 

 
 

 
 

な
お
、
類
似
の
表
現
は
「
自
然
」
の
毒
が
な
い
場
合
に
 も
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
 
幾
 っ
か
例
を
引
こ
 
う
 。
 

に
る
 よ
さ
に
、
心
の
中
に
思
 う
 だ
け
で
、
現
実
に
は
 何
も
せ
ず
に
事
物
が
現
わ
れ
た
り
消
え
た
り
す
る
の
で
あ
 る
 。
こ
の
よ
う
な
「
自
然
」
 

 
 

おける「自然」 

せ る 

む と、 85 。 こ れ 
欲 、 の ら 

す、 「 は 
る 、 作 多   
在 る 只   
  ケ @ ヒ ノ @ し 

のめし 意り 

と 輝はせ - 
さ 一 ん 

れ 見 と 

る 作 欲 
。 為 す 

れば、 を必要 「飲食 

す と 自 

る す 然 
所 る に 
は ょ 前 
但 う に 
だ に 在 

気見 カ え 9 」 

な る と 

いう 作す が 

を 改 定 
用 。 に 型 

っ てく 引句 、 
す 例 文 そ るの は 
み 一 れ 

」 O と 

  
類似の ）と（ 二 O a-a （ 

七 周 表 
a 様 現 
  Ⅲ @ - ケ - し 

と一   な 

一 タ 一 口「 フィ 乍て つ 
れ 慕 い 

（
㎎
・
 
蝸
 
・
 め
 
・
 酩
 
・
 訊
 
・
 甜
 
・
㏄
・
㎝
も
華
の
大
き
さ
 
が
 違
 う
 だ
け
で
同
様
）
 

 
 

。
（
舎
宅
に
つ
い
て
）
 
皆
 自
然
 随
 。
 煮
 、
在
 "
 所
 ，
作
為
 -
 （
 
8
 
5
 ）
 

 
 

。
 欲
 二
食
・
不
食
（
 
窓
 ニ
君
兵
書
式
部
 悉
 自
然
 皆
可
 。
 得
 。
 之
 
（
 田り
 

し
 現
わ
れ
る
。
 

 
 

。
 
欲
 "
 博
二
自
然
万
種
立
物
Ⅰ
即
智
 
在
 。
 前
 
（
 4
 
）
 

 
 

 
 

 
 

。
 
欲
 。
飯
時
、
即
智
自
然
七
宝
 
鉢
中
 、
有
二
自
然
百
味
飯
食
 
在
 。
 前
 。
食
邑
自
然
 去
 
（
 5
 
も
 7
 
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
百
味
飯
食
、
意
欲
。
 有
 。 所
 "
 得
、
即
自
然
 在
 。
 前
 。
 

所
 。
 不
 。
 用
 者
、
即
自
然
 去
 。
 

比
 加
ニ
第
六
天
上
自
然
文
物
 
弍
盗
 若
 自
然
、
 

随
 ㌃ 
意
 （
Ⅱ
 
り
 Ⅱ
）
 

 
 

 
 

。
意
欲
。
 得
 二
万
種
自
然
文
物
（
 

在
 。
 前
 即
自
然
（
㏄
・
㏄
   

 
 

。
意
欲
。
 得
 者
、
即
自
然
化
生
。
責
木
。
 
用
 者
、
即
化
主
（
 3 
9
 
）
 

 
 

。
薫
香
 欲
 。
 得
 ，
四
十
星
華
（
即
自
然
 
在
 。
 前
 
（
 側
 ）
 

月 『 

お白 



。
意
欲
。
 

令
 二
水
没
 
ァ
足
 
、
水
 即
没
 
。
 
足
 。
（
中
略
）
 

盗
若
随
 
ニ
意
所
フ
欲
三
 

好
喜
 -
 （
 
三
 O
 五
 b
@
c
 
）
 

。
其
所
。
 

欲
 。
 
間
 者
、
 帆
 即
狂
 聞
 。
 
之
 。
 不
 "
 
欲
 "
 
間
 者
、
 則
 独
不
 
。
 
聞
 。
 随
 三
思
所
 
レ
欲
 
-
 
喜
楽
（
 
不
 。
達
三
共
願
 

-
 
也
 （
 
三
 O
 五
 c
 ）
 

。
 欲
 。
 
得
二
 
乱
酔
（
 
在
 。
 
所
 。
 
欲
 "
 
得
 。
諸
菩
薩
・
阿
羅
漢
中
、
 

有
 。
 
欲
 。
 
得
 ：
金
鉢
 
-
 
者
、
（
中
略
）
 

随
 。
仝
 

自
ゅ
即
至
 

（
 
三
 0
 七
 a
 ）
 

。
 所
 。
 
居
 七
宝
舎
宅
、
在
二
虚
空
中
「
 

盗
随
 二
具
 
吾
ズ
在
 
。
 
所
 。
 
欲
 ，
作
為
 
-
 （
三
一
 

O
a
 ）
 

。
敬
二
寿
一
助
・
 

十
劫
 ・
盲
動
・
 

千
劫
 ・
五
億
劫
（
 

自
窓
 
。
 
意
 。
 欲
 。
 
住
 三
上
寿
無
数
億
劫
（
 

不
 。
 
可
 。
 
復
 計
二
 
教
劫
 （
 
窓
汝
随
 
"
 
煮
 、
皆
 可
 。
 

律
 u
 
。
 
う
し
 
（
一
一
一
一
一
一
一
 

b
 ）
 

以
上
の
例
は
す
べ
て
外
的
事
物
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
 

が
 、
阿
弥
陀
仏
国
の
衆
生
の
あ
り
方
自
体
に
関
し
て
も
 

同
様
の
意
味
で
「
 

自
 

」
が
用
い
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

。
桂
二
至
阿
弥
陀
仏
国
（
 

横
 二
蔵
 
於
 五
悪
道
一
自
然
閉
塞
。
 

升
 。
道
文
無
極
、
 

易
 。
 
往
 無
 げ
有
 
/
 
人
 。
異
国
土
不
二
道
 

違
 Ⅰ
 自
然
 之
随
 
。
 
牽
 （
Ⅲ
 

 
 

 
 

。
阿
弥
陀
仏
国
、
皆
積
徳
衆
善
、
無
為
自
然
、
在
。
研
二
 

求
 索
弍
無
 
。
 
右
 。
諸
悪
人
知
，
毛
髪
 

-
 （
㎝
）
 

即
ち
、
阿
弥
陀
仏
国
で
は
悪
は
「
自
然
」
に
閉
ざ
さ
れ
、
 

善
は
 「
無
為
自
然
ご
に
為
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

こ
の
「
無
為
自
然
」
 

道
家
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
文
字
通
り
「
為
す
こ
と
と
こ
ろ
で
、
 

-
 
」
の
よ
う
な
Ⅰ
自
然
」
の
あ
り
方
は
 

、
 

 
 

 
 

さ
に
阿
弥
陀
仏
国
は
「
善
を
為
す
自
由
」
に
満
ち
た
 

世
 罪
 で
あ
る
。
因
み
に
、
Ⅲ
・
Ⅲ
の
箇
所
は
親
柱
 

焦
が
 ㍉
数
行
 
信
証
 口
 信
奉
 に
 引
い
 

@
g
@
 

重
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

 
 

。
 使
 英
作
 仏
時
 
、
 令
 ，
我
国
土
自
然
七
宝
、
広
 

縦
 甚
大
 墳
 蕩
 無
極
、
自
歌
 
好
 。
 所
 。
 
居
 舎
宅
・
被
服
・
飲
食
、
 

都
皆
 自
然
、
皆
加
工
第
六
天
 

そ
ソ
 

て て ま は 然 
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三
所
。
 
ロ
ぼ
処
 
-
 （
 
2
.
3
 ）
 

。
 其 七
宝
 地
 、
諸
八
方
上
下
衆
生
中
精
 味
 、
自
然
 合
 会
、
 其
ヒ
 イ
、
、
 

土
耳
。
 某
宝
皆
比
 ，
第
六
天
上
 

@
 、
、
 之
セ
 

@
 ，
，
 

圭
 -
 
也
（
 9
 ）
 

前
者
は
第
三
顧
で
あ
る
。
 又
 、
「
自
然
」
の
語
は
な
い
が
 、
第
九
 願
 で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
 

。
 使
 英
作
 仏
時
 、
 今
三
 我
国
中
諸
菩
薩
，
阿
羅
漢
、
面
目
 皆
 端
正
、
浄
潔
 妹
好
 、
 悉
 同
一
色
、
都
一
種
類
、
皆
 如
 二
 
第
六
天
人
 

、
、
、
 

、
、
（
一
一
一
 

-
 
0
 

一
 c
 ）
 

第
六
天
は
言
う
迄
も
な
く
六
欲
天
の
最
上
で
あ
る
他
化
 自
在
天
 つ
曲
母
 
。
 
三
 二
ユ
（
が
 

臣
沫
甲
舌
臣
 ぎ
で
あ
る
。
第
六
 
大
な
讐
楡
 と
し
て
用
 

い
る
の
は
、
こ
の
天
が
他
の
化
作
し
た
も
の
を
自
由
 生
 

 
 

為
せ
ず
に
自
由
に
享
受
 

す
る
境
地
を
楡
え
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

-
,
-
l
 
 

し
か
し
、
 後
に
見
る
よ
 う
 に
辺
土
が
第
二
天
に
 楡
 え
ら
れ
る
こ
と
 な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
 

よ
り
単
純
に
欲
界
の
最
上
で
あ
る
と
い
う
点
が
主
眼
で
あ
 る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
本
経
は
阿
弥
陀
仏
国
を
 感
覚
的
表
象
に
な
っ
て
 

描
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
色
界
以
上
の
天
で
は
 讐
楡
 と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
仏
国
 土
を
第
六
天
に
 楡
 え
る
 

（
。
 

，
 
l
l
 

@
 

こ
と
は
、
他
に
も
初
期
の
大
乗
経
典
に
し
ば
し
ば
見
え
る
 と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

鮎
 
㈲
因
果
性
の
超
越
 

古
田
 

「
 

こ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
国
に
お
け
る
「
自
然
」
の
あ
り
方
 は
 、
作
為
せ
ず
し
て
事
物
が
生
滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
 、
当
然
、
世
間
的
な
 

る
 

輔
 
因
果
法
則
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 
 
 

。
阿
弥
陀
仏
所
。
 
可
 ，
教
授
 -
 
講
堂
・
精
舎
、
 皆
復
 自
然
 セ
 宝
 
（
中
略
）
白
兵
 
相
成
 。
 甚
妹
明
好
 絶
無
。
 比
 。
赤
蕪
，
 
作
 者
（
 不
 。
 
知
 。
 
所
 ：
 
従
 

 
 

 
 

仏
所
。
 願
 徳
重
、
英
人
件
。
 善
 。
放
論
：
 経
 語
義
 -
 ・説
経
 
行
道
・
講
会
、
英
中
自
然
 

 
 

弥
 

6
0
1
 

 
 

 
 

至
 。
 亦
 無
げ
 
所
 ：
従
来
（
 
亦
 無
二
供
養
者
Ⅱ
自
然
化
生
 
耳
 
（
 7 
8
 ）
 

3
3
 

圧
 



い 楡 衆 
の と の こ 

では あ 逆のに こ 

る に 中 あ 
    め げ た そして 自 「 阿弥陀 精 、自 
、 仏 然 然 

阿 国 に 化 
弥 が 化 生 
陀 実 生 」 
仏 は す の 
国 夫 」 例 

のをと こも い @ " 
の 超 5 景 
ょ 趨 走 後 
う し 型 の   
絶 る 又 を 
性 こ は 除 
の と そ い 
根 が め て 
拠 知 変   
と ら 形 す 
し れ が べ 世 天て、八 て 用いら る。 「 

方 は れ 間 
上 天 て の   
物 臭 。 非 

中 のの ，性こず 
精 鎖 か 天 

髄 を完 をら上 、 の 
と 金 (1)       
り に で に 

集 斯 学 非 

めちげず た切た 。 
も っ 第 八 
め て 六 方 
だ は 天 上 
と い の 下 
い な 讐 の 

7
 
7
 ）
 

。
 食
詑
 、
 諸
飯
具
 ・
 鉢
 ・
帆
座
、
 

@
 

、
 
@
@
 

皆
 自
然
化
 去
 。
 
飲
食
時
、
 

 
 

乃
復
 化
生
 耳
 
（
 
由
 ，
 
略
 -
 
）
 

 
 

皆
 自
然
消
散
、
 

 
 

塵
 風
化
 去
 
（
 鴇
 
・
㏄
）
 

前
者
で
は
、
講
堂
・
精
舎
の
由
来
に
つ
い
て
、
 

亦
た
 
「
 作
者
な
く
、
従
来
す
る
所
を
知
ら
ず
、
持
ち
来
る
者
な
く
 、
亦
た
 徒
夫
す
る
 所
 

な
し
」
と
、
ま
る
で
「
中
論
口
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
 論
 法
 で
、
そ
れ
が
世
間
的
的
因
果
性
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
 の
で
な
い
こ
と
を
述
べ
 

る
 。
後
者
も
金
鉢
に
つ
い
て
「
 亦
た
 従
来
す
る
所
な
く
、
 
亦
た
 供
養
す
る
者
な
し
」
と
同
様
 丘
 二
ロ
 
ぅ
 。
も
っ
と
も
 、
世
間
的
な
因
果
性
が
 

否
定
超
越
さ
れ
て
も
、
こ
の
因
果
性
の
超
越
そ
の
も
の
を
 形
 づ
く
る
よ
り
根
底
的
な
原
因
は
、
「
阿
弥
陀
仏
の
願
 ふ
 所
の
徳
重
く
 、
 其
の
 

人
 、
善
を
作
 す
 」
と
明
ら
か
に
言
わ
れ
て
い
る
（
 騰
 
・
 け
 ）
。
こ
の
点
は
後
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
因
果
性
を
超
越
し
た
あ
り
方
は
 W
.
 

閥
で
は
「
自
然
化
生
」
と
舌
口
わ
れ
て
い
る
。
「
化
 

生
 」
の
語
は
前
掲
の
 

9
.
 

㏄
に
も
見
え
、
㏄
で
は
そ
れ
に
対
応
し
て
「
化
 去
 」
 の
 語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
化
生
」
「
化
 去
 」
が
「
 自
然
」
と
共
に
用
い
ら
 

れ
る
例
を
さ
ら
に
あ
げ
よ
う
。
 

 
 

。
英
幸
者
、
 

亦
 非
二
世
間
立
華
（
 

復
 非
二
天
上
 
之
垂
 づ
 此
華
 香
 、
都
八
方
上
下
衆
 香
 中
精
 也
 。
自
然
化
生
 耳
 
（
四
）
 

 
 

 
 

。
兵
乱
民
者
、
赤
井
，
世
間
 
之
風
 （
 亦
 非
二
天
上
文
 風
づ
都
 八
方
上
下
衆
風
車
精
、
自
然
合
金
化
生
 耳
 
（
 豹
 ）
 

 
 

 
 

 
 

。
 其
 香
華
万
種
自
然
文
物
、
 
亦
 非
二
世
間
立
物
（
赤
井
：
 天
 正
之
初
 -
 
也
。
 
是
 万
種
物
、
部
八
方
上
下
衆
自
然
合
金
 化
 土
 耳
（
 甜
 
・
㏄
）
 

 
 

 
 

。
飲
食
者
、
赤
本
。
 類
 二
世
間
（
赤
井
：
天
上
 弍
此
 百
味
 飲
 食
 、
八
方
上
下
衆
自
然
飲
食
中
精
 味
 、
 甚
 喬
美
 無
 "
 比
、
 
自
然
化
生
 耳
 
（
 托
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げ
る
。
 

な
お
、
阿
弥
陀
仏
国
が
天
よ
り
遥
か
に
優
れ
て
い
る
こ
 

と
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
に
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

。
加
工
第
六
天
王
ハ
会
下
在
：
阿
弥
陀
仏
国
中
諸
菩
薩
・
 

阿
 羅
漢
 辺
 -
 
往
七
者
、
 
某
面
甚
醜
 
、
尚
復
本
。
加
ニ
阿
弥
陀
仏
 

国
中
菩
薩
・
阿
羅
漢
 

ぬ
 

面
頬
端
正
 
妹
好
 Ⅰ
百
千
億
万
倍
（
 

三
 0
 四
 。
 上
 一
一
 

O
 五
 a
 ）
 

自
白
 

r
 

。
 如
 ，
第
六
天
上
万
種
音
楽
之
十
ニ
尚
復
本
。
虹
二
阿
弥
陀
 

仏
国
中
 
セ
圭
 一
音
声
 
好
 （
百
千
億
万
倍
（
 

三
 O
 五
 b
 ）
 

%
 
 
。
阿
弥
陀
仏
国
講
堂
・
舎
宅
、
 

都
 優
勝
二
第
六
天
 
三
所
 "
 
居
処
一
百
千
億
万
倍
（
 

三
 O
 八
 b
 ）
 

 
 

生
の
面
貌
、
音
楽
、
講
堂
・
舎
宅
等
が
「
第
六
天
に
勝
る
 

こ
と
百
千
億
万
倍
」
と
い
う
 

 
 

の
 前
に
帝
王
と
 
乞
 弓
の
楡
を
用
い
、
阿
弥
陀
仏
国
の
勝
れ
 

て
い
る
こ
と
が
 
繍
 々
と
述
べ
 

刊
 
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
 

天
 と
の
関
係
に
関
し
て
 
は
 、
 巻
 上
の
最
後
の
須
弥
山
問
答
（
 

三
 O
 九
 a
t
c
 ）
が
 
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
そ
れ
 

 
 

は
 「
阿
弥
陀
仏
国
に
須
弥
山
が
な
い
の
な
ら
ば
、
第
一
四
 

（
天
王
）
天
や
第
二
 

切
利
 天
は
何
を
依
り
 
処
 と
し
て
 
停
 ま
っ
て
い
る
の
か
」
と
 
35 (603) 

比
 （
 
舛
 ）
 

こ
こ
で
は
阿
弥
陀
仏
国
の
生
の
受
け
る
身
体
が
世
間
的
な
 

あ
り
方
や
天
上
の
あ
り
方
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
を
 

述
 べ
て
い
る
が
、
こ
こ
 

で
 注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
そ
れ
が
「
自
然
虚
無
文
 

身
 ・
無
極
左
 
体
 」
と
甚
だ
道
家
的
表
現
で
表
わ
さ
れ
て
 

い
る
占
 
へ
 第
二
に
こ
の
 

超
越
性
の
原
因
と
し
て
衆
生
自
身
の
此
土
に
お
け
る
「
 

積
 衆
善
之
 徳
 」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
 

も
 後
に
改
め
て
と
り
あ
 

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
言
 

う
 迄
も
な
く
、
そ
の
 
底
 に
は
「
二
百
一
十
億
諸
仏
国
中
の
諸
天
人
民
の
善
悪
、
 

国
土
の
好
醜
を
見
て
 
、
 

即
ち
心
中
の
所
願
を
選
択
」
（
 
三
 O
 一
 a
 ）
し
た
阿
弥
 
陀
仏
の
本
願
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

「
化
生
」
の
語
は
な
い
が
、
次
の
箇
所
に
も
同
類
の
表
現
 

が
 現
わ
れ
る
。
 

。
 其 身
体
、
赤
井
：
世
間
人
文
身
体
Ⅰ
 

亦
 非
二
天
上
人
立
身
 
体
 Ⅱ
 皆
 精
二
衆
善
之
 
徳
ハ
 忍
受
，
 
帥
藩
 虚
無
文
身
・
無
極
 
文
体
（
 甚
妹
好
無
 。
 



い
 う
 問
題
を
め
ぐ
る
阿
難
と
仏
の
問
答
で
、
そ
こ
か
ら
 阿
 弥
陀
仏
国
が
単
に
諸
天
を
超
越
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
 、
そ
の
う
ち
に
諸
天
を
 

も
 含
み
も
っ
た
構
造
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

最
後
に
 、
 再
び
「
化
生
」
の
問
題
に
戻
ろ
 う
 。
先
に
掲
 げ
た
「
化
生
」
の
例
は
す
べ
て
外
的
事
物
に
関
す
る
も
の
 で
あ
っ
た
。
し
か
 

し
 、
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
国
に
生
れ
る
生
れ
方
も
又
、
「
 化
 生
 」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

。
八
方
上
下
無
矢
数
仏
国
、
諸
天
・
人
民
政
 娼
飛
 ・
蠕
動
 ヱ
類
、
諸
生
，
阿
弥
陀
仏
国
 
-
 者
、
皆
 於
 ，
七
宝
永
 
池
 蓮
華
 十
一
化
生
、
便
自
然
 

 
 

長
大
。
赤
井
 二
 乳
養
 之
物
 +
 智
会
 二
 自
然
 之
 飲
食
 -
 （
 葎
 

2
 
3
 ）
 

 
 

 
 

。
桂
二
 生
 阿
弥
陀
仏
国
（
便
船
，
七
宝
氷
池
蓮
華
中
 - 化
生
 、 便
 自
然
長
大
（
 卯
 ）
 

後
者
は
上
輩
 段
 に
説
か
れ
る
。
 
又
 、
中
輩
・
下
輩
の
辺
 上
 に
関
し
て
も
「
化
生
」
が
使
わ
れ
る
（
㏄
 ｜
 後
に
引
く
 。
㏄
）
。
こ
れ
ら
 

で
は
い
ず
れ
も
「
自
然
」
は
直
接
に
は
生
育
の
面
に
つ
い
 て
 言
わ
れ
る
が
、
常
に
「
化
生
」
と
近
接
し
て
用
い
ら
 ね
 、
関
連
す
る
概
念
で
 

 
 

あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
化
生
」
が
四
生
の
う
ち
の
化
生
 仁
 ㌧
 が
で
目
ロ
 
岸
オ
 p
,
 り
 目
で
が
 
つ
ひ
宙
由
ヰ
 

P
 
 に
相
当
す
る
か
ど
う
か
は
 

必
ず
し
も
明
瞭
で
な
 

@
N
@
 

 
 

い
が
、
本
経
の
辺
土
 段
 と
関
連
す
る
「
無
量
寿
経
」
の
 胎
 生
 化
生
没
で
は
、
「
化
生
」
に
対
応
し
て
菊
本
に
ニ
 %
 づ
ゅ
年
 
仁
村
 帥
 と
あ
る
。
 
従
 

っ
て
、
一
応
、
四
生
中
の
化
生
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、
 

外
的
事
物
の
場
合
と
多
少
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
 

無
為
自
然
，
そ
の
他
 

こ
の
 
ょ
う
 な
因
果
性
を
超
越
し
た
自
由
な
世
界
と
し
て
の
 阿
弥
陀
仏
国
に
お
け
る
境
地
は
「
 泥
恒
 
（
 浬
葉
 ）
の
道
 に
 次
ぐ
」
と
も
言
わ
 

れ
る
（
 三
 O
 五
 a
 、
三
一
三
 b
 ）
が
、
又
、
そ
の
境
地
を
 表
わ
す
も
の
と
し
て
、
「
自
然
虚
無
立
身
」
（
 笏
 ）
 、
 「
 自
然
 ヱ
之
虹
釜
 ㌍
（
 荻
 ）
 、
 

「
自
然
無
為
」
（
 蛾
 ）
、
「
自
然
 中
 自
然
相
」
（
 冊
 
・
℡
）
 

「
 欝
 単
文
自
然
」
（
Ⅲ
）
「
無
為
自
然
」
（
㈹
）
 

な
 ど
の
語
が
用
い
ら
れ
て
 

い
る
。
こ
の
う
ち
、
 
舛
 
・
㎝
は
既
に
引
い
た
。
 

 
 

。
阿
弥
陀
仏
国
、
洗
二
 善
快
 Ⅱ
八
方
上
下
無
矢
数
諸
仏
国
 中
 、
衆
善
之
 王
 、
（
中
略
）
自
然
文
無
為
、
 

最
 決
明
 妊
 、
 
産
業
文
無
極
。
 
所
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(4)  計見 ""  目上ヨ 

  
陀 ネノ 

阿弥陀 仏の本 「自然」 

  考 るが、異なを 
，え   
る こ て 

点 れ ぃ 
も も よ 

イム 遣 う 

教 家   

独特 に又 は 、 
の 見 本 
も ら 経 
め れ で 
と な は 
居、 い 後 
わ と に 
れ こ 見 
る る る 

。 で、 よ 

あ ぅ 

る に 

山口 
さ 由 
も と 

円 し 

て 

盲の 
然 「 
」 自 

37  (605) 

け げる「自然」 

は
者
何
 
。
阿
弥
陀
仏
、
本
 

洗
 二
菩
薩
 
-
 
時
 、
所
。
 
願
 勇
猛
、
 
精
進
 不
 "
 
辮
 、
黒
穂
 
所
 。
 
致
 、
故
 能
繭
耳
 （
 
巳
 ）
 

こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
国
が
諸
仏
国
中
の
最
善
で
あ
る
，
 

」
と
を
端
的
に
言
 

い
 表
わ
す
 
語
 と
し
て
「
自
然
 

之
 無
為
」
 
が
 用
い
ら
れ
て
い
 

る
 。
 又
 、
こ
こ
で
も
阿
弥
陀
仏
の
因
位
の
行
が
そ
の
仏
国
 

土
の
 「
自
然
」
を
 

形
 づ
く
る
原
因
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

が
 注
目
さ
れ
る
。
㎜
 

｜
 

Ⅲ
は
近
接
し
た
箇
所
に
現
わ
れ
、
阿
弥
陀
仏
国
の
諸
善
 

薩
 ・
阿
羅
漢
を
讃
美
す
る
一
節
で
あ
る
が
、
長
文
に
 

亘
る
 
 
 

お
、
 Ⅲ
の
「
 
欝
単
 」
は
日
平
等
覚
 

終
 口
の
対
応
箇
所
に
 

「
最
上
 
之
 自
然
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
 

臣
 
（
（
 

p
q
p
 
 

の
音
 

訳
と
 
思
わ
れ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
射
の
「
虚
無
」
 

 
 

で
 用
い
ら
れ
て
い
る
 

点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
枕
本
の
対
応
箇
所
が
 

な
く
、
「
無
為
」
が
仏
教
の
術
語
と
し
て
の
㏄
落
日
の
 

ガ
 
Ⅱ
（
 

が
の
 訳
 と
は
考
え
に
く
 

 
 

 
 

 
 

無
為
」
と
連
ね
る
用
法
の
初
出
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
 

呵
 
%
m
 
衡
ヒ
伊
卜
 

ま
見
え
る
と
 

@
 
@
9
-
 

ー
こ
ろ
か
ら
、
後
漢
に
は
既
に
用
 

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
 

知
ら
れ
る
。
因
み
に
、
 

朋
｜
 Ⅲ
の
前
後
に
は
、
「
礼
義
 

都
合
」
、
「
長
与
…
）
 

追
 徳
人
口
」
な
ど
、
中
国
思
想
と
関
連
 

の
 深
い
表
現
が
用
い
ら
 

れ
て
い
る
。
 

但
し
 
、
 そ
 う
 は
言
っ
て
も
本
経
の
「
自
然
」
の
思
想
が
 

全
く
道
家
思
想
と
同
一
と
い
 

5
 訳
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
 

詳
細
な
検
討
を
要
す
 

る
が
、
概
括
的
な
見
通
し
を
言
え
ば
、
一
般
に
道
家
で
 

は
 「
無
為
」
を
言
 

う
 際
に
意
欲
を
も
否
定
す
る
か
ら
、
 

何
 か
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
 



    

「
 是
 諸
天
」
は
第
三
 %
 天
 以
上
の
諸
天
。
わ
か
り
に
く
い
 箇
所
で
あ
る
が
、
要
約
す
る
と
、
他
方
仏
国
に
お
い
て
 
も
 、
第
三
 %
 天
以
 

上
は
 
「
仏
戒
 神
甚
 重
 -
 に
 よ
 り
虚
空
中
に
存
在
す
る
の
で
 あ
る
か
ら
、
ま
し
て
阿
弥
陀
仏
国
土
で
は
「
仏
戒
 神
尊
 重
 」
に
よ
り
、
四
天
王
 

天
 や
切
 利
 天
も
虚
空
中
に
存
在
す
る
の
に
何
の
不
思
議
 は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
「
仏
戒
神
事
 重
 」
は
他
方
仏
を
超
え
 

る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
が
仏
国
土
の
あ
り
方
に
反
映
す
る
 の
で
あ
る
。
な
お
、
阿
弥
陀
仏
の
願
の
最
勝
を
言
 う
箇
 所
 と
し
て
は
、
阿
弥
陀
 

仏
の
光
明
が
他
 仏
よ
 り
優
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
「
 諸
仏
の
威
神
は
同
等
」
で
あ
る
が
、
前
世
に
「
菩
薩
た
り
 し
 時
、
願
 ふ
 所
の
功
徳
 

に
 各
自
大
小
あ
り
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
 三
 O
 
二
 c
 ）
 な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
 

さ
て
、
も
う
一
方
の
「
 積
 衆
善
之
 徳
 」
で
あ
る
が
、
 
こ
 れ
に
関
連
し
て
、
次
の
 ょ
 5
 な
 興
味
深
い
箇
所
が
あ
る
。
 

 
 

。
 已
知
 。
経
石
二
朗
不
明
（
 智
 吉
二
深
浅
大
小
一
穂
 有
 ：
優
劣
 厚
薄
 り
 自
然
左
道
列
。
（
中
略
）
 

其
 大
味
不
二
手
作
。
 徳
 、
 為
 。
 善
軽
戯
 、
 不
 。
 

 
 

信
 。
 使
 。
 然
 、
徒
侍
 辮
怠
 、
 為
用
可
 。
 繭
 。
 至
 。
暗
部
 集
 、
説
 ，
隆
道
Ⅰ
自
然
 追
促
 、
応
答
 遅
晩
 
（
℡
・
 蔀
 ）
 

既
に
折
に
触
れ
て
述
べ
て
ぎ
た
が
、
阿
弥
陀
仏
国
に
お
 げ
る
「
自
然
」
の
背
後
に
は
、
そ
れ
を
成
立
せ
し
め
る
 
根
拠
と
し
て
、
阿
弥
 
8
 

陀
仏
の
因
位
の
本
願
と
そ
の
修
行
、
及
び
衆
生
の
積
善
 0
 行
為
と
い
う
二
つ
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
既
述
し
た
 中
 か

ら
該
当
箇
所
を
再
び
の
 

 
 

指
摘
し
て
お
く
と
、
 
托
 
・
け
で
は
「
阿
弥
陀
仏
所
 
"
 願
徳
 重
 、
英
人
件
 "
 善
 」
と
両
者
が
並
べ
て
言
わ
れ
、
舛
で
 は
 衆
生
の
「
 積
 衆
善
 Z
 

徳
 」
が
あ
げ
ら
れ
、
㎝
で
は
「
阿
弥
陀
仏
、
本
祐
二
菩
薩
 -
 
時
、
所
。
 願
 勇
猛
、
精
進
 不
 。
 辮
 、
紫
薇
 所
 "
 致
 」
と
 阿
 弥
陀
仏
の
因
位
の
行
が
 

言
わ
れ
て
い
る
。
 
又
 、
 れ
 
，
 鴉
 
・
 組
与
 ㏄
・
 托
 １
戸
で
は
 、
阿
弥
陀
仏
国
の
諸
の
器
物
が
八
方
上
下
の
世
界
の
最
 も
 精
髄
な
る
も
の
が
 集
 

ま
っ
て
で
き
た
こ
と
が
舌
口
わ
れ
、
そ
の
背
後
に
阿
弥
陀
 

仏
の
本
願
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
 ら
ば
、
須
弥
山
問
答
の
 

箇
所
で
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

。
 是
 諸
天
、
 皆
 自
然
 在
 ：
虚
空
中
 -
 
任
。
桂
二
虚
空
中
 
-
 
任
 セ
、
無
ド
 研
二
 依
因
ぺ
 
仏
 戒
 神
庭
 重
 。
自
然
 所
 。
 欲
三
 作
為
 （
意
欲
 レ
有
 。
研
二
件
 

 
 

ゐ
 （
 不
 ，
 予
計
 Ⅱ
 是
 諸
天
、
 皆
尚
 桂
二
虚
空
中
 -
 
任
 止
 。
 阿
 弥
 仏
戒
 神
 尊
重
、
欲
。
 有
 "
 研
ニ
作
為
 -
 
郎
（
 艶
，
 ㏄
）
 



にお   『大阿弥陀経Ⅲ   

B
 
 
辺
土
性
関
す
る
「
自
然
」
 

辺
戒
㌣
 巻
下
 ・
 三
輩
 段
の
中
輩
・
下
輩
に
説
か
れ
 る
 。
 三
 輩
を
簡
単
に
見
て
お
く
と
、
上
輩
は
沙
門
と
な
 っ
て
菩
薩
道
を
行
じ
、
不
断
 

 
 
 
 
 
 

に
 往
生
を
念
ず
る
者
、
中
輩
 は
 沙
門
の
為
に
布
施
 供
 養
し
、
斎
戒
し
て
一
日
一
夜
不
断
に
往
生
を
念
ず
る
者
、
 下
輩
は
布
施
供
養
も
で
き
 
め
 

な
い
が
、
昼
夜
十
日
一
心
に
往
生
を
念
ず
る
者
で
あ
る
。
 ぬ
 土
に
往
生
す
る
者
は
、
中
輩
・
下
輩
に
相
当
す
る
 行
 為
を
為
し
な
が
ら
後
に
 
3
9
 

 
 

し
 
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

げ
 紺

薯
 楡
な
ど
に
見
え
、
他
方
仏
国
に
つ
い
て
は
、
「
 自
然
に
善
を
作
 す
 」
（
㎝
）
、
「
 皆
 自
然
の
物
あ
り
。
 
求
 
作
 を
行
せ
ず
し
て
 便
ち
 自
ら
 

 
 

自
 

即
ち
、
前
世
の
行
業
に
 ょ
 り
、
阿
弥
陀
仏
国
の
衆
生
に
 0
 差
別
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
自
然
」
は
 
今
 ま
で
の
自
由
と
し
て
 

の
 「
自
然
」
と
異
な
り
、
因
果
応
報
の
必
然
性
と
し
て
 の
 「
自
然
」
で
あ
る
。
前
世
の
行
業
に
 よ
 る
阿
弥
陀
仏
国
 で
の
差
別
と
し
て
は
、
 

次
に
考
察
す
る
辺
土
も
勿
論
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
他
 に
 、
前
世
に
道
を
求
め
た
時
の
そ
の
人
の
願
い
に
従
っ
て
 、
阿
弥
陀
仏
の
経
の
説
 

ぎ
 方
に
違
い
が
あ
る
（
 三
 O
 七
 b
 ）
と
か
、
前
世
に
道
 を
 求
め
た
時
の
善
行
が
不
十
分
で
あ
っ
た
為
に
、
舎
宅
が
 意
 の
ま
ま
に
な
ら
な
い
 

者
が
 い
 る
と
説
く
箇
所
（
 三
 O
 八
 a
 ）
な
ど
が
注
目
さ
 れ
よ
 う
 。
 

以
上
、
阿
弥
陀
仏
国
に
お
け
る
「
自
然
」
に
つ
い
て
 考
化
 一
 
し
て
き
た
。
要
約
す
る
と
、
㈹
作
為
せ
ず
に
思
 い
 の
ま
 ま
に
な
る
自
由
の
境
 

地
 で
あ
り
、
第
六
天
に
 楡
 え
ら
れ
る
。
㈲
天
を
も
含
め
た
 世
間
的
な
因
果
法
則
を
超
越
し
、
「
化
生
」
「
化
 去
 」
 と
い
わ
れ
る
。
㈹
そ
の
 

境
地
は
「
無
為
自
然
」
な
ど
道
家
的
な
表
現
で
表
わ
さ
 れ
る
。
㈲
こ
の
「
自
然
」
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
阿
弥
陀
 仏
 の
本
願
 と
 、
往
生
す
 

る
 衆
生
の
善
行
で
あ
る
。
 

な
お
、
他
方
仏
国
や
諸
天
に
お
け
る
「
自
然
」
も
ほ
ぼ
 以
上
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
る
。
諸
天
の
場
合
、
多
く
は
 既
 に
 述
べ
た
第
六
天
の
 



即
ち
、
自
分
自
身
の
此
土
に
お
け
る
行
業
が
、
 

の
最
後
に
考
え
た
「
自
然
」
と
同
じ
で
、
「
意
に
 

ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
仏
国
自
体
で
は
 

て
言
え
ば
、
そ
れ
が
必
然
的
な
契
機
を
為
し
て
い
 

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
二
つ
の
「
自
然
」
を
 共
 

 
 

ぬ
 土
に
生
れ
る
等
の
来
世
の
果
報
を
自
然
に
決
定
す
る
 と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
 A
 

欲
す
る
が
ま
ま
」
に
な
ら
な
い
因
果
的
必
然
性
と
し
て
 の
 
「
自
然
」
で
あ
る
こ
と
は
 
明
 

こ
の
よ
う
な
「
自
然
」
は
部
分
的
で
あ
り
、
特
殊
 だ
 
と
も
言
え
る
が
、
辺
土
に
関
し
 

る
の
で
あ
る
。
次
に
見
る
此
土
の
「
白
蛇
」
が
 殆
 ん
ど
 因
 栗
駒
必
然
性
を
意
味
す
る
こ
 

に
 契
機
と
し
て
も
つ
辺
土
の
あ
り
方
は
、
ま
さ
に
阿
弥
 陀
仏
国
本
土
と
此
土
と
の
中
間
 

-
 
山
 ・
 
一
 

銭
 （
各
自
然
趣
向
   
  

  

T 
ヲビ 軍 @ 2i   

 
 

 
 

。
 
坐
 ㍉
朋
世
宿
命
 求
 。
 適
 時
、
中
幅
狐
疑
、
 
暫
信
暫
不
 。 信
 

不
 。
 信
 ，
 作
 。
 善
得
 二
具
福
徳
Ⅰ
 
皆
 自
然
 得
 " 之
繭
 。 
随
二
 
其
 功
徳
 有
ァ
 研
二
銭
 不
 

 
 

疑
い
を
懐
く
よ
 う
 に
な
っ
た
者
で
あ
る
 0
 彼
等
は
阿
弥
 陀
仏
国
に
往
生
し
て
も
途
中
の
七
宝
戒
で
満
足
し
て
し
ま
 ぅ
 。
五
百
年
を
経
て
 そ
 

こ
か
ら
出
て
阿
弥
陀
仏
の
も
と
に
到
る
が
、
最
初
は
未
だ
 智
慧
も
少
な
く
、
舎
宅
も
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
。
後
 に
よ
う
や
く
上
輩
の
者
 

と
 同
様
に
な
る
と
い
う
 0
 こ
の
辺
土
は
後
の
㍉
無
量
寿
 経
口
等
で
は
胎
生
化
生
 段
 と
し
て
独
立
す
る
。
 

。
通
見
，
阿
弥
陀
国
界
 
辺
 自
然
七
宝
成
 -
 （
中
略
）
 
於
 ：
 
七
 主
水
泡
蓮
華
中
 -
 
化
生
、
 則
受
 。
 身
 自
然
長
大
（
中
略
）
 浴
 池
中
本
有
王
自
然
 
華
 

軍
 （
中
略
）
所
有
三
自
然
食
Ⅰ
 

具
 -
 
旨
味
 -
 
飲
食
、
 在
 。
 所
 。
 欲
 。
得
、
応
。
 
意
皆
至
 （
中
略
）
 
其
城
 中
止
加
工
第
二
初
刊
 天
 上
 自
然
立
物
 -
 
（
㎝
 
9
 ㏄
）
 

こ
れ
は
中
輩
段
の
辺
土
の
描
写
で
あ
る
が
、
下
輩
 段
の
 %
.
 ㏄
も
 ほ
ば
 同
様
の
文
脈
で
現
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
 自
然
」
は
先
に
考
察
 

し
た
阿
弥
陀
仏
国
土
一
般
の
場
合
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
が
 、
た
だ
、
第
六
天
の
か
わ
り
に
第
二
旬
刊
 天
に
楡
 え
ら
 れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
 

程
度
が
低
い
訳
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
辺
土
の
衆
生
は
阿
弥
陀
仏
を
見
る
こ
と
も
 経
を
聞
く
こ
と
も
で
ぎ
ず
、
辺
土
を
出
て
も
最
初
は
他
の
 菩
薩
 達
 よ
り
も
劣
っ
 

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
 

 
 

舟
行
 所
 。
 
作
 、
自
然
 得
 "
 
之
 
（
㏄
 
、
中
 輩
 ）
 

(608) 40 



  エ大何円本院 経土   おける 

当
 ，
善
悪
 

婦
で
之
 
（
Ⅲ
 
ち
 ℡
）
 

。
寿
命
終
。
 

身
 、
衆
悪
網
目
、
 

当
 ，
 
往
 追
逐
（
 
ア
 得
手
上
 

息
 Ⅱ
 申
藩
 
衆
悪
、
 
共
趣
 
頓
丘
（
㎝
 
，
甜
 
）
 

 
 

。
鼻
白
垂
。
 

之
 、
無
。
 
有
 ：
 
代
者
 
4
 通
 之
申
驚
 
、
 随
 ，
其
所
 

フ
 
行
 （
 
鵬
 ）
 

㏄
 
9
 
 
 

 
 

 
 

 
 

「自然」 

  

ぬ
之
間
 

、
部
 
藩
有
 
。
 
是
 
。
 
雄
 
"
 
不
 
：
臨
時
・
 

卒
暴
応
時
 

（
 
4
-
2
 

-
 
但
取
 
，
自
然
左
道
一
昔
 

形
態
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 

C
 
 此
土
に
関
す
る
「
自
然
」
 

㈹
因
果
応
報
の
必
然
性
 

此
土
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
、
主
に
巻
 

下
の
い
 わ
か
る
 一
 
二
毒
 ・
五
悪
投
で
、
特
に
五
悪
 

投
 に
一
・
自
然
」
が
多
く
現
 

わ
れ
る
。
言
 
う
 ま
で
 

も
な
く
五
悪
と
は
五
戒
に
そ
む
く
こ
と
で
、
こ
の
一
段
 

に
は
そ
の
為
に
起
る
苦
悩
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
 0
 段
に
お
け
る
「
自
然
」
 

で
は
、
「
 帥
藩
 泥
梨
・
禽
獣
・
 
薙
訪
 ・
 娼
飛
 
蠕
動
支
類
 
-
3
?
 

一
と
 繰
返
し
て
舌
口
わ
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
（
Ⅲ
 
Ⅲ
・
 礫
 ・
 榊
 ・
 瑚
 ）
。
 

こ
の
 一
 
・
自
然
」
は
阿
弥
陀
仏
国
土
に
お
け
る
、
因
果
性
を
 

超
越
し
た
自
由
な
境
地
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
逆
に
 

因
果
応
報
の
必
然
法
則
 

に
捉
 わ
れ
、
輪
廻
を
用
返
す
苦
の
状
態
が
「
自
然
」
で
あ
 

る
 。
先
の
「
自
然
」
が
プ
ラ
ス
の
価
値
を
も
つ
と
す
れ
 

ば
 、
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
 

の
 価
値
を
も
っ
た
「
自
然
」
で
あ
る
。
こ
の
点
を
さ
ら
 

に
 詳
し
く
述
べ
る
例
を
引
こ
 
う
 。
 

 
 

。
入
花
：
世
間
愛
欲
 

之
中
一
 独
往
 独
 来
、
独
 死
 独
坐
、
当
 ，
 
行
至
 二
苦
楽
之
 
処
 一
身
自
 当
 。
 
と
 、
 無
 "
 
有
 二
代
者
 
一
 （
 
中
 略
 ）
善
悪
自
然
追
逐
 



伐
 る
 者
 有
る
こ
と
無
し
」
と
舌
口
わ
れ
る
（
Ⅲ
・
Ⅲ
）
。
 
自
 業
 自
得
が
仏
教
の
原
理
で
あ
る
。
 

又
 、
そ
れ
は
「
天
地
 
の
間
に
自
然
に
こ
れ
 有
 

 
 

り
 」
と
言
わ
れ
る
 よ
う
 に
（
Ⅲ
）
、
天
地
間
の
理
法
で
あ
 

「
天
道
自
然
、
不
。
 得
 ・
 
旺
ぃ
ヂ
 
」
（
Ⅲ
）
と
言
わ
れ
 る
 よ
 う
 に
、
絶
対
に
逃
 

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
厳
然
た
る
必
然
的
法
則
で
あ
る
。
 そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
 、
 例
え
ば
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
  
 

 
 

。
如
今
 之
事
 、
更
 欲
 ，
相
言
（
 
錐
 。
不
二
臨
時
応
急
 
相
破
ョ
 
%
 之
愁
毒
結
 ：
 
憤
 精
神
（
自
然
 肘
識
 、
不
二
複
相
 離
 -
 （
 
爪
  
 

即
ち
、
他
人
を
害
し
ょ
う
と
い
う
思
い
を
抱
く
と
、
 

直
 ち
に
は
結
果
が
現
わ
れ
な
い
が
、
憤
り
が
必
然
的
に
精
神
 に
 深
く
刻
み
記
さ
れ
 

ね
 、
そ
れ
が
も
と
に
な
っ
て
後
世
の
悪
果
を
招
く
と
い
 ぅ
 の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
 

，
 」
の
よ
う
な
「
自
然
」
を
言
う
際
、
「
自
然
 左
道
」
（
 騰
 ）
、
「
天
道
自
然
」
（
Ⅸ
）
な
ど
と
言
わ
れ
 

て
い
る
の
が
目
に
っ
 

く
 。
「
自
然
文
道
」
は
Ⅲ
に
も
見
え
、
又
、
「
道
 
芝
 自
然
 」
（
Ⅲ
・
 
ロ
 
・
Ⅸ
）
と
も
言
わ
れ
る
。
さ
ら
に
同
類
の
五
 
帥
 と
し
て
「
善
悪
文
道
」
 

と
い
う
表
現
も
あ
る
（
三
一
二
 a
 、
 b
 ）
。
「
 道
 」
も
 ま
 た
 
「
求
道
」
（
 三
 O
 八
 a
 他
 ）
、
「
為
道
」
（
三
一
一
 
b
 ）
、
「
 @
 道
」
（
同
）
 

な
ど
プ
ラ
ス
の
価
値
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
る
例
も
多
く
 

一
向
 旭
 -
 と
同
様
の
二
面
性
を
も
っ
て
い
る
。
な
お
、
 

「
自
然
左
道
」
「
天
道
 

@
 
笘
 -
 

自
然
二
等
も
迫
家
系
思
想
と
の
 知
 似
せ
う
か
が
わ
せ
る
 が
 、
善
悪
の
因
果
応
報
の
理
を
一
・
自
然
」
と
呼
ぶ
の
は
 

一
 般
の
道
家
系
思
想
と
は
 

異
な
っ
て
い
よ
う
。
但
し
、
初
期
道
教
に
は
類
似
し
た
 「
自
然
」
の
用
法
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
 
老
 予
想
 瑚
 注
 L
 に
は
、
「
入
学
。
 
事
 

 
 

 
 

不
 。
 
濯
二
 長
道
 誠
 （
 失
 二
道
土
星
通
則
 夫
 。
 之
 、
自
然
 如
 。
 此
 」
と
か
「
自
然
相
 感
也
 。
 行
乍
 常
道
 随
 。
 之
 。
 行
 "
 悪
、
 
害
随
 "
 之
 」
な
ど
と
 @
@
 

 
 

わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
輪
廻
転
生
と
い
う
思
想
は
仏
 教
 特
有
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

㈹
神
の
裁
 き
 

こ
の
 
ょ
う
 に
因
果
の
法
則
は
本
来
自
業
自
得
で
、
そ
こ
に
 媒
介
と
な
る
裁
き
の
神
な
ど
不
要
の
筈
で
あ
る
。
確
か
 に
 仏
教
に
も
閻
魔
王
 

や
 、
人
間
の
罪
業
を
記
録
す
る
同
生
神
な
ど
考
え
ら
れ
 る
が
、
イ
ン
ド
で
は
余
り
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
と
は
 思
わ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
 

が
 、
五
悪
投
に
は
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
 

  



当
二
往
 
趣
向
 づ
 神
明
記
 

貰
、
、
 

識
 、
犯
。
芝
本
 

"
 @
 
。
 （
一
一
Ⅲ
）
 

。
今
世
 
為
 。
 
悪
 、
天
神
別
 
"
 
籍
 、
 寿
終
人
 
-
 
悪
漠
故
有
 ：
 
自
 ぬ
 泥
梨
・
禽
獣
・
 

蕗
拐
 ・
 
蝿
飛
 ・
蠕
動
芝
屋
 

-
 （
Ⅲ
）
 

。
有
三
共
名
籍
桂
二
神
明
 

、
、
、
 

所
 （
 映
 各
 列
牽
 、
 当
 ，
 
値
 相
待
二
白
 

%
 趣
向
 -
 （
 
磁
 ）
 

他
に
も
「
天
神
託
 

之
 」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
（
三
一
四
 

c
 ）
。
 
，
 
」
 
ね
 ち
に
よ
る
と
、
単
に
自
業
自
得
の
法
則
に
 

な
っ
て
報
い
を
受
 

け
 

る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
行
為
を
記
載
し
、
名
簿
を
分
 

 
 

ら
の
表
現
は
五
悪
投
 

に
 

の
み
現
わ
れ
る
も
の
で
、
墨
子
か
ら
道
教
へ
と
到
る
中
国
 

の
 有
神
論
の
系
譜
に
お
け
る
功
過
思
想
と
の
関
連
を
思
 

わ
せ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
天
神
の
裁
き
と
関
連
し
て
、
 

現
 世
に
お
け
る
王
法
の
裁
き
が
言
わ
れ
る
点
も
注
目
さ
れ
 

る
 。
 

。
今
世
現
在
長
吏
牢
獄
、
 

訃
藩
 趣
向
、
 
受
 ニ
具
疎
密
 
-
 （
 
鞘
 '
w
/
 

 
 

。
王
法
施
 
張
 、
自
然
 
軋
芋
 （
㎝
）
 

王
法
の
裁
き
も
ま
た
「
自
然
」
と
し
て
 

抱
 え
ら
れ
て
 
ぃ
 る
の
で
あ
る
。
 

。
 
有
 ：
官
事
王
法
牢
獄
（
 

不
 ：
首
長
 
慎
 Ⅰ
 作
 。
悪
人
 
"
 
法
 、
受
 ：
 
其
過
講
 -
 （
三
一
三
 

c
 ）
 

M
 
 。
本
復
 
本
 。
 
畏
 ：
県
官
 
法
 （
 令
 。
 
無
 。
 
所
 "
 
避
 。
 
録
 （
 
一
 
一
一
一
四
 

b
 ）
 

口
 

こ
れ
ら
は
「
自
然
」
の
語
は
な
い
が
、
思
想
は
 

同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
来
世
に
お
け
る
応
報
も
こ
の
 

ょ
 う
 な
王
法
の
裁
き
を
 

警
楡
と
 

る
 

輔
 
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

第
四
、
第
五
悪
に
つ
い
て
は
悪
は
悪
口
・
飲
酒
で
そ
 

う
ほ
 （
 
 
 
 
 
 
 

宇
 
@
 

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
 



な
お
、
天
神
や
王
法
の
裁
き
と
先
の
自
業
自
得
の
法
則
 と
の
関
係
で
あ
る
が
、
や
は
り
後
者
の
方
が
上
位
に
立
っ
 も
の
と
考
え
て
よ
い
 

で
あ
ろ
う
。
た
と
え
天
神
の
裁
き
が
考
え
ら
れ
て
も
、
 

上
 掲
の
例
か
ら
見
る
限
り
、
天
神
の
懇
意
の
は
い
る
余
地
 は
 全
く
な
く
、
必
然
的
 

因
果
法
則
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
単
な
る
一
環
を
な
す
も
の
 の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

㈹
 

超
 出
の
道
 

必
然
的
因
果
法
則
と
し
て
の
「
自
然
」
は
、
勿
論
、
「
 今
世
に
善
を
為
せ
ば
、
後
世
に
阿
弥
陀
仏
国
に
生
れ
 、
快
 楽
 極
り
な
し
」
 

三
 

一
二
 b
 ）
と
い
う
一
面
を
持
つ
が
、
此
土
に
お
い
て
は
 亜
 心
因
恵
果
の
面
が
支
配
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
此
土
に
お
 い
て
一
日
一
夜
斎
戒
 清
 

海
 な
る
者
は
、
阿
弥
陀
仏
国
で
百
年
 善
を
 為
 す
 者
に
勝
 り
 、
十
日
十
夜
善
を
為
す
者
は
他
方
仏
国
で
千
年
 善
を
為
 す
 者
に
勝
る
と
言
わ
れ
 

る
 
（
三
一
五
 c
 ）
。
と
い
う
の
も
、
阿
弥
陀
仏
国
や
他
方
 仏
国
で
は
「
永
作
を
行
ぜ
ず
し
て
 便
ち
 自
ら
之
を
得
る
 」
「
自
然
」
が
支
配
し
 

て
い
る
の
に
対
し
、
此
土
の
状
態
は
次
の
よ
う
だ
か
ら
で
 あ
る
。
 

 
 

。
見
聞
 為
 。
悪
者
多
、
 作
 。
書
音
 少
 。
 不
 。
 行
 二
木
 作
 「
 不
 。
 
能
 。
 令
 。
 得
 
（
中
略
）
足
間
 無
 。
石
工
自
然
（
 不
 。
 能
 ，
自
給
 一
 当
下
行
：
求
索
Ⅰ
 勤
 

吉
治
。
 生
 
（
Ⅲ
）
 

こ
こ
に
は
自
由
と
し
て
の
「
自
然
」
は
な
い
。
そ
れ
故
、
 

「
自
然
」
と
は
逆
の
人
為
的
努
力
（
東
作
、
求
索
）
を
 為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
 

の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
 ょ
う
 な
困
難
が
衆
生
に
可
能
で
 あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
釈
尊
出
世
の
意
味
が
あ
る
。
 

。
 今
 放
出
・
 於
 天
下
（
 在
 ，
 是
忌
 中
一
族
，
 苦
 世
 -
 
作
。
 仏
 。
 慈
恕
 哀
傷
、
教
 語
開
導
 
（
三
一
丁
 
ハ
 a
 ）
 

。
 我
皆
窟
 ：
 若
曹
及
 諸
天
・
帝
王
・
人
民
Ⅰ
 
背
 教
令
下
作
 三
 
プ
描
ヰ
 

金
ロ
（
 
て
十
 
。
 汝
勾
 
二
車
外
面
 

芯
 -
 
 
（
三
一
一
五
 
c
 、
 
。
 ：
三
一
一
山
 

ハ
 a
 ）
 

こ
の
釈
尊
の
慈
悲
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
衆
生
に
も
善
を
為
 す
 自
由
が
生
れ
る
。
 

 
 

 
 

。
自
然
 作
 。
 善
 、
所
。
 頼
卸
 ・
 
得
 。
戒
善
 降
 ，
 
化
 自
然
左
道
 -
 （
 
 
 

Ⅲ
は
自
由
と
し
て
の
「
自
然
」
、
Ⅲ
は
必
然
と
し
て
の
「
 
自
然
」
で
あ
る
。
前
者
に
よ
っ
て
後
者
を
降
化
（
克
服
 ）
す
る
の
で
あ
る
。
 

(612)  44 



  

十
分
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
。
「
自
然
」
 

ほ
 
辺
土
の
 

中
間
形
態
を
媒
介
と
し
な
が
 

㍽
 
%
 、
阿
弥
陀
仏
国
に
お
け
る
場
合
と
此
土
に
お
げ
は
因
果
性
を
超
越
し
た
自
由
の
境
地
で
、
プ
ラ
ス
 

ら
 

  

 
 

Ⅰ
 
@
 

45 (613) 

における「自然」 

あ と つ ら 

る 関 以 と 阿 。 れ 

。 運上 し 

て 止ヒ 

天 王 
四 神 に 

の 関   
結 裁 す 

き る 道中 @ ま 、 
が 、 「 決 - 、 

し 阿 
自然 言わ   て 弥 
ね 、 蹉 陀 

趺 仏   す 哀 
又つ 、 の 

る 筈 @ " 
そ 観 の 威 
の ，点 な 神 
世 か い 引 
昇 ら 

か 考 
9 案 2 表 繭 「自然」 

の し 

起 た 出 7 法 （ か り 9 ） 
は 即   

を       打 
弥 そ ち 
陀 の 破 
0 基 
肋 木 

  

げ は 衆 
に 因 生 
よ 果 を 
る 応 自 

善 報 ら 
Ⅰ 行 の の 

に 必 仏 
よ 然 国 
つ イ生 へ 
て で 迎 
可 あ ，え 
籠 る 入 

れ   
る (2) 
め そ 

カ 6 
を 

で れ 持 

こ
こ
に
は
必
然
と
し
て
の
「
自
然
 
-
 か
ら
自
由
と
し
て
 
の
 「
自
然
」
へ
の
越
田
が
語
ら
れ
て
い
る
と
言
 

う
 こ
と
が
 で
き
る
。
こ
の
超
世
を
 

生
む
も
の
は
、
五
悪
投
で
見
る
限
り
釈
尊
の
慈
悲
を
受
 

げ
た
衆
生
の
善
行
で
あ
る
が
、
言
 

う
 迄
も
な
く
、
後
に
 
善
 導
が
 「
釈
迦
は
此
土
 
ょ
 

9
 発
遣
し
、
弥
陀
は
即
ち
 
彼
国
 に
来
迎
す
」
と
喝
破
し
旭
コ
 

g
 
㌣
 う
 に
、
そ
の
背
後
に
彼
土
か
ら
の
阿
弥
陀
仏
の
働
き
 

か
げ
が
考
え
ら
れ
る
。
 

衆
生
の
往
生
を
可
能
と
す
る
の
は
弥
陀
の
本
願
（
第
四
 

ち
七
願
 ）
で
あ
り
、
又
、
中
輩
の
辺
土
 
段
 に
は
次
の
よ
 
う
 な
 興
味
深
い
表
現
も
見
 



  

(614)  46 

仏 像 を 化 の の ょ 無 性 教にの仏 の 本稿 提示 した と愛 思想 って 

ど 教 で し も げ 史 の 世 
う に は て の 取 の み 界 

い と ら 中河 で 
連お なげ 『 太 る 考 れで 能 
る る 何 と え る も で マ 

な 「 白 弥 陀 言るか うなも彩 異あ っナ イ 

残 熱 経 こ ら し を た ス 
さ 」 』   

て 

り 国 た 全中っ 口 称 陀 え よ白 「 い 
ほ の 。 本 仏 ぅ 然 た 

大 き自ら 「さ 
仏 国 。 」   

い 然 に     後者か 教 主 の 泥 を「 又 、仏 の徹底 

居、 の 流 恒 数 し ら 
想 異 と め ぼ、 た 前 
定 訳 な 追 想 二 者 

に と る に 史 元 へ 

お の 相 次 か 的 の 
け 対 即 ぐ ら 用 超 
る 照 居 、 」 見 浅 田 
仏   
散 切 
0 期 
仕 訳   
経会 置づ 木 

経 浬   
そ お 厳 の の あ 尊 
し け 
て る し世 い界 トよ あノ りの 、 蓬左 l こ、 自 最後 「 二 を な 中 悲 

性 感 二 国 に 
に 然 
親 」 支え 界論 覚的 世界 にお 

の倹 鸞 な 
は 表 論 げ ら 

ど 討 
童 蒙 は る れ 

の   
日 ぷ / た 要 善行 な問化、象 浅薄な 「自然 

本 の 顕 微 も 」 サ @ Ⅰ 

G 宙 7 官官 ? 甘 ? T 注 
） ） ） ） ） ） ） ） し   
梵宮 望 然 氏氏に のはつ 『 無 易像 行末の 念 
人 」 調 ㍉ い量院和源 
全 の直平 て 詩法 讃流   
四 つ書 調達防毒（ べ 

@ 拍   
ク 巻 

    
ロ 放   
@  り臣 

ナ と ㍉ ハ 一 。 

」 の 頁 
と み 参     
ん注 

で記 いす 

るる の。 
  

  
虹 



[ 大阿弥陀経 ユ 

と
 思
わ
れ
る
。
 

（
 
舛
 ）
「
 卒
暴
 」
は
「
に
わ
か
に
」
の
 意
 。
「
旧
時
」
は
ふ
つ
 ぅ
 
「
時
に
応
じ
て
」
と
 
訓
 ま
れ
る
が
、
金
岡
昭
光
 氏
は
 
「
た
だ
 ち
に
」
と
 
訓
 む
の
が
 よ
 

め
 

 
 

い
と
さ
れ
る
（
 日
 仏
教
漢
文
の
読
み
方
 し
 春
秋
社
、
一
九
七
八
年
 
一
五
八
頁
）
。
「
臨
時
」
も
同
様
の
意
と
思
わ
れ
る
。
 

 
  

 

（
 
お
 ）
共
に
口
論
衡
 
し
 自
然
篇
に
見
え
る
。
「
自
然
左
道
」
は
 ョ
 
韓
非
子
ヒ
功
名
が
初
出
と
思
わ
れ
る
。
 

一
一
頁
）
。
 

（
№
）
 
ョ
 
平
年
立
懸
 

b
 養
三
（
正
蔵
一
二
ー
二
九
三
 

c
 ）
。
藤
田
 

、
前
掲
 
書
 、
四
九
四
頁
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
自
然
 

｜
ョ
 
亡
子
 
b
 
 
一
七
・
二
三
・
二
五
・
五
一
，
六
四
 

章
 "
 無
為
１
回
二
・
一
 

0
 草
地
。
 

（
 
0
0
 

）
 コ
 
荘
子
」
刻
意
篇
。
 

 
 

（
は
）
「
 

謂
 二
天
自
然
無
為
 

-
 
者
 何
 。
気
胞
」
（
「
論
衡
 

し
 自
然
篇
 
レ
 
"
 

 
 

 
 

四
 １
匹
 
O
 五
 a
 ）
に
「
 
飯
鼎
繋
 

也
 、
 僻
 耳
 也
 」
と
あ
る
が
、
不
明
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

童
詩
経
 ヒ
 0
 対
応
箇
所
が
「
自
然
二
所
 
牽
 」
と
な
っ
て
い
る
（
 
正
蔵
一
二
ー
二
七
四
 
b
 ）
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

（
㎎
）
「
地
天
 
尊
 ：
他
所
化
 
-
 
面
白
娯
楽
。
放
言
 
目
 他
化
自
在
 こ
 ミ
大
智
度
論
ヒ
巻
 
九
 、
正
蔵
二
五
 
｜
 一
一
三
 a
 ）
。
 

（
Ⅱ
）
例
え
ば
、
法
海
は
「
法
蔵
菩
薩
 

ノ
 本
願
力
 ョ
リ
 自
然
二
 ア
ラ
 ハ
ル
、
荘
厳
 
ヲ
バ
 、
往
生
ス
ル
 ホ
ト
ノ
 老
ガ
 居
 ヒ
ノ
盛
二
 
受
用
ス
ル
」
点
が
第
六
 

大
に
 楡
 え
ら
れ
る
と
言
う
昌
大
無
量
寿
経
 
辛
卯
 銀
ヒ
番
一
、
真
 
宏
大
系
本
一
八
頁
）
。
 

（
は
 
U
 
 
例
 、
「
大
集
経
 ヒ
巻
 一
一
・
 
海
慧
 菩
薩
 品
 （
正
蔵
一
三
 
｜
 -
 
八
八
 c
 ）
、
「
大
東
経
」
巻
尺
・
往
古
品
（
 

回
 、
四
四
五
 c
 ）
 他
 ：
望
月
情
事
 日
 
仏
教
 

大
辞
典
 L
 他
化
自
在
天
の
頃
参
照
。
 

（
 
C
 ）
「
有
情
 類
 、
生
 皿
ゴ
 
所
証
ハ
足
祐
二
化
生
 

ゆ
如
 二
部
落
 
迦
 
天
 ・
中
有
等
 
づ
 其
根
無
欠
、
支
分
頂
生
。
無
血
 

歎
有
 。
改
名
馬
 
。
化
」
（
 

刊
 
倶
舎
論
ヒ
巻
 

八
 ・
分
別
世
 
品
 。
正
一
啓
一
九
 

｜
 四
四
 a
 ）
。
 
ト
亜
薫
 
%
 か
 a
r
m
a
 

か
ら
か
Ⅰ
 

け
 
冬
田
 
セ
セ
 
Q
 
。
 e
d
.
 

ヴ
せ
弔
 
・
 づ
 Ⅰ
 
ぃ
年
 
ア
 ド
コ
、
つ
つ
 

・
ト
ト
㏄
 

@
 Ⅰ
Ⅰ
 
ゆ
 

 
 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
本
で
は
㏄
 
絹
 Ⅰ
 い
つ
卸
伍
 

E
 帝
 簿
 （
 
司
麻
 
北
漢
 
蔵
ム
は
 

雙
 油
土
三
部
経
ヒ
一
二
一
 



（ （ （ 6 ） ） 2 8 ） 2 7 2 

銑宗 （中今 善導 福永 

稿 『 光頓 

は昭 観司ョ 無 「 老 
称 量 吊子 
正 寿 寸 想 
十 経 の 爾 
四 所 は ． 注   
文 一通し 

一一一一一一 部 省 上 0 % 」 

、 科学研 頁 四 （吉岡 蔵三セ O 頁 。 究費奨 二四 ｜ 博士 還 

励研 六暦 b 記 
究 ㍉ 念 
  
に 
  

ョ道 

  
教 
研 

研 

尭成 

空論 

集 
果 。 @" 

の   
  九 
部 セ 
で 七 
あ 
  年 ・） 

  参 
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一
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
形
態
 

二
日
本
人
の
精
神
生
活
と
和
歌
 

三
 
新
古
今
集
の
成
立
 

日
 
新
古
今
集
の
宗
教
的
背
景
 

五
 
新
古
今
集
に
み
ら
れ
る
宗
教
意
識
 

1
 
 無
常
意
識
か
ら
無
常
観
 へ
 

2
 
 浄
土
志
向
と
山
里
志
向
 

3
 
 自
然
と
の
融
合
 

六
 
む
す
び
 

新
古
今
集
に
み
ら
れ
る
宗
教
意
識
 

高
木
き
よ
子
 

49@ (617) 



(618) 50 

な る ら で・ い っ こ 系 神 
さに 、 お 第以色 の 個あ 三るてれ 仏道 日 

深 い 一 七 会 で 人 る つ も い ら さ ・ 本 
さ て の の い る 的 。 め め る は れ キ の 

に 確 聖 よ が る な 現 の は 。 仏 た り 宗 
よ 立 に う 含 。 意 代 も 多 習 数 数 ス 教 のあり り、宗 属するな宗教まれてされて ノ レック 味 が強 人の宗 のま、 @ く血縁 俗・ 憤 や神道 義のも 教を ト 

教い 的る々 人のい 三 るし @ て ンな く 教い を わ地 ・ 習 と深にじを ととは方 

と た ど あ ごく 人間 し、 。 はつ の 概 はこれ ってき 分析し ゆる「 縁 集団 して、 い関連 固定し 新完 め   さ て た 心 で す を た 教 括 
わ っ 京 方   の宗教 レックノ「私の 的 居り 一 あ で も 信 が り 、 にち者こに 長なを れと 
人 の あ 受 領 見 て 」 個 い が も に ら   
ろ は の る に 的 い も 信 を い い る み $ 宗教常に未だ 、 傾 

に つ ると ける とはみお 炊 見 「 ぅ しナ 、っこ 者も多 通して わばそ る、こ これ   個 え え も 数 日 れ れ ら の 
大 な な よ 擁 本 わ に は 三 り価 Ⅲ月 一む @- ま 土日 ゅ円廿曲 二Ⅰ ノる の い い い し の の 対 規 つ 

遠 に 信 人 

く よ 仰 の   
政 つ む 場 的 の 」 わ る の 組 次 は 類 
ば て も で   

な 体 基でれが 底 あ る " 中織 にと に大で " かき とら 力し ょ、 裏づ ち、 
人 げ そ え   
ま さ れ て し っ 現 人 別 下 の 神 る と 

で れ が み て て 代 々 益 し 復 道 と 居、 
と 人 社 の   て 劃   し ぅ 

ら 々 会 心 呪 い り 民 て       
で、 よ 

何 も は ら   
ね ち な に が に の 喰 味 あ 本 属 さ は 

、 し 教 ぅ が る の す れ 既 なる にし ろ ん く、 るた 戎 
て そ そ   宗教の その中 示教 ている 会 志向 宗教的 極めて これ もの 教団 

ものの 、 信人 に も 型 な 強 を 基 が を で 
あ 仰 の 
る の 内 宗 教が教も。 の 宗 るい支庶 あ も仏 
信 篤 面 的 あ か の 教 ・ えて にな り、 ち仕 

  

日 

本 
人 
の 
占 

ホ教   
， 忠 、 

識 
の 

形 
肯 , ． し 巨 , 



%
 
 こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 
 
 

 
 

ら
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
人
の
宗
教
意
識
・
宗
教
思
想
 ほ
 つ
い
て
み
て
み
る
と
ど
 
う
 

㈲
 

5
1
 

新
 

で
あ
ろ
う
か
。
 

仰
に
生
き
て
い
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
 

信
 
仰
が
そ
の
人
々
の
生
活
の
中
核
に
あ
る
。
 

第
二
の
型
に
属
す
る
も
の
は
、
民
俗
神
道
・
民
間
信
仰
 

の
 
類
を
理
屈
な
し
に
信
じ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
そ
の
人
 

々
は
あ
る
意
味
で
は
 

一
に
通
じ
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
が
、
一
と
異
な
る
点
は
 

、
そ
の
信
じ
方
が
個
人
的
な
強
い
信
念
に
基
く
と
い
 

5
 
よ
り
伝
統
的
，
慣
習
的
 

で
あ
り
、
地
域
的
影
響
を
う
げ
て
い
る
場
合
も
少
く
な
い
 

と
い
う
点
に
あ
る
。
信
ず
る
程
度
は
深
く
な
く
て
も
、
 

信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

人
生
の
指
標
を
得
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
 

あ
る
一
つ
の
神
へ
の
信
仰
と
い
う
よ
り
機
能
主
義
的
要
 

素
 
が
強
く
、
し
た
が
っ
 

 
 

 
 

 
 



ま
ず
第
一
の
部
類
の
も
の
は
、
す
で
に
語
り
つ
く
さ
れ
て
 い
る
と
い
っ
て
よ
・
 い
 種
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
 る
 。
高
僧
・
聖
人
と
 

呼
ば
れ
る
人
々
の
宗
教
思
想
・
行
動
に
つ
い
て
は
、
 

そ
 れ
ら
自
身
の
著
作
も
多
く
、
文
学
に
限
ら
ぬ
ま
で
も
さ
ま
 ざ
ま
の
作
品
・
言
行
録
 

の
中
に
そ
の
宗
教
思
想
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
 も
と
に
し
て
、
そ
の
人
間
の
宗
教
思
想
が
研
究
さ
れ
て
 い
る
。
そ
し
て
歴
史
の
 

流
れ
の
中
で
、
例
え
ば
仏
教
の
中
で
は
高
僧
と
 よ
 ば
れ
 6
 人
々
の
一
人
々
々
の
思
想
的
展
開
が
仏
教
思
想
史
を
形
 成
す
る
と
い
う
役
割
り
 

を
 果
し
て
い
る
。
 

第
二
の
も
の
は
、
範
囲
も
極
め
て
広
い
し
思
想
と
い
う
 よ
 り
は
意
識
と
 よ
 ぶ
に
ふ
さ
わ
し
 い
 。
石
田
一
良
の
舌
口
を
 か
 か
ソ
 
こ
れ
は
、
「
 
口
 。
コ
ス
 

化
さ
れ
な
い
思
想
」
で
あ
る
。
（
 

3
 ）
上
に
あ
げ
た
一
の
形
態
 が
 日
本
人
の
宗
教
の
上
部
構
造
な
ら
こ
れ
は
下
部
構
造
を
 な
し
て
い
る
。
こ
の
部
 

類
の
研
究
も
多
く
な
さ
れ
て
 居
 Ⅰ
一
の
形
態
の
も
の
と
 相
侯
 っ
て
日
本
人
の
宗
教
思
想
を
形
成
し
て
い
る
と
 思
 わ
れ
る
。
文
学
と
の
 関
 

係
 で
と
ら
え
て
み
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
資
料
が
あ
る
わ
 け
 で
は
な
い
が
、
説
話
 類
 
，
往
来
伝
な
ど
の
よ
う
な
も
の
、
 

あ
る
い
は
体
験
記
な
ど
 

が
 材
料
と
な
っ
て
な
さ
れ
た
研
究
が
多
い
。
 

は
 上
の
二
 
つ
に
 対
し
て
、
第
三
の
部
類
に
属
す
る
研
究
 は
 極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 
一
 お
よ
び
 二
 に
み
ら
れ
る
よ
う
 

に
、
 あ
ぎ
ら
か
に
宗
教
的
対
象
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
宗
教
 意
識
は
、
今
迄
も
考
察
の
対
象
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
 し
か
し
三
に
お
け
る
も
 

の
は
「
宗
教
」
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
問
題
を
含
 ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
宗
教
思
想
な
い
し
は
 宗
教
意
識
と
み
な
す
こ
 

と
は
や
や
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
わ
げ
で
は
な
い
 。
こ
れ
は
、
宗
教
を
ど
 う
 定
義
す
る
か
と
い
う
問
題
に
 か
か
わ
っ
て
く
る
か
ら
 

（
 
4
 
片
 
）
 

で
あ
る
。
し
か
し
一
方
角
度
を
か
え
て
宗
教
を
か
な
り
 広
 い
 範
囲
の
も
の
と
し
て
考
え
る
時
、
人
間
が
人
間
と
し
 て
 生
き
て
い
く
上
で
希
 

来
 し
て
い
る
生
き
方
、
そ
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
 究
 極
的
 根
源
的
な
も
の
を
宗
教
的
要
素
と
し
て
と
ら
え
る
，
」
 

と
は
で
き
る
の
で
は
な
 

 
 

る
 姿
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
 厚
い
信
仰
と
い
う
意
識
 

さ
れ
た
宗
教
と
の
関
わ
り
で
も
な
い
し
、
現
世
利
益
を
目
 指
す
生
き
る
上
で
の
知
恵
で
の
関
わ
り
方
で
も
な
い
。
 そ
れ
は
宗
教
と
い
う
 領
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新古今集にみられる 宗教意識 

れ 求 し 的   を取 家 求 日本理学 ある」 （ ） 8 あるい 対話し 井 勝一   
て 

嗣 何 日 

宗 あ る え 人 と     
  
「 

説 で と 的 

は あ す 行 

」 為を、 根拠を 持続 り、そ る 

「 お れ 的 「   日 い は な キ 
「 て 「 行 り 

つ 己 」   

" 坐 し 仏   
せ 立 っ そ 「日 の倫 史的 とに 合 り よ へ ま の 

、 の り 教 倫 立場 本 過ぎ って 理、 こ 基 居、 説。 
に な（ く 禅 埋 れ 木 想 に 
立 いし ろ 単 居、 に 的 と 直 
っ 。 の の 想 よ 欲 は 面 

53  <621) 

こ
の
こ
と
は
、
日
本
人
の
思
和
主
 

般
は
 つ
い
て
み
る
時
、
 
そ
の
一
片
が
う
か
が
え
る
 
0
 

津
田
左
右
吉
 は
 大
著
「
文
学
に
現
は
れ
た
る
国
民
思
想
 

の
 研
究
」
の
中
で
宗
教
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
が
、
 

そ
 れ

は
著
者
も
い
う
よ
 

-
6
-
 

う
 に
「
こ
の
書
で
は
思
惟
せ
ら
れ
た
も
の
以
外
に
国
民
 

の
 生
活
気
分
、
生
活
意
欲
も
含
み
、
む
し
ろ
こ
れ
に
重
き
 

を
お
く
」
と
い
う
こ
と
 

で
、
こ
の
と
ら
え
方
の
中
に
は
当
然
宗
教
も
入
っ
て
来
る
 

し
 、
ま
た
そ
の
宗
教
も
成
立
宗
教
 
だ
 げ
に
と
ど
ま
ら
ず
 
よ
り
広
い
土
日
 

ゅ
 
味
で
宗
教
 

の 

で、 

@% 
な 
い 

か 
と 

思、 
屋ノ 

域
 に
人
る
か
ど
う
か
と
い
う
ス
レ
ス
レ
の
線
に
あ
ら
れ
 れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
 0
 し
か
し
西
洋
文
化
の
中
の
宗
教
 と
は
 呉
 る
形
態
の
あ
り
 

方
が
日
本
の
宗
教
に
は
あ
り
、
し
た
が
っ
て
日
本
人
の
 め
 
本
数
は
こ
の
あ
り
方
に
お
い
て
も
っ
と
も
顕
著
に
そ
の
 特
 色
 を
あ
ら
わ
し
て
い
る
 



こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
宗
教
意
識
を
み
る
場
合
前
に
あ
 げ
た
一
と
二
の
形
態
を
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
 @
 
こ
と
は
舌
口
 
ぅ
 ま
で
も
 

な
い
が
、
実
は
三
の
形
態
つ
ま
り
確
と
し
た
宗
教
信
仰
は
 も
た
な
い
な
が
ら
し
か
し
宗
教
否
定
で
も
な
く
宗
教
に
 対
し
て
無
関
心
で
も
な
 

い
 人
々
の
宗
教
的
希
求
に
こ
そ
、
日
本
人
の
宗
教
の
一
つ
 の
 特
色
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
 う
 。
い
わ
ば
 
「
信
仰
を
も
た
な
い
人
 

の
 宗
教
」
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
日
本
人
の
、
と
く
に
 知
 識
 階
級
に
属
し
、
あ
る
い
は
文
化
の
中
心
的
担
い
手
で
 あ
っ
た
人
々
の
宗
教
の
 

あ
り
か
た
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

ル
ッ
ク
マ
ン
は
現
代
社
会
の
宗
教
現
象
と
し
て
「
見
え
な
 い
 宗
教
」
を
と
り
上
げ
る
が
、
歴
史
的
に
そ
れ
は
い
っ
 の
時
代
に
も
多
少
と
 

も
 現
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
 う
 。
 国
 と
宗
教
、
 教
会
と
国
民
と
い
う
強
靭
な
連
結
の
な
い
日
本
で
は
、
 各
時
代
の
「
信
仰
を
も
 

た
な
い
人
」
は
け
し
て
無
宗
教
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
 だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
「
宗
教
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
こ
そ
 貼
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
 

-
 
Ⅱ
 @
 

ろ
 う
 。
い
ず
れ
も
日
本
人
の
生
死
観
の
特
色
を
あ
と
づ
 け
 た
も
の
と
い
え
る
。
 

こ
の
よ
う
に
宗
教
と
は
異
な
る
分
野
の
研
究
が
結
局
は
 「
宗
教
」
を
何
ら
か
の
形
で
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
 
。
そ
れ
は
、
 
日
 

宗
教
の
多
様
的
な
、
そ
し
て
理
念
的
で
あ
る
よ
り
経
験
 的
な
面
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
 5
 。
 

宗
教
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
で
は
以
上
の
ほ
か
、
文
学
 と
 宗
教
と
の
関
わ
り
を
探
究
し
た
も
の
の
中
に
、
文
学
 作
 品
を
中
心
に
し
 

の
中
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
人
の
宗
教
意
識
や
信
仰
の
形
態
 を
と
り
扱
っ
た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
万
葉
集
に
あ
ら
 わ
れ
た
 神
 観
念
で
 

と
か
方
丈
記
に
お
け
る
無
常
観
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
 る
 。
こ
れ
ら
を
、
更
に
、
日
本
人
に
普
遍
的
な
宗
教
 意
 識
 と
し
て
考
え
よ
 

し
て
い
る
の
が
、
例
え
ば
村
松
 剛
の
 
「
死
の
日
本
文
学
史
 」
で
あ
り
田
村
芳
朗
・
 

源
了
圓
 編
 め
 
「
日
本
に
お
け
る
 生
 と
死
の
思
想
」
 
で   ぅ あ て 本 
あ と る そ の 

あ
り
一
番
上
層
に
文
化
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
化
 の
 領
域
を
担
当
す
る
の
が
宗
教
・
思
想
・
芸
術
で
あ
る
。
 そ
の
中
で
言
葉
に
あ
ら
②
 

わ
さ
れ
た
も
の
を
「
ロ
ゴ
ス
」
の
思
想
と
よ
び
、
ロ
ゴ
ス
 化
さ
れ
な
い
も
の
に
「
芸
術
な
い
し
宗
教
と
し
て
の
 思
 

  

て
い
る
が
、
石
田
に
 ょ
 れ
ば
、
人
間
の
生
活
活
動
は
経
 済
 ・
政
治
・
文
化
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
経
済
を
土
台
と
 し
て
政
治
が
そ
の
上
に
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新古今集にみ 

し
か
し
一
方
和
歌
は
甚
だ
し
く
主
観
的
で
あ
る
。
物
語
の
 よ
う
な
虚
構
性
は
乏
し
い
と
い
っ
て
も
、
そ
の
中
に
は
 夢
や
願
望
も
も
ら
れ
 

 
 

 
 

て
い
る
か
ら
ま
っ
た
く
の
作
り
ご
と
で
な
い
と
は
い
え
な
 い
の
で
あ
る
。
特
に
和
歌
の
盛
ん
で
あ
っ
た
王
朝
時
代
 ほ
 ほ
、
こ
の
小
論
で
と
㏄
 

 
 

り
あ
げ
る
新
古
今
集
も
含
め
て
和
歌
は
自
分
の
意
志
で
 一
 
詠
む
も
の
と
い
う
よ
り
帝
な
ど
の
命
令
に
よ
っ
て
作
ら
ぬ
 ば
な
ら
ぬ
も
の
で
も
あ
 
5
 

ど
も
人
々
の
心
の
中
に
起
伏
し
た
「
宗
教
的
」
な
る
も
 

の
 を
さ
ぐ
る
こ
と
で
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
一
つ
の
形
態
 

を
み
て
ゆ
き
た
 
い
 と
思
 

ぅ
 。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
歴
史
的
に
残
さ
れ
た
文
学
 

作
品
を
材
料
と
し
て
用
い
る
。
そ
れ
は
文
学
作
品
に
こ
そ
 

、
そ
れ
が
虚
構
で
あ
れ
 

真
実
で
あ
れ
、
人
間
の
あ
か
ら
さ
ま
な
心
が
描
か
れ
て
 

い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
和
歌
に
あ
ら
れ
 

さ
 れ
た
心
性
の
中
に
日
本
 

（
 
曲
 
@
 
）
 

人
の
宗
教
意
識
を
求
め
よ
う
と
思
う
。
今
回
こ
の
論
文
 

で
 扱
 う
 の
は
「
新
古
今
和
歌
集
」
（
以
下
新
古
今
集
と
略
 

称
 ）
で
あ
る
。
 

二
日
本
人
の
精
神
生
活
と
和
歌
 

さ
て
、
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
形
態
に
つ
い
て
文
学
を
資
 

料
 と
し
て
考
察
す
る
場
合
、
和
歌
の
果
し
て
い
る
役
割
 

り
は
極
め
て
大
き
い
 

と
 思
 う
 。
日
本
文
学
は
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
数
 

多
く
の
作
品
を
残
し
て
ぎ
て
い
る
。
物
語
・
随
筆
・
日
記
 

紀
行
・
戯
曲
・
説
話
 

等
 枝
の
中
で
和
歌
・
俳
句
の
よ
う
な
短
詩
型
と
い
わ
れ
 

る
も
の
は
、
そ
れ
な
り
の
 
呉
 る
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
 
思
 わ
れ
る
。
和
歌
に
っ
 
い
 

て
い
え
ば
、
五
七
五
七
七
と
い
う
定
型
に
よ
っ
て
限
ら
れ
 

た
 世
界
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
限
ら
れ
た
世
界
の
中
 

に
人
々
は
そ
の
心
を
も
 

教
り
 

識
 
恵
一
文
字
の
世
界
は
そ
れ
な
り
に
自
由
の
世
界
で
あ
 

込
む
の
で
あ
る
。
和
歌
に
は
そ
れ
独
特
の
き
 

ま
 

 
 

 
 

掠
は
仮
構
と
し
て
の
物
語
や
戯
曲
・
説
話
と
異
り
あ
 
る
 意
味
で
は
真
実
の
吐
露
で
あ
る
 
0
 日
記
，
随
筆
よ
り
も
 
い
っ
そ
う
凝
結
さ
れ
た
形
で
 

ぬ
 
作
者
の
心
性
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
 



序
の
中
で
和
歌
を
「
人
の
心
を
種
と
し
て
、
万
の
言
の
 葉
 」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
故
、
「
世
の
中
 に
あ
る
 人
 」
が
「
心
に
 

思
ふ
こ
と
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
つ
げ
て
 言
ひ
出
 せ
る
」
、
つ
ま
り
歌
に
詠
ん
だ
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 し
た
が
っ
て
、
花
鳥
風
 

月
 す
べ
て
「
 生
 ぎ
と
し
生
け
る
も
の
」
は
歌
を
詠
ん
だ
 の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
 力
 を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
 し
、
 月
に
見
え
ぬ
鬼
神
 

な
 も
あ
は
れ
と
思
は
せ
」
と
い
う
よ
う
に
、
 
天
 神
地
祇
、
さ
ら
に
は
死
者
の
霊
魂
を
す
ら
感
動
さ
せ
る
も
 の
が
歌
で
あ
る
と
し
て
 

い
る
。
撰
者
と
し
て
の
栄
光
名
誉
に
裏
づ
け
さ
れ
て
多
少
 の
 誇
張
は
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
が
眞
之
の
歌
 観
 で
あ
 っ
た
 。
そ
し
て
そ
の
 精
 

神
は
千
年
後
に
ま
で
持
ち
つ
 づ
 げ
ら
れ
て
居
り
、
そ
れ
 だ
か
ら
こ
そ
人
々
は
和
歌
を
詠
み
っ
づ
け
て
ぎ
て
い
る
の
 で
あ
る
と
い
え
る
。
 

こ
の
よ
う
な
形
で
発
生
し
た
和
歌
は
、
文
学
と
し
て
、
 廿
 
下
術
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
展
開
し
た
が
、
同
時
に
そ
 こ
に
宗
教
性
を
具
え
 

た
も
の
も
生
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
和
歌
の
中
に
既
成
 め
 
示
教
へ
の
信
仰
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
と
い
う
よ
り
、
人
々
 の
心
の
中
に
深
く
根
ざ
 

 
 

行
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
古
今
和
歌
集
を
撰
進
し
た
 

紀
貫
之
は
そ
の
仮
名
の
 

（
 
3
 
l
l
 

ひ
 
）
 

っ
た
 。
し
た
が
っ
て
和
歌
を
扱
 う
 場
合
に
は
、
そ
の
制
約
 の
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
 

詠
ま
れ
た
も
の
は
主
観
 
6
 

性
 が
強
い
か
ら
、
鑑
賞
す
る
側
に
そ
の
内
容
、
作
者
の
立
 
忌
図
 を
ど
こ
ま
で
把
握
で
き
る
か
と
い
分
限
界
も
あ
る
。
 さ
ら
に
鑑
賞
者
の
側
も
の
 

 
 
 
 
 
 

主
観
的
に
こ
れ
を
読
む
こ
と
も
往
々
に
し
て
お
こ
る
の
で
 、
作
者
の
真
の
意
味
が
把
握
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
 作
 者
の
現
存
し
な
い
場
合
 

に
は
明
ら
か
で
な
い
。
資
料
と
し
て
の
和
歌
は
、
以
上
の
 よ
う
な
制
約
を
も
っ
て
い
る
。
 

し
か
し
そ
れ
で
い
て
な
お
、
和
歌
を
資
料
と
し
て
使
 う
価
 値
の
大
き
さ
は
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

古
代
歌
謡
の
時
代
か
ら
現
存
に
至
る
ま
で
、
和
歌
は
 、
そ
 の
 歴
史
に
浮
沈
は
あ
っ
た
が
、
常
に
日
本
人
の
中
に
あ
 り
 、
そ
の
精
神
生
活
 

を
 支
え
て
ぎ
て
い
る
。
和
歌
の
は
じ
め
と
い
わ
れ
る
 ス
サ
 
ノ
オ
 
ノ
ミ
コ
ト
の
「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
籠
め
に
 八
重
垣
っ
く
る
そ
の
 八
 

重
垣
を
 」
は
文
字
伝
来
以
前
の
口
話
に
よ
る
自
己
表
現
 で
あ
り
、
古
代
歌
謡
は
同
時
に
鎮
魂
の
意
味
を
も
つ
行
為
 で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
 

る
 。
折
口
信
夫
 説
 に
ょ
れ
ば
和
歌
は
「
魂
を
奉
る
文
句
」
 

で
あ
り
、
そ
れ
は
死
者
へ
の
鎮
魂
と
人
へ
の
「
 魂
こ
ひ
 」
の
ゑ
田
 
ゅ
味
七
ヶ
 

L
 
も
っ
て
 い
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  られ 

後
 鳥
羽
上
皇
の
勅
命
に
 
よ
 り
撰
進
さ
れ
た
新
古
今
集
が
 

成
立
し
た
の
は
元
久
三
年
（
一
二
 

0
 五
）
で
古
今
集
の
成
 
立
 （
 
九
 0
 五
）
以
後
 

ヌ
 @
 

原教 意識 

      

新 
古 
@s. 

フ集 

の 

成 
立 

す
 宗
教
的
な
る
も
の
が
巧
ま
ず
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
 と
い
う
意
味
で
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
宗
教
的
な
 も
の
こ
そ
前
述
し
た
 三
 

つ
め
の
形
態
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
 る
 ぅ
か
 。
 

和
歌
の
作
者
は
殆
ど
が
素
人
で
あ
る
。
王
朝
時
代
に
は
、
 先
述
の
貫
文
の
よ
う
な
職
業
歌
人
も
あ
っ
た
が
、
勅
撰
 実
 は
ほ
と
ん
ど
が
 貴
 

族
 社
会
の
一
般
貴
族
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
て
い
る
 0
 勅
 撰
集
と
い
う
性
格
か
ら
、
万
葉
集
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
 一
 般
 農
民
の
歌
は
み
あ
た
 

う
な
い
。
こ
の
よ
う
な
貴
族
 層
 は
い
わ
ば
当
時
の
文
化
 人
 に
あ
た
る
。
も
と
よ
り
集
中
に
は
、
神
祇
・
釈
教
歌
も
 あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
 

ろ
 信
仰
の
歌
と
い
う
 よ
 り
、
信
仰
の
あ
り
方
を
歌
に
、
一
一
 

手
 一
字
に
仕
立
て
た
も
の
と
い
え
る
。
大
方
の
歌
は
 、
 素
人
に
し
ろ
、
職
業
 歌
 

人
 に
し
ろ
、
自
己
の
心
に
映
じ
た
四
季
の
風
物
・
心
の
 屈
折
を
折
に
ふ
れ
事
に
つ
げ
て
三
十
一
文
字
に
托
し
て
 詠
 じ
た
も
の
で
、
そ
の
中
 

に
 深
 い
 心
性
を
表
現
し
た
も
の
と
 い
 え
る
。
そ
し
て
そ
の
 中
に
作
者
の
宗
教
的
希
求
が
あ
ら
ぬ
さ
れ
て
い
る
場
合
 が
少
 く
な
い
の
で
あ
 

る
 。
そ
し
て
そ
れ
が
日
本
人
の
宗
教
意
識
を
み
る
場
合
 に
 重
大
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
言
い
換
 え
れ
ば
先
述
し
た
一
と
 

二
 以
外
の
宗
教
と
の
関
わ
り
方
は
、
こ
の
よ
う
な
和
歌
 の
中
に
も
っ
と
も
 よ
く
 あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
 そ
 れ
は
多
く
の
場
合
巧
ま
 

ず
し
て
詠
ま
れ
た
宗
教
意
識
の
発
露
で
あ
る
と
い
え
る
。
 



そ
こ
か
ら
人
生
に
深
い
意
味
と
人
間
存
在
の
原
点
を
見
 た
 作
者
達
の
深
 い
 体
験
の
境
地
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
 。
そ
し
て
そ
の
体
験
の
 

中
に
宗
教
的
境
地
を
み
出
し
 ぅ
 る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
 い
 。
そ
れ
は
和
歌
と
い
う
も
の
に
託
し
た
作
者
た
ち
の
 む
 的
 生
口
山
口
で
あ
る
。
 

そ
れ
で
は
こ
の
 ょ
う
 な
新
古
今
集
を
生
み
出
し
た
時
代
 に
 宗
教
の
果
し
た
役
割
り
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
 

 
 

り
 、
そ
れ
が
自
然
の
中
に
繊
細
で
深
遠
、
そ
し
て
優
艶
 な
美
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
激
動
の
世
を
 身
を
も
っ
て
体
験
し
、
 

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
当
時
の
歴
史
的
背
景
の
影
響
も
あ
 り
 、
摂
関
政
治
の
崩
壊
と
衰
退
か
ら
武
者
の
拾
頭
に
よ
 る
 世
の
動
ぎ
が
伝
統
的
 

な
 和
歌
に
新
し
い
見
解
を
も
た
ら
す
形
を
と
り
、
自
然
描
 写
 に
も
新
局
面
が
ひ
ら
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
今
 集
 後
の
勅
撰
集
の
撰
者
 

は
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
意
図
を
も
っ
て
撰
進
を
行
っ
た
が
 第
 四
集
目
の
後
拾
遺
和
歌
集
か
ら
撰
者
の
歌
壇
に
お
け
る
 地
位
も
面
目
も
は
っ
 ぎ
 

り
と
し
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
互
に
対
立
し
な
が
 ら
も
、
藤
原
通
俊
に
 よ
 る
後
拾
遺
和
歌
集
、
源
俊
頼
に
 よ
 る
金
葉
和
歌
集
、
藤
 

原
頭
 輔
に
よ
 る
詞
花
和
歌
集
、
藤
原
俊
成
に
 よ
 る
千
載
 和
歌
集
が
生
れ
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
動
乱
の
世
の
総
 結
 集
 と
し
て
新
古
今
和
歌
 

集
が
 成
立
し
た
。
撰
進
に
あ
た
っ
た
の
は
藤
原
定
家
ら
上
 
八
人
で
あ
る
が
、
和
歌
に
特
別
の
熱
意
を
有
し
て
い
た
後
 鳥
羽
上
皇
の
思
想
の
反
 

（
 
リ
 
Ⅱ
）
 

映
が
 著
し
い
。
 

こ
う
し
て
出
来
上
っ
た
新
古
今
集
は
約
一
九
八
 0
 首
の
歌
 を
お
さ
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
成
立
時
に
在
世
し
た
者
 の
歌
は
約
九
 0
0
 首
 

-
 
只
 
l
.
l
 

U
-
 

で
あ
る
。
新
古
今
集
は
編
集
意
図
と
し
て
万
葉
集
か
ら
は
 上
ハ
 
0
 首
を
と
っ
て
い
る
が
古
今
集
以
後
の
勅
撰
集
に
の
 っ
た
 歌
は
と
ら
な
い
と
 

い
う
こ
と
で
新
風
を
吹
き
込
む
 ，
 
」
と
を
目
指
し
て
い
る
。
 西
行
（
九
四
百
）
以
下
、
慈
円
、
良
経
、
 俊
成
 、
 式
 子
 内
親
王
、
定
家
、
家
 

隆
 、
寂
蓮
、
後
鳥
羽
 焼
 ら
が
中
心
に
な
る
作
者
で
あ
る
。
 し
か
し
新
古
今
を
代
表
す
る
歌
風
は
俊
成
の
幽
玄
体
 と
 定
家
の
有
心
体
で
あ
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新古今集にみられる 宗教意識 

本
は
末
法
に
入
る
と
説
い
た
が
。
そ
れ
は
丁
度
 道
 長
の
 死
後
（
 一
 0 二
七
）
間
も
な
い
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
 

道
 長
の
死
後
、
皇
室
の
 

外
戚
の
地
位
を
失
 う
 こ
と
で
政
治
的
権
力
を
失
墜
さ
せ
た
 藤
原
氏
の
衰
退
と
、
丁
度
勃
発
し
た
社
会
不
安
や
天
変
 %
 異
は
 、
 人
々
に
末
法
 

の
世
の
恐
ろ
し
さ
を
う
え
つ
げ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
 

し
 た
が
っ
て
仏
教
側
は
こ
れ
を
受
け
て
た
ち
、
浄
土
教
の
 普
及
に
専
念
し
た
の
で
 

あ
り
、
こ
れ
を
指
導
し
た
の
が
法
然
で
あ
る
。
 

こ
の
こ
と
は
浄
土
教
が
す
で
に
平
安
時
代
に
は
か
な
り
の
 展
開
を
と
げ
な
が
ら
、
少
く
と
も
古
今
集
を
中
心
と
す
 る
 頃
の
時
代
に
は
、
 

強
力
な
指
導
者
を
も
た
ぬ
ま
ま
、
人
々
の
無
常
意
識
の
 解
決
に
さ
ほ
ど
役
立
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
と
比
較
す
る
 こ
と
が
で
き
る
。
平
安
 

時
代
前
半
と
後
半
と
で
は
、
社
会
状
況
が
異
る
こ
と
も
 あ
る
が
、
浄
土
の
教
え
は
明
ら
か
に
違
 う
受
 げ
と
り
方
を
 さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
 前
 

四
 新
古
今
集
の
宗
教
的
背
景
 

 
 

 
 

府
 
の
成
立
と
い
う
文
字
通
り
 

波
 
演
の
時
代
で
あ
る
。
 

こ
 
の
 
激
動
期
に
遭
遇
し
た
人
々
は
 

、
目
 

よ
る
敗
者
の
惨
め
さ
を
、
生
々
し
い
歴
史
の
 

う
 
つ
り
 

変
 
り
の
中
で
体
験
し
た
。
何
事
に
も
 

無
 

命
で
あ
っ
た
貴
族
た
ち
は
、
あ
た
え
ら
れ
た
現
世
で
な
 

す
 
術
も
な
く
消
極
的
に
身
を
処
す
る
 

は
 
、
生
命
の
は
か
な
さ
、
世
間
の
空
し
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
 

居
ら
れ
ぬ
ほ
ど
深
刻
で
あ
っ
た
。
 

主
教
で
あ
る
。
 

源
信
が
往
生
要
素
を
著
わ
し
て
地
獄
の
恐
怖
と
極
楽
の
 

救
い
を
民
衆
に
吹
き
こ
ん
だ
の
は
 

 
 

っ
た
 平
民
の
栄
華
と
滅
亡
、
そ
し
て
鎌
倉
幕
 

の
前
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
戦
乱
と
そ
れ
に
 

気
力
で
伝
統
・
慣
習
・
形
式
を
守
る
事
に
懸
 

の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
方
身
に
迫
る
危
機
感
 

こ
の
時
、
急
速
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
が
 浄
 

九
八
五
年
の
こ
と
で
、
以
来
い
く
種
も
の
 往
 

い
た
。
浄
土
教
は
 一
 0 五
二
年
を
も
っ
て
 日
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営 ま 

だ た 古 1 

げ あ 今 
で る 集 無 
な 時 を 常   五 
自 の 感 か 
熱 性 性 ら 新 
の の は 無 古 

@s-   み 
いの と し」 し り - 
く て と れ 
美 内 い る 士 

言葉 の世界 う 奥に 無 
ホ教   

を 常 で 
思議 

形 意 表 
成 識 現 
し な さ 
て 包 れ 

い含 るし。 8% - 

  仝 実 か し @ ま 、 

  ム 

  

  
い い 己 に 調 っ 貴 っ く 建 は   
を， てゆ り、 然の しあ 日常 士悪 、人 区別 れた も ょ 、   
こ 人 敵 る 生 同 生 す 。 娑 の 現世 ぅと 間が 合の 時は 活の であ の日 る方 しか 婆 即 

居 ， 宮 中 適 中 り 的 同 し 寂 に         
的 な 中 る 。 斐 飲 め し の 

希 い に 。 こ を 求 栄 て 財 
末 女 と そ の 河 津 輝 い を   
えるのているの感じ て阿 を、 ま ャ よ、 求め 思想 のは 世を 

で、 で   
い な で か い 弥 

。 新 ず げ あ な と 陀 仏や 堂 ある。そこにはな い 古今の れも 無 ればな 煎 ろ 。 空 さ 、 出家 い 

か そ 見 作 常 ら 代 し し 塔 
。 ね ら 者 意 ， な の さ て を     

古 の 自 あ て そ ぎ 験 は し 
今 完 然 る 貫 れ る し   力， Ⅰ 

実 教 の 時 か は 目 た 世   華美 に あ に よ 中に 敵 は れて 二つ 的は 人々 に容   
れ る 白 い   向 で こ れ ら   

(628) 60 



新古今集にみられる 宗教意識 

の は 明 た な 情 安 
と ヰ喪 て ・ こ   
つ 宋 音 生 の ゆ ま が る を 専 る 着 形 ょ 

    
Ⅰ も     

と 首 ら め に ま れ て し で 勅 額 で で の し る 」はそ 別に は 歌に 、 を説いふ峰の 虫が喰 へる ど らの中 居り、 たと 見 きる。 識 とし 金的な ある。 2 （ ） 3 ある。 内省的 

古 な れ   今 領 だ 
は が も る そ 中 常 三 と 歌 た と 集 成 げ 
親 柱 。 の の 観 官 が は 無 体 は な が 

倉 主 ま あ 人 を が で 神 嘗 験 み 彩 文 
的 要 た と 詠 収 き 砥 を 的 ら 放 学 
で ・ 集 れ す の 
あ て   た る 中 
る 説 無 。 心 Ⅰ 
さ た 意 土 な 
ら 十   識 居 、 感 
に 楽 は 忍 性 
慈 の   " の で 

円 ，む 中で 番号を 」の歌 る そ 。 歌が 。 拾遺 の 形 集 姻 親 や 浸 は 
は の 中 式 か 理 念 が 透 な 

@ が 証 不 戒 に 仕 ら し 的 て に く 

ち   は し 独 て な 無 と な 
  て 了 経 た 上 歌 も 宮 も つ 

聖 あ 甲 典 こ し に の 観 な て 

家来 

つ ） の と た し と と い く 

ナ - し し 無 る 
迎 と   
楽 毅 さ 等 し と 居、 の 文目市立耳 てよ そ 。 ゅ 
を 蓮 
詠 法 

れ さ て な わ は り 識 れ 
  筋 は は 

者 
ん節 だ し @% 

和いっ 歌 るたる ね 万 、 
に 。 が も 葉 
詠 新 

単な 通セ の 「 ま 

も 不 、 0 集 っ か る 
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人
間
の
実
存
の
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
無
常
意
識
に
支
え
 

 
 

-
 は
古
今
集
以
後
も
平
 



4
 

餌
鷲
 の
 山
 今
日
聞
く
法
の
道
な
ら
で
帰
ら
ぬ
宿
に
ゃ
く
 人
 ぞ
な
 ぎ
 

1
 

と
 詠
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
法
華
経
二
十
八
品
の
化
成
 楡
 品
を
歌
に
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
 

こ
の
種
の
も
の
は
他
に
も
多
数
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
 直
接
体
験
で
え
た
境
地
と
い
う
よ
り
理
論
的
に
と
ら
え
 た
 浄
土
思
想
で
あ
り
 

無
常
観
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
自
己
の
体
験
の
上
に
 た
っ
 心
境
を
詠
ん
だ
も
の
は
 よ
 り
切
実
に
訴
え
る
力
を
も
 っ
て
い
る
 0
 

そ
の
一
つ
の
型
は
近
し
い
人
の
死
に
あ
っ
て
人
生
無
常
 を
 嘆
じ
て
い
る
も
の
で
、
自
己
の
体
験
の
裏
付
が
あ
る
か
 ら
 切
々
た
る
響
を
も
 

ち
、
 深
い
宗
教
的
境
地
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
 

③
世
の
申
は
見
し
も
聞
き
し
も
は
か
な
く
て
む
な
し
 ぎ
 
空
の
煙
な
り
け
り
 

と
い
う
藤
原
清
輔
の
歌
は
 、
 母
の
死
に
際
し
て
の
心
境
 を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
 

附
合
は
さ
は
憂
き
世
の
さ
が
の
 野
 べ
を
こ
そ
 露
 消
え
果
 て
し
跡
 と
し
の
ば
 
め
 

は
俊
成
 女
が
母
を
嵯
峨
の
あ
た
り
に
葬
っ
た
 夜
 こ
の
 ょ
ぅ
 に
 詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
新
古
今
集
作
成
の
中
心
人
物
 後
 鳥
羽
上
皇
に
も
こ
の
 

（
 
れ
 ）
 

種
の
無
常
の
歌
は
何
首
か
残
さ
れ
て
い
る
。
 

継
 な
き
人
の
形
見
の
雲
や
し
を
 る
 ら
ん
 タ
 べ
の
雨
に
色
 は
 見
え
ぬ
 ど
 

こ
の
 ょ
 う
に
人
の
死
に
際
し
て
無
常
を
感
じ
た
と
い
う
も
 の
の
外
、
日
常
の
常
住
坐
臥
の
う
ち
に
無
常
を
感
じ
て
 い
る
歌
も
多
い
。
 
そ
 

れ
る
の
中
に
は
例
え
ば
西
行
の
「
弛
い
つ
嘆
き
い
つ
 思
 
ふ
 べ
 き
 こ
と
な
れ
ば
後
の
世
し
ら
で
人
の
過
ぐ
ら
ん
」
と
 い
う
よ
う
な
無
常
の
心
 

を
 常
に
身
辺
に
お
い
て
詠
じ
た
も
の
も
あ
る
が
、
特
に
 目
に
つ
く
の
は
、
自
然
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
と
ら
え
ら
 れ
て
い
る
も
の
で
あ
 

る
 。
そ
れ
ら
を
一
、
二
拾
っ
て
み
る
と
 

℡
は
か
な
さ
を
ほ
か
に
も
い
は
じ
桜
花
咲
き
て
は
散
り
 ぬ
 あ
は
れ
世
の
中
 

俊
徳
大
寺
左
大
臣
 

怯
桜
 が
咲
い
て
散
っ
て
ゆ
く
と
い
う
一
つ
の
動
き
の
中
 に
 無
常
の
心
を
詠
じ
て
い
る
 0
 桜
の
花
の
散
り
ざ
ま
に
 無
常
を
見
、
そ
れ
を
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（
 
仏
句
 

）
 

「
は
か
な
し
」
と
「
あ
は
れ
」
と
い
う
感
情
に
訴
え
て
い
 る
の
で
あ
る
。
桜
の
花
の
歌
は
古
今
集
以
来
、
め
で
た
 い
 も
の
を
あ
ら
わ
す
と
 

同
時
に
 、
 
「
は
か
な
ぎ
 世
 」
へ
の
哀
惜
と
し
て
数
多
く
 よ
 ま
れ
て
ぎ
て
い
る
。
新
古
今
集
に
も
数
多
く
と
ら
れ
て
 い
る
。
 俊

恵
法
師
 

礎
 な
が
む
べ
 き
 残
り
の
春
を
か
 ぞ
ふ
 れ
ば
 花
 と
と
も
に
 も
 散
る
 涙
 か
な
 

は
、
 残
り
少
な
い
人
生
を
惜
し
む
心
が
 、
 世
の
無
常
と
と
 も
に
桜
の
花
に
二
重
映
し
に
な
る
。
以
下
は
桜
の
散
っ
 て
ゆ
く
さ
ま
に
と
ら
え
 

ら
れ
た
無
常
観
で
あ
る
。
 

段
 雷
門
院
大
輔
 

㎎
花
も
ま
た
別
れ
ん
春
は
思
ひ
出
で
よ
咲
き
散
る
た
び
 の
心
 づ
く
し
を
 

藤
原
家
隆
朝
臣
 

瑚
 桜
花
菱
 か
う
 つ
つ
か
白
雲
の
絶
え
て
っ
 ね
 な
き
蜂
の
 春
風
 

式
子
内
親
王
 

磯
花
は
散
り
そ
の
色
と
な
く
な
が
も
れ
ば
む
な
し
き
 空
 に
 春
雨
 ぞ
 降
る
 

同
右
 

℡
は
か
な
く
て
過
ぎ
に
し
か
た
を
か
 ぞ
ふ
 れ
ば
花
に
も
 の
 思
ふ
 春
ぞ
 経
に
げ
 ろ
 

皇
太
后
宮
大
夫
俊
茂
文
 

㎝
 限
 み
ず
や
憂
き
世
を
花
の
い
と
ひ
つ
っ
 さ
そ
ふ
風
あ
 ら
ば
と
思
ひ
げ
 ろ
 を
 ば
 

こ
こ
に
掲
げ
た
よ
さ
に
、
桜
の
散
る
さ
ま
に
、
人
は
自
己
 の
命
の
は
か
な
さ
と
 常
 な
ぎ
世
の
あ
は
れ
さ
を
見
た
の
 で
あ
る
。
 

桜
の
花
が
 、
 人
々
の
心
に
無
常
を
感
じ
さ
せ
る
役
割
り
 を
 果
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
そ
れ
は
 桜
 だ
け
で
は
な
 い
 0
 う
つ
ろ
う
秋
の
 

 
 

よ
 ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
摂
政
太
政
大
臣
藤
原
良
経
は
 

田
本
 

卸
 消
え
か
へ
り
岩
間
に
迷
ふ
水
の
泡
の
し
ば
し
 宿
 借
る
 薄
氷
か
な
 

る
 

ぬ
と
詠
じ
、
消
え
そ
う
に
な
る
水
の
泡
が
、
そ
の
 
暫
 く
の
命
を
薄
氷
に
托
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
薄
氷
の
 よ
う
 に
は
か
な
い
現
世
を
象
 

は
 
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
 政
 大
臣
と
い
わ
れ
た
藤
原
忠
通
は
 

集
 

今
 

%
 風
 吹
け
ば
玉
散
る
萩
の
下
露
に
は
か
な
く
宿
る
野
べ
の
 月
 か
な
 

古
 

新
と
 詠
じ
て
、
 風
 ・
 露
 ・
 月
 ・
萩
の
葉
と
自
然
の
風
 物
 に
な
ぞ
ら
え
て
世
の
無
常
を
嘆
じ
て
い
る
。
こ
の
種
の
 も
の
は
ま
だ
外
に
も
あ
る
が
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は
 、
友
人
で
あ
る
伊
勢
大
輔
に
こ
の
歌
を
送
っ
て
二
月
十
 五
日
の
浬
 穏
 会
の
時
の
心
情
を
思
い
や
っ
て
居
り
、
 

て
 次
の
返
歌
を
し
て
い
る
。
 

5
 

折
 今
日
は
い
と
ど
涙
に
く
れ
ぬ
西
の
山
思
ひ
入
り
日
の
 影
 を
な
が
め
て
 

1
 

ま
た
 俊
 成
は
次
の
歌
で
あ
こ
が
れ
の
極
楽
浄
土
を
想
っ
て
 い
る
。
 

8
 

%
 
今
 ぞ
こ
れ
入
り
日
を
見
て
も
思
ひ
来
し
弥
陀
の
み
 国
 の
 
夕
暮
の
空
 

1
 

4
 

ぬ
 惜
し
め
ど
も
 常
 な
ら
ぬ
世
の
花
な
れ
ば
今
は
こ
の
み
 を
 西
に
求
め
ん
 

1
.
1
 

伊
勢
大
輔
は
そ
れ
に
対
し
 

の
 堂
塔
や
仏
像
の
建
立
、
経
典
の
唱
 諦
 、
写
経
な
ど
と
い
 ぅ
 宗
教
的
行
為
と
し
て
現
出
し
て
い
る
。
和
歌
の
上
で
 こ
れ
を
と
ら
え
て
み
る
 

と
 、
い
く
 っ
 か
の
浄
土
を
求
め
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
 

4
 

折
常
 よ
り
も
今
日
の
煙
の
た
よ
り
に
や
西
を
は
る
か
に
 思
ひ
や
る
ら
ん
 

相
模
 

Ⅰ
 上
 

以
上
述
べ
て
 き
 た
よ
う
な
無
常
観
は
、
あ
る
時
は
観
念
 的
に
と
ら
え
ら
れ
、
あ
る
時
は
体
験
的
に
感
得
さ
 

つ
の
無
常
の
世
界
を
歌
い
あ
げ
、
そ
れ
を
形
成
し
て
い
る
 。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
自
然
な
の
で
あ
 

 
 

つ
い
て
は
の
ち
に
ふ
れ
る
が
、
こ
の
 ょ
う
 な
無
常
観
を
 @
 」
え
よ
う
と
す
る
時
、
新
古
今
を
作
っ
た
王
朝
貴
族
 

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
浄
土
へ
の
志
向
で
 あ
る
。
 

動
乱
と
苦
悩
の
末
法
の
現
世
に
絶
望
し
落
胆
し
た
貴
族
 た
ち
は
、
出
家
・
遁
世
す
る
こ
と
で
 絨
 土
を
厭
離
 

主
教
の
教
え
を
直
接
的
も
し
く
は
間
接
的
に
受
け
た
 人
 々

は
次
第
に
浄
土
へ
の
希
求
を
深
く
し
て
ゆ
く
。
 

そ
 れ

て
、
新
古
今
集
の
中
で
一
 

る
 0
 自
然
と
人
間
の
位
置
に
 

は
 二
つ
の
道
を
求
め
た
の
で
 

し
 、
浄
土
を
欣
求
し
た
。
 

浄
 

の
さ
ま
は
、
阿
弥
陀
堂
な
ど
 

2 

浄 
土 
"' i@ 二 @ Ⅹ 

向 
と 

山 
里 
士   
向 
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紙
数
の
関
係
で
省
略
す
る
。
 

 
 

 
 



M
 
 
れ
を
一
歩
進
め
た
自
然
に
 

よ
 る
人
間
の
苦
悩
の
解
 

決
 と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 
 
 

新
 
美
齢
自
然
と
人
間
と
の
関
係
は
、
す
で
に
古
く
か
ら
 

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
万
葉
人
は
生
 

 
 

 
 

と
 詠
じ
た
鳥
羽
 院
は
、
 桜
の
花
を
惜
し
み
な
が
ら
花
は
 
散
っ
て
し
ま
う
か
ら
木
の
実
を
西
に
求
め
よ
う
と
い
う
 

発
 恋
 で
、
無
常
の
世
に
生
 

 
 

き
る
こ
の
身
を
西
方
浄
土
で
の
救
い
に
ゆ
だ
れ
よ
 

う
と
 嘆
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
西
行
は
、
い
ち
早
く
出
 

家
 し
て
苦
悩
の
生
活
を
 

送
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
歌
で
、
そ
の
心
境
を
の
 

べ
て
 い
る
。
 

9
 

瞬
間
晴
れ
て
心
の
空
に
澄
む
月
は
西
の
山
べ
や
近
く
な
 

る
 ら
ん
 

1
 

西
行
と
親
し
い
友
達
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
待
賢
門
院
 

堀
 河
の
歌
に
も
浄
土
を
求
め
る
心
が
 

よ
 ま
れ
て
い
る
。
 

6
 

卯
酉
へ
ゆ
く
し
る
べ
と
思
ふ
月
影
の
空
頼
め
こ
そ
 

か
ひ
 な
 か
り
け
れ
 

l
 

こ
の
歌
は
 
、
 訪
れ
る
と
い
う
約
束
を
し
な
が
ら
果
さ
な
か
 

っ
た
 西
行
へ
の
皮
肉
と
も
恨
み
と
も
と
れ
る
心
情
を
よ
 

ん
だ
も
の
で
あ
る
 

-
 
幻
 -
 

が
 、
そ
の
中
に
浄
土
志
向
の
心
が
み
え
る
の
は
興
味
深
 

い
 。
西
行
に
は
ほ
か
に
も
浄
土
希
求
の
歌
が
あ
る
。
 

浄
土
志
向
と
並
ん
で
み
ら
れ
る
著
し
い
傾
向
は
山
里
 

恵
 内
 で
あ
る
。
 

山
里
へ
入
る
、
遁
世
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
安
時
代
 

中
期
以
降
に
な
る
と
、
貴
族
た
ち
の
中
で
し
ば
し
ば
行
わ
 

れ
る
よ
う
に
な
る
。
 

こ
れ
は
、
生
き
て
い
る
と
い
う
現
実
と
世
を
捨
て
る
と
い
 

ぅ
 理
想
を
結
び
つ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
山
里
に
 

入
っ
て
隠
遁
生
活
を
送
 

る
と
い
う
の
は
、
出
離
に
対
す
る
一
つ
の
解
決
策
で
、
 

山
 に
入
っ
て
修
行
し
な
が
ら
人
生
を
送
る
こ
と
で
、
俗
を
 

離
れ
超
俗
の
世
界
に
生
 

識
 

 
 

 
 

  



こ
の
孤
独
 
と
 摂
家
 に
 山
里
 憧
惧
 を
し
た
人
が
ど
れ
だ
 

け
堪
 え
ら
れ
た
か
。
 

（
 
@
0
 

つ
と
 

）
 

関
係
が
素
朴
に
率
直
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 そ
れ
が
古
今
集
に
な
る
と
、
自
然
は
人
間
の
背
景
と
し
 て
の
役
割
り
を
も
っ
て
 

く
る
。
人
々
に
よ
っ
て
え
ら
び
と
ら
れ
、
好
み
に
あ
っ
た
 自
然
が
、
つ
ま
り
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
自
然
と
そ
の
 美
の
発
見
が
と
り
あ
つ
 

@
 
四
 ）
 

か
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
新
古
今
集
で
は
、
貴
族
た
 ち
 が
え
ら
び
と
っ
た
自
然
と
い
う
点
で
は
変
ら
ぬ
ま
で
 も
 更
に
一
歩
進
ん
で
 自
 

然
 が
無
限
の
拡
が
り
を
も
ち
、
人
間
は
自
然
の
前
に
そ
 の
も
ろ
さ
、
弱
さ
を
感
じ
と
る
よ
さ
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
 自
然
は
人
間
と
の
対
決
 

の
場
所
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
対
決
は
新
古
今
 0
 人
々
が
自
ら
求
め
た
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
対
決
を
余
 儀
 な
く
さ
れ
た
と
い
っ
 

た
 方
が
 よ
 い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
対
決
を
 @
 」
え
た
時
、
そ
こ
に
人
間
と
自
然
の
融
合
の
姿
が
み
ら
れ
 る
の
で
あ
る
。
新
古
今
 

0
 人
々
は
、
自
然
の
中
に
求
め
て
自
己
の
存
在
を
明
ら
か
 に
し
よ
う
と
し
、
自
然
を
の
り
こ
 え
 よ
 う
 と
し
た
。
 自
 然
の
中
に
透
入
し
、
 
自
 

然
 に
抱
か
れ
て
憂
苦
を
忘
れ
よ
う
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
そ
う
願
っ
て
山
里
に
入
っ
た
人
々
に
と
っ
て
 実
 際
に
山
里
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
 

ま
ず
、
山
里
は
都
を
離
れ
た
さ
び
し
い
所
で
あ
る
。
し
か
 し
、
 世
の
中
の
煩
わ
し
さ
の
な
い
清
浄
な
世
界
で
あ
る
 。
そ
れ
は
正
に
「
 世
 

な
い
と
 ふ
心
 な
く
と
も
山
水
の
す
み
 よ
ぎ
 方
に
 庵
 や
む
 す
 ば
む
」
（
 権
 大
僧
都
 尭
尋
 、
新
 続
 古
今
集
一
八
六
 セ
 ）
 に
 詠
ま
れ
て
い
る
 よ
う
 

な
山
紫
水
明
の
理
想
の
境
地
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
 場
所
を
求
め
て
人
々
は
山
里
 憧
惧
 を
し
山
里
に
こ
も
っ
 
て
そ
こ
に
人
生
の
救
い
 

を
 見
出
そ
う
と
し
た
。
超
俗
世
界
へ
の
願
望
が
あ
っ
た
 の
で
あ
る
。
 

し
か
し
実
際
に
山
里
で
の
出
離
の
生
活
に
華
麗
な
都
で
の
 生
活
経
験
者
の
貴
族
た
ち
は
た
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
 。
理
想
と
し
て
の
 山
 

呈
と
現
実
へ
生
活
の
場
で
あ
る
山
里
の
差
と
に
気
付
い
た
 時
 、
そ
こ
に
は
堪
え
が
た
い
 寂
蓼
と
 孤
独
が
あ
っ
た
の
 で
あ
る
。
そ
れ
を
次
の
 

歌
は
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
「
の
が
れ
て
き
て
人
目
 な
い
と
 ふ
 心
に
も
あ
ま
り
に
さ
び
し
き
山
の
奥
か
な
」
（
 二
品
法
親
王
党
 誉
新
 

続
 古
今
集
一
八
五
三
）
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山
里
を
詠
じ
た
歌
は
新
古
今
集
を
は
じ
め
八
代
集
そ
の
 他
 に
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
山
里
に
入
る
前
に
山
 里
憧
惧
 を
し
た
歌
は
 

あ
っ
て
も
、
山
里
で
そ
こ
の
生
活
に
理
想
の
境
地
を
見
 つ
け
て
い
る
 ょ
 ろ
こ
び
の
歌
は
極
め
て
少
な
い
。
む
し
ろ
 、
山
里
で
孤
独
に
た
え
 

か
ね
、
人
を
恋
 う
 絶
叫
の
方
が
は
る
か
に
多
 い
 の
で
あ
る
 。
例
え
ば
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
 歌
 

藤
原
秀
 能
 

ぬ
山
里
の
風
す
さ
ま
じ
き
夕
暮
に
木
の
葉
乱
れ
て
も
の
ぞ
 恋
 し
き
 

西
行
法
師
 

卸
 寂
し
さ
に
た
へ
た
る
人
の
ま
た
も
あ
れ
な
 庵
 な
ら
 べ
 ん
 冬
の
山
里
 

藤
原
因
 房
 

㎝
寂
し
さ
を
い
か
に
せ
よ
と
て
 岡
 べ
な
る
楢
の
葉
し
だ
り
 雪
の
降
る
ら
ん
 

藤
原
定
家
 

椛
 待
つ
人
の
麓
の
道
は
絶
え
ぬ
ら
ん
軒
端
の
杉
に
雪
垂
 る
な
り
 

寂
然
法
師
 

鰯
 尋
ね
来
て
道
分
け
れ
ぶ
る
人
も
あ
ら
じ
幾
重
も
積
れ
 庭
の
白
雪
 

れ
 古
畑
の
そ
ば
の
立
っ
木
に
い
る
鳩
の
友
呼
ぶ
声
の
す
 ヂ
 」
 ぎ
 夕
暮
 

7
 

西
行
法
師
 

l
 
ヰ
 
Ⅰ
 

田
厭
 ひ
て
も
な
ほ
厭
は
し
き
 世
 な
り
け
り
吉
野
の
奥
の
秋
 の
 夕
暮
 

藤
原
家
 衡
 朝
臣
 

1
 

 
 

な
る
峰
の
嵐
に
 

宜
秋
門
院
丹
後
 

1
 

㏄
世
の
中
を
そ
む
 き
 に
と
て
は
来
し
か
ど
も
な
ほ
憂
 き
，
 」
と
は
お
 ほ
 原
の
里
 

2
 

請
人
し
ら
ず
 

 
 

識
 

大
僧
正
慈
円
 

辮
 な
か
む
れ
ば
わ
が
山
の
端
に
雪
白
し
部
の
人
 ょ
 あ
は
れ
 と
も
見
よ
 

教
意
 

眩
こ
の
よ
う
に
、
求
め
て
入
っ
た
山
里
で
そ
の
た
 ぇ
 が
た
い
寂
し
さ
を
超
克
し
た
境
地
を
見
出
す
時
、
人
間
 は
た
し
か
に
自
然
を
そ
の
ま
 

%
 
 ま
宗
教
的
救
い
と
し
て
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
 の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
自
然
と
自
己
の
融
合
の
境
地
が
あ
 る
 。
し
か
し
そ
れ
に
至
る
自
 

@
 
紐
 @
 

集
 
口
熱
と
の
対
決
の
場
に
は
人
間
の
苦
悩
の
極
み
と
そ
 
れ
を
解
決
し
ょ
う
と
す
る
宗
教
的
希
求
が
あ
っ
た
の
で
あ
 る
 。
 

今
 

古
 

新
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3
 
 自
然
と
の
融
合
 

山
里
で
自
然
と
対
決
し
、
そ
れ
を
超
克
し
た
時
そ
こ
に
 
見
 出
さ
れ
る
人
間
と
自
然
と
の
融
合
に
よ
る
境
地
は
、
新
古
 今
集
に
も
い
く
つ
か
 

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
、
桜
の
花
と
 
自
己
と
の
関
係
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
例
え
ば
 次
の
歌
の
境
地
で
あ
る
。
 

㎜
幾
年
の
春
に
心
を
づ
く
し
 来
ね
 あ
は
れ
と
思
へ
 
み
吉
 野
の
花
 

皇
太
后
宮
大
夫
 俊
成
 

Ⅲ
は
か
な
く
て
過
ぎ
に
し
か
た
を
か
 ぞ
ふ
 れ
ば
花
に
も
 の
 思
ふ
 春
ぞ
 経
に
け
 る
 

と
い
う
式
子
内
親
王
の
歌
は
 、
 過
ぎ
去
っ
た
 己
 れ
の
 人
 生
に
 桜
の
花
と
の
か
か
わ
り
が
強
く
 、
 花
に
心
を
ひ
か
れ
 て
き
た
。
そ
れ
が
静
か
 

な
 調
子
で
詠
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
哀
れ
さ
が
み
え
る
。
 し
か
し
こ
の
花
と
の
融
合
を
見
事
に
な
し
と
げ
た
の
は
 西
行
で
あ
り
、
次
の
歌
 

は
 新
古
仝
集
に
は
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、
花
と
 己
 れ
と
 己
 れ
と
 花
 と
見
分
け
が
っ
か
ぬ
ほ
ど
桜
に
魂
を
さ
さ
げ
 う
 く
し
た
人
生
が
 よ
 ま
れ
 

て
い
た
の
で
あ
る
。
（
い
ず
れ
も
山
家
集
 よ
 り
）
 

胚
化
 に
そ
む
心
の
い
か
で
残
り
 け
 む
捨
て
果
て
て
き
と
 思
ふ
 我
 身
に
 

曲
礼
 と
 ぎ
く
は
誰
も
さ
こ
そ
は
 う
 れ
し
げ
れ
思
ひ
し
 づ
 
め
ぬ
 誠
心
か
な
 

6
 

あ
 尋
ね
入
人
に
は
見
せ
じ
山
桜
わ
れ
と
を
花
に
あ
は
 ふ
 と
 思
へ
ば
 

 
 

㏄
吉
野
山
こ
ず
ゑ
の
花
を
見
し
日
ょ
 り
 心
は
身
に
も
そ
は
 ず
 な
り
に
ぎ
 

ぬ
 花
見
れ
ば
そ
の
 ぃ
 は
れ
と
は
な
け
れ
ど
も
心
の
う
ち
 ぞ
苦
 し
か
り
げ
 ろ
 

℡
年
を
へ
て
待
っ
も
惜
し
む
も
山
桜
心
を
春
は
つ
く
す
  
 

こ
れ
ら
の
歌
に
は
桜
に
と
り
つ
か
れ
た
西
行
の
狂
お
し
い
 ば
か
り
の
思
 い
 が
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
死
へ
の
傾
斜
 と
な
り
、
「
 ね
 が
は
く
 

は
 花
の
下
に
て
 春
 死
な
む
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
も
ち
月
の
 ，
 
」
 ろ
 」
（
山
家
集
㍗
）
「
ほ
と
げ
に
は
桜
の
花
を
た
て
ま
 つ
 れ
我
が
後
の
世
を
人
 

と
 ぶ
ら
は
 ば
 」
（
山
家
集
㎎
）
と
な
っ
て
結
実
し
て
い
る
 。
前
に
あ
げ
た
歌
の
中
で
も
特
に
「
吉
野
山
・
・
・
」
の
歌
 
は
 、
西
行
の
精
神
生
活
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識
 

 
 

う
 な
形
態
を
な
し
て
い
る
。
古
今
集
の
王
朝
 

人
 が
散
る
 
桜
 の
花
に
人
生
の
は
か
な
さ
を
 

涼
み
て
無
常
意
識
を
か
り
た
て
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
 

新
 古
今
集
の
作
者
た
ち
は
散
る
桜
に
は
か
な
さ
よ
り
も
ほ
 

ろ
 び
 ゃ
 く
も
の
の
美
を
感
じ
 

練
 
て
い
る
。
こ
の
美
の
世
界
は
、
は
か
な
さ
を
超
克
 

し
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
 

「
あ
は
れ
」
と
い
う
感
覚
で
 

が
 
常
な
き
 
せ
 と
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
「
あ
は
 

れ
さ
 」
が
も
っ
と
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
自
然
の
 

中
に
お
い
て
で
あ
り
、
古
今
 

胎
案
 が
春
の
桜
に
求
め
た
も
の
を
、
新
古
今
集
で
は
、
 

秋
 の
月
や
冬
の
山
里
の
寂
 

蓼
と
 孤
独
の
中
に
感
得
し
て
 

い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
 

新
栄
光
に
み
ち
た
古
今
集
の
世
界
と
沈
滞
と
衰
退
の
 

新
古
今
集
の
世
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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の
 究
極
で
あ
り
宗
教
的
境
地
を
あ
ら
れ
す
も
の
と
 い
 え
 る
 。
世
を
捨
て
な
が
ら
捨
て
切
れ
ぬ
苦
悩
に
さ
い
な
ま
さ
 れ
た
西
行
に
と
っ
て
は
 

何
よ
り
の
救
い
の
境
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

以
上
は
、
新
古
今
集
を
は
な
れ
て
、
し
か
し
新
古
今
集
の
 
歌
人
西
行
に
み
ら
れ
る
自
然
と
自
己
と
の
 歌
ム
ロ
 
の
境
地
 で
あ
る
が
、
こ
の
外
、
 

新
古
今
集
の
中
に
も
同
様
の
精
神
的
支
柱
を
表
現
し
て
 い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
然
の
中
で
も
と
く
に
 月
 と
の
関
係
で
と
ら
え
ら
 

れ
て
い
る
。
 

藤
原
家
隆
朝
臣
 

朔
 な
が
め
つ
つ
思
ふ
も
寂
し
ひ
さ
か
た
の
月
の
都
の
明
 げ
 方
の
空
 

㍾
も
こ
そ
 め
 く
が
れ
に
 け
 り
秋
の
夜
の
夜
深
 き
 月
を
ひ
 と
り
見
し
よ
り
 

源
 
通
済
 

式
子
内
親
王
 

Ⅲ
更
く
る
ま
で
な
が
も
れ
ば
こ
そ
 恕
 し
げ
れ
思
ひ
も
 入
 れ
じ
 秋
の
夜
の
月
 

-
 
㎝
 -
 

な
ど
に
は
「
 月
 」
と
い
う
対
象
に
向
げ
ら
れ
た
深
い
洞
 察
の
境
地
が
み
え
る
の
で
あ
る
。
 

六
 

む
す
び
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u
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コ
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コ
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刃
臼
碍
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且
ト
窩
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井
 間
宮
二
夫
「
 神
 殺
し
の
時
代
」
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
 日
午
 

石
田
一
良
「
歴
史
学
と
日
本
思
想
史
」
、
日
本
思
想
史
概
論
 
一
 一
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
六
三
年
 

こ
こ
で
は
宗
教
の
定
義
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
。
 

ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
い
う
「
宗
教
的
な
る
も
の
」
と
い
う
 考
 え
方
を
踏
襲
す
る
。
）
 
0
 ぎ
婁
 我一
、
 、
 
p
 の
。
 
ョ
 5
 目
 
罷
ぎ
ォ
 ，
 ）
の
の
～
・
参
照
 

津
田
左
右
吉
「
文
学
に
現
は
れ
た
る
国
民
思
想
の
研
究
」
 
一
 、
 貴
族
文
学
の
時
代
岩
波
書
店
一
九
六
四
年
 

亀
井
勝
一
郎
「
古
代
知
識
階
級
の
形
成
」
一
九
六
 0
 年
 、
文
芸
 春
秋
、
一
三
頁
 

何
方
 

和
辻
哲
郎
「
日
本
倫
理
思
想
史
」
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
 

石
田
、
注
 3
 参
照
 

村
松
 剛
 
「
死
の
日
本
文
学
史
」
新
潮
社
一
九
七
五
年
、
田
村
 
芳
朗
・
 源
了
圓
編
 
「
日
本
に
お
け
る
生
と
死
の
思
想
」
 有
 斐
閣
 選
書
一
九
七
 

七
年
、
こ
の
外
、
筆
者
も
含
め
て
十
名
で
著
し
た
「
日
本
人
の
 生
死
 観
 」
大
蔵
出
版
一
九
七
二
年
が
あ
る
。
 

こ
の
論
文
と
同
じ
路
線
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
「
 古
 仝
集
に
み
 ら
れ
る
宗
教
意
識
」
に
つ
い
て
す
で
に
執
筆
し
た
。
「
小
口
先
 生
 喜
寿
記
念
論
 

文
集
」
（
仮
称
近
刊
）
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。
 

識
 は
け
し
て
新
古
今
集
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
 で
は
な
い
。
時
代
と
同
じ
く
す
る
八
代
集
な
ど
や
、
歌
人
 自

身
の
私
家
集
な
ど
に
⑧
 

 
 
 
 

も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
し
か
し
 そ
れ
に
一
応
の
限
界
を
も
，
 r
,
 
け
 、
一
部
を
除
き
資
料
と
し
 て
は
新
古
今
集
の
み
を
 

対
象
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
み
ら
れ
る
宗
教
 意
 識
は
 、
さ
ら
に
 よ
 り
広
範
囲
の
領
域
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
 ぎ
 も
の
で
あ
る
。
そ
し
 

て
 領
域
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
歌
人
 た
ち
の
、
い
わ
ば
「
信
仰
を
も
た
な
い
人
の
宗
教
意
識
 」
が
よ
り
鮮
明
な
形
で
 

あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
 う
 。
 

新
古
仝
集
の
形
づ
く
る
世
界
は
文
学
と
し
て
は
新
古
今
 

集
 独
特
の
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
投
影
さ
れ
た
 

当
代
の
人
の
宗
教
 
意
 

70 



新古今集にみられる 宗教意識 
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世 
界 

ま、 Ⅰ 

秋 
か 
ら 
久 % お 窪欝 が吝 
の 、 宗田 希 
世 
界   
であ 

  
  
らノ 

に 
思 

つ @ 。 

  
れ 
ウま 

古 
今 
集 
の 
春 く し 「 
の し糸 
世 るた 。 。 万一 葉九 た @  。 % コ日 」 

白 莫 七 界 
と 桜   
対 物 然 の 日午 - ‥ - 楓 往 者 寂 
照 が 然に 社、 Ⅰも と 後 

的 で ・ 鳥 

で、 同じ すべ 観 」   運 の 壮士 捧 - 」 の歌を ハ 「 羽 

あ て 方立 九 ァょ と名 隠士 

る 。 歌 集 場 セ 岐皇 
0  集か O 
村 議 ら 年 
照 度 執 が である。 ど 。 ナ っこ 。 の独 木 」 

が断 
あ 作に 筆し @ こな 第二 る 。 成 よ 

ま 
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（
 諺
 ）
月
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
別
に
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
   

  

(640)@ 72 



さ
れ
る
、
主
体
の
経
験
の
転
換
の
出
来
事
で
あ
り
、
 日
 常
 的
経
験
の
解
体
と
宗
教
的
経
験
の
顕
現
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
 ク
ス
 が
そ
こ
を
足
場
と
 
73  

 

象
 そ
れ
自
体
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
規
定
性
や
直
接
的
な
形
 姿
 で
は
な
く
、
こ
の
現
象
の
基
層
を
な
し
根
底
に
お
い
て
 生
起
し
て
い
る
と
予
想
㏄
 

げ る の 想 の み 顕 し れ 宗教の 、このここで 聖 な 訣 との される 動揺な れば、 現して て徹底 完 。は 、 
問 転 る 別   い こ く 約 数 世 
わ 換 も な 聖 し の る に 的 界 
れ の の い と 期 日 出 拒 経 に 
て 前 の し 俗 壊 常 並 - 絶 敵 国 
ぃ 提 題 は と の 的 の 的   は 有 る に 現 そ が 事 経 当 で な 
0 代 状 れ 根 態 験 初 あ 日 聖 

ほ在 すの解約 況の本がののり、 そ 尺地 常俗 約三 
い る 根 体 に こ 中 平 聖 経 元   
硯 崩起 従者しはい的の 両 起とた本別懐 
象 壊 し 来 が て 絶 て に も 宗 教の世 ないしでもあ ている の日常 徹底し 対的におり、 し @ し 、土、 容れ 相 絶 の、 
る 解 と 的 た 玉 具 つ な 射 界 

。 佑 子 な 対 体 質 も ぃ 的 を 
し の 想 経 立 の な そ 。 に 際 
か 事 さ 験 開 経 宗 こ し 異 立 たせて わ し、 態に注 れる、 様態の 係 にあ 験の根 教的経 に身を かし、 質なも 

れ 目 主 根 る 底 験 置 京 の ぃ 
わ し 鉢 木 か に が い 教 で る 
れ た の 的 ぎ 、 新 て 的 あ 聖 
が い 経 な り あ た い 経 っ と   

注目 。 験恋 の草 はるに " 快生日が る験て " 俗 と 

目 U 

す こ を 聖 宝 戒 常 そ 聖 の 
る ぅ 必 な 的 し 拘 れ な 特 
の し 然 る な て 経 と る 異 

た 的 も 変 く 験 の も な 
田 

ま @ ] 
転 に の 叱 る の 確 の ア 

俗 換 伴 の が 際 世 執 は ン 
か の っ 顕 主 に 界 を 、 タ 

ら 

聖 
へ 
の 

転   
換 り わ る と 経 し か に ち 
現 わ れ も 予 験 て ら 対 す 

  

宗
教
的
実
存
転
換
の
基
礎
構
造
 



  

し し れ し 知 の 域 の 
" て て と て も 基 に 

そ 問 い は い れ 軸 区 と 、 経 験で、 の 著しい われるれは、るとは 「世界 、え、 し， る よ う ている をなす 別して そこか の転換 ある。 、 、 T 
聖 場 限 聖 に 聖 の 把 ら が 」）特 を 

  

敏 一   で っ 
あ ほ 
る る 立つと 状況論は、 俗 し拍 こ o 、 の基調 れる。 念は 、 世界を れてい に生起 ら 

」 な と を そ 聖 - る し い       ゆ 
的 る え な れ な こ て ぅ 

俗聖 
視 角の もばす 、 俗   に た 
の と 古 な 射 る 
火 の 興 る と し のももは とあ の、 
港 運 酌 も 

し も 
て 俗 る と 世 
も な   

  
す る 聖 

  
聖 のとの と、 関面、 な聖の 

を 他 
で も 俗 あ あ 定 は 

観 る 「 こ に の 論 る ら め る 
念 る 木 の " と の い か る ら 
な い 賀 村 ほ の 
と は 論 照   ひ よ る 
り 、 」 性 を 頓 的 否 ふ 
ま 俗 に の 

両 俗 
な に な 定 た 者 な 

く と み 問 す 峻 提 起 つ め る 
ィ谷 月 U  目昌 克 の 畢 ら 

な す 者 さ 領 題は、 特異な られる の対照 

質 の 
性 を 

解 性 ょ 聖 に 含 
釈 な う 観 れるも るもの 威に る二元 、 でもあ よ も 

と 論 っ の そ   の で た と れ 
状 顧 望 解 

領 るほ 二 
況 は が 釈 

か 域 も 成就 対照 ある デュ 、 もサ @  沖こ 

性 が め さ 転 な 区 索道 メ こ対 Ⅵ な 、 ケ れ 挺 
す り ぱ い 

  
る 宗 ム る を 

る さ も て 
  す 

親 裁 に も 境 る 
反 れ そ い 点 の よ の に     
省 が の つ を 基 れ と し 
の ち 内 で 暗 本 ば の て ，と の 」 " 、 " 
下 で 在 も 黙 観 " " 崩 宰薫 、 こ 

質、 れ 
l 生 、 が も 壊し 徹底に 顕在的 ある。 的意味 のう 命と 宗教 生成 ち し 的 的 て は、 宗 

ヶ @ し Ⅱ @ ヒ に て 世 な ゆ 絶 、 教 
起し 因 眼間 前よ昇一 く 射 、 思 
し か 定 わ 捷 く 観 領 も 的 、 想 

    
「 し 

京 を 
教 士 
的 台 
な と 

実 し 

存 て 
転 属 
換 開 
」 さ   
基 る 
礎 と 

杓 子 
な 想 
位 さ 

組 れ 

る、 みに 

つ 主 
い 体 
て の 

の 経 
ひ 験 
と の 
つ 変 

0 車 
存 状 
在 況 

  
解 る   
の か 

試 く 

み し 
て ・ て あ 
る こ     

で， 

ヰ子 

ね 
ら 

れ 

て 

  
る 

の 
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宗教的実存転換の 基礎構造 

て
い
る
の
で
 

っ
て
い
る
 俗
 

よ
う
に
思
わ
 

性
の
応
々
に
 

え
て
い
る
 経
 

セ
ッ
ト
化
さ
 

を
、
あ
る
い
 

す
る
 俗
 な
る
 

い
ず
れ
に
 

対
照
性
な
る
 

制
 し
て
、
 あ
 

対
照
性
に
見
 

本
質
的
 諸
要
 

忠
実
た
ら
ん
 

こ
こ
で
か
 

背
景
と
す
る
 

に
ひ
か
え
て
 

か
ら
す
る
と
 あ

っ
て
、
こ
の
場
 ム
ロ
 
に
お
い
て
も
、
実
は
 、
 聖
の
内
在
 的
 意
味
に
と
ら
わ
れ
た
木
質
論
者
の
脳
裏
に
は
、
素
通
り
 し
て
し
ま
 

と
の
対
照
 佳
 の
問
題
 が
、
 聖
の
特
性
に
関
す
る
決
定
的
 な
せ
 0
 き
浅
 す
の
と
し
て
暗
黙
の
う
ち
に
承
知
さ
れ
前
提
 さ
 れ
て
い
る
 

れ
る
。
聖
な
る
も
の
の
即
自
的
な
主
題
化
作
業
は
 、
聖
 と
 対
比
さ
れ
る
 俗
 な
る
も
の
の
存
在
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
 と
の
関
係
 

し
て
無
自
覚
な
捨
象
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
よ
さ
に
 思
 わ
れ
る
。
宗
教
的
経
験
が
そ
こ
に
お
い
て
そ
れ
と
し
て
 成
り
立
ち
 

験
の
全
体
的
状
況
と
の
連
関
を
あ
ら
か
じ
め
捨
象
 し
、
，
 」
の
全
体
的
状
況
の
な
か
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
 な
ら
な
い
 

れ
た
宗
教
経
験
な
る
も
の
を
そ
れ
と
し
て
主
題
化
し
た
、
 伝
統
的
な
「
宗
教
の
本
質
論
」
の
あ
ま
た
の
試
み
が
、
 聖
の
状
況
 

ほ
 
本
質
的
に
全
体
的
な
構
成
に
お
い
て
あ
る
聖
の
特
 性
 を
と
り
逃
し
が
ち
で
あ
る
の
は
、
聖
の
観
念
か
ら
、
 

そ
 こ
に
伏
在
 

（
 
0
4
@
 

も
の
と
の
対
比
性
な
り
連
関
性
を
捨
象
す
る
と
い
う
 方
 法
論
的
 陥
穿
に
 無
自
覚
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 

し
て
も
、
聖
の
観
念
は
、
そ
の
存
立
の
不
可
欠
な
条
件
 と
し
て
、
 俗
 な
る
も
の
の
存
在
を
前
提
 し
 、
そ
の
根
底
に
 、
俗
 と
の
 

理
念
を
宿
し
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
 

オ
 ッ
ト
 ー
に
み
ら
れ
る
聖
の
非
合
理
的
側
面
へ
の
一
方
的
 傾
斜
を
批
 

く
ま
で
も
聖
の
全
体
を
把
え
よ
 う
 と
し
た
 
ヱ
 リ
 ア
 ー
 デ
 は
 、
 聖
な
る
も
の
の
定
義
を
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
 俗
 な
る
 も
の
と
の
 

（
 
3
 ）
 

出
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
、
あ
る
意
味
で
は
通
俗
的
 に
 聞
こ
え
も
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
オ
ッ
ト
ー
の
 よ
 う
 な
聖
の
 

素
へ
の
立
ち
入
っ
た
詮
索
を
、
安
易
に
回
避
し
た
た
め
 で
は
な
く
、
む
し
ろ
・
ど
こ
ま
で
も
聖
の
全
体
的
状
況
へ
 の
 視
角
に
 

と
し
た
結
果
と
み
な
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
 

り
に
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
理
論
の
不
用
意
な
援
用
に
身
を
 ゆ
 だ
れ
る
な
ら
ば
、
聖
な
る
も
の
は
、
 

俗
 な
る
も
の
を
「
 地
 」
と
し
 

こ
と
に
お
い
て
見
え
て
く
る
「
 図
 」
と
も
言
え
よ
う
。
 
あ
 る
い
は
、
聖
が
「
形
態
」
と
し
て
顕
現
し
う
る
の
は
、
 

「
お
目
星
ホ
」
 

い
る
 俗
 と
の
対
比
に
お
い
て
、
な
い
し
は
、
 

俗
 な
る
 背
旦
 赤
 め
 
「
 無
 化
」
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
こ
う
 し
た
観
点
 

、
エ
リ
ア
ー
デ
の
意
図
は
、
本
質
論
的
視
角
が
素
通
り
 し
が
ち
な
こ
の
「
背
景
」
を
呼
び
も
ど
し
、
 

俗
 と
の
連
関
 を
 取
り
込
 
75@ (643) 



を
 意
味
し
て
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
シ
ュ
ラ
 イ
ヱ
 
ル
マ
ッ
ハ
ー
は
 
、
 聖
と
 俗
 と
の
異
質
性
に
は
注
目
し
 な
が
ら
、
こ
の
異
質
性
 

 
 

  

は
、
 必
ず
し
も
、
区
別
そ
の
も
の
の
絶
対
的
な
性
格
を
意
 味
 し
て
は
い
な
い
。
対
比
さ
れ
る
一
方
の
特
性
が
絶
対
 的
と
規
定
さ
れ
て
い
る
 

の
で
あ
っ
て
、
対
比
そ
の
も
の
が
絶
対
的
な
の
で
は
な
い
 。
絶
対
性
は
 、
 聖
の
内
的
属
性
の
規
定
で
あ
っ
て
 、
聖
 と
俗
 と
の
区
別
の
特
性
 

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
絶
対
的
」
と
の
規
定
は
 、
し
 か
し
、
相
対
的
感
情
に
対
す
る
識
別
上
の
標
識
に
す
ぎ
な
 い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
 

宗
教
的
な
感
情
を
自
然
的
感
情
と
区
別
し
て
は
い
 ろ
 も
 の
の
、
 -
 」
の
区
別
が
「
特
別
な
」
も
の
で
あ
る
点
へ
の
 
留
 意
は
不
十
分
で
あ
っ
 

@
4
 
）
 

た
 。
か
れ
は
、
自
然
的
感
情
の
相
対
的
性
格
と
の
質
的
 区
 別
を
指
摘
す
る
た
め
に
、
宗
教
的
感
情
を
「
絶
対
的
な
 依
存
感
情
」
と
表
現
す
 

判
を
挟
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
 ，
 
」
の
点
を
め
ぐ
っ
て
で
も
あ
っ
た
。
す
な
 ね ち
、
シ
ュ
ラ
 
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
 
は
、
 

賦
性
の
内
実
を
異
質
性
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
タ
オ
 ト
 口
 ジ
ー
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
 

で
は
な
く
、
そ
れ
の
特
異
な
内
容
に
あ
る
。
 

オ
ッ
ト
ー
が
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
，
ハ
ー
の
依
存
感
情
を
 、
宗
教
固
有
の
感
情
に
注
目
し
た
も
の
と
し
 て

 、
問
題
は
 、
 単
な
る
異
質
性
 

て
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
 批
 

し
、
 聖
が
 俗
と
 対
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
は
、
 両
 者
の
異
質
性
は
す
で
に
前
提
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
 。
そ
の
意
味
で
は
、
 対
 

と
こ
ろ
で
、
聖
な
る
も
の
の
全
体
性
は
、
そ
れ
と
対
比
 さ
れ
る
 俗
 な
る
も
の
と
の
こ
う
し
た
連
関
性
へ
の
思
量
に
 よ
っ
て
確
保
さ
れ
よ
 

ぅ
が
、
 聖
な
る
も
の
の
固
有
の
意
味
へ
の
問
い
に
お
い
 て
は
、
 聖
と
 何
と
の
対
照
性
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
特
異
な
 内
実
が
問
題
に
な
る
。
 

そ
し
て
、
聖
な
る
も
の
の
こ
う
し
た
特
性
の
規
定
と
し
 て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
異
質
性
」
な
る
カ
テ
ゴ
 リ
 ー
で
あ
ろ
う
。
し
か
 

は
、
 聖
の
顕
現
に
際
し
て
は
無
化
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
 

不
 用
意
に
素
通
り
し
が
ち
な
 俗
 な
る
も
の
と
の
こ
の
対
照
 性
 に
留
意
し
て
お
く
。
 

  

ず 無性 い 
に れ 
見 に   
し て 

ても お 、 
<@ @ ．   
堅 し 

  
  
れ か 

  
  
景 わ 
と れ 
し ね 
て れ 

  
的 ひ 
に と 

まず、 ひかえ 

て 聖   
な る 
が も 

ら の 
弛 め 

と 金 
し 体 
て 的 
沈 な 
ん 樽 
で， 図 

いな る、   

  
  
る こ   
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む
，
 」
と
に
よ
っ
て
 、
 聖
の
全
体
的
な
構
図
を
取
り
戻
す
 -
 
」
と
に
あ
っ
た
、
と
も
み
な
し
 
え
よ
う
 。
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を
 規
定
し
て
い
る
絶
対
的
な
性
格
を
見
落
し
て
い
る
 

と
 言
え
よ
う
。
 

@
5
-
 

そ
れ
に
対
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
が
強
調
す
 

る
の
は
、
単
な
る
異
質
 

性
 で
は
な
く
、
こ
の
異
質
性
の
絶
対
性
で
あ
る
。
い
ず
 

れ
に
し
て
も
、
オ
ッ
ト
ー
の
指
摘
か
ら
容
易
に
確
認
し
う
 

る
の
は
、
聖
な
る
も
の
 

を
俗
 な
る
も
の
か
ら
別
 

け
 隔
て
て
い
る
区
別
の
こ
の
 

絶
 射
 的
な
性
格
で
あ
る
。
宗
教
的
経
験
が
多
元
的
な
人
間
経
 

験
の
全
体
に
お
い
て
 

占
 

め
て
い
る
独
得
の
位
置
は
 

、
 他
の
一
切
の
経
験
様
態
に
対
 

す
る
こ
の
絶
対
的
な
異
質
性
に
見
出
さ
れ
る
。
 

以
上
、
聖
観
念
を
め
ぐ
る
伝
統
的
論
議
に
こ
と
改
め
て
 

付
き
合
っ
て
ぎ
た
の
は
、
聖
な
る
も
の
の
ふ
た
り
の
特
性
 

を
 確
認
す
る
た
め
で
 

あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
あ
る
種
の
本
質
論
が
素
通
り
し
て
 

い
る
 
俗
 な
る
も
の
と
の
連
関
に
留
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

浮
上
し
て
く
る
里
俗
 

の
 

対
照
性
の
間
 

題
 。
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
の
対
照
性
の
内
 

実
を
規
定
し
て
い
る
絶
対
的
な
異
質
性
、
す
な
 

ね
 ち
、
 
聖
 と
俗
 と
 か
り
 

7
 
ノ
ン
 
ヵ
ノ
ゴ
二
 

ズ
ム
 の
問
題
で
あ
る
 

0
 そ
し
て
、
里
俗
の
対
照
 

珪
 に
こ
だ
 
わ
る
の
は
、
宗
教
的
経
験
の
固
定
的
な
本
質
の
規
定
を
 

主
題
化
す
る
た
め
で
は
 

な
く
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
聖
の
即
自
的
な
本
質
論
の
 

展
開
に
お
い
て
は
素
通
り
し
が
ち
な
 

俗
 な
る
も
の
と
の
 

連
 関
を
呼
び
か
え
し
、
 

俗
 

な
る
も
の
の
崩
壊
を
も
含
め
た
聖
な
る
も
の
の
顕
現
の
 

、
 し
た
が
っ
て
、
宗
教
的
経
験
の
生
成
の
全
体
的
状
況
を
 

視
野
に
お
さ
め
る
た
め
 

で
あ
る
。
ま
た
、
と
り
わ
け
、
 

聖
と
俗
 
と
の
 ァ
ソ
タ
ゴ
 
-
 
一
ズ
 
ム
 に
こ
だ
わ
る
の
は
、
そ
れ
の
ゆ
え
に
聖
な
る
も
の
 

の
 顕
現
に
際
し
て
は
 

不
 

回
避
 に
 起
こ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
、
 

俗
 な
る
も
の
の
 

解
 体
現
象
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
生
起
し
て
く
る
俗
か
ら
 

聖
 へ
の
転
換
の
成
り
立
ち
 

造
を
主
題
化
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
聖
の
本
 

質
 構
造
を
別
出
し
ょ
う
と
し
た
オ
ッ
ト
ー
 

は
 、
す
で
に
そ
 
れ
と
し
て
在
っ
て
い
る
宗
教
 

経
験
の
い
わ
ば
静
止
的
な
本
質
の
解
明
を
事
と
し
簗
で
も
あ
っ
た
。
聖
の
絶
対
的
な
他
者
性
を
す
る
ど
 

構
姪
 

 
 

 
 

楠
に
 生
起
す
る
で
あ
ろ
う
特
異
な
状
況
へ
の
問
い
か
 

げ
は
展
開
し
て
い
な
い
。
オ
ッ
ト
ー
が
明
示
し
た
聖
の
絶
 

射
的
に
他
者
的
な
構
造
に
注
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の 聖 は れ 最 
世 と 僻 見 て も 聖 
界 こ カ 出 い 基 俗 
は ろ テ す る 本 二       的聖 なとを出 l の Ⅴ こ、 もの も @K へ 今日 もの 俗 と 直接 来 な 世界 @ と 

で の 的 い を っ の は対 な 照 に宗室 は教 と て よ 世 「 
い の 用 国 俗 い 俗 

。 事 い 有 と で 化 

三案ぬののあ 分は場現二ろ 論   
法 こ 合 家 領 う の 
ほ の に で 域 。 展 

よ ょ お あ に 宗 開 
づ う い る 峻 数 に 
て に て 。 別 的 お て 規定ある い も、 そし する 世 な   
た 晋 三 家 な 握 が 
ふ 通 分 散 二 に 見   
の お 枠 義 が デ は 
世 び 組 を 見 ュ す 
界 て は め う ル る   
回 と む 広 れ や や 
，む し ね 義 る ェ を よ 

り、宗 ないしても、 承認し の宗教 この リアー 

還 し て 学 聖 デ 教 

俗 か い 的 俗 の 的   
な 対 う の 法 に 観 
ど 比 に 多 は よ の 
か さ 居 、 く   つ 特   
る つ え ほ ら る 

の 現 る る 
で集 際うい睦は苫 
あ の に ひ ず 埋 そ な 
る 根 心 と れ 由 れ ぃ 

。 底 然 つ に を の   すな にお 的に の事 して 告げ 顕現 

生 し 注 わ の 日 
  
起 て 目 れ と 常 宗   オ の 験 
と ろ の 聖 ッ 崩 が ; 
予 う 経 の ト 壊 日 

忍 従 験 こ l な 常 
さ 来 と う の い 的 
れ の は し 言 し 経   絶対 主体の は 様態の 的に相 性のゆ の他者 を前提   
の の ず 宗 拒 ざ 異 
ゲ 出 そ 教 香 る 質 
シ 来 れ 的 性 を で   
ュ 事 に 経 が え あ 

よ、 / り、 タレ 注 ぬの対しに 注目 力し 

ト 目 て 生 さ の そ 

チ                                       
ェ 日 的 際 の る 対 ンシ 常な 的 ひ して して 

の 経 と 生 る こ 拒 
成 験 つ 起 。 の 否 
り か の し 目 的 
上 ら 経 て 常 な 

ち宗験 を教がざ こ   
約 も 

経 の 
尋 @  的 "  る 験 で 
ね 経 新 を の あ 

と の 生 い   
る 換 す あ の り 



よ
う
 に
、
相
互
に
移
動
の
可
能
性
を
お
び
、
可
変
的
で
も
 あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
里
俗
二
元
論
は
、
固
定
し
た
「
 胎
 生
 的
な
二
元
論
で
は
な
 

い
 
@
6
 
0
 
）
 」
と
こ
ろ
が
、
可
変
的
な
こ
の
 聖
俗
 ふ
た
り
の
 世
 弄
 は
、
他
面
で
は
、
絶
対
的
に
異
質
な
も
の
と
し
て
隔
絶
 さ
れ
て
お
り
、
そ
の
 自
 

白
 な
懇
意
 的
 移
動
は
拒
ま
れ
て
も
い
る
。
 聖
界
 と
の
 不
 用
意
な
接
触
は
、
通
例
は
、
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
。
 聖
 な
る
も
の
は
、
「
絶
対
 

（
 
り
 
1
 
）
 

他
者
」
と
し
て
、
 俗
 な
る
も
の
に
対
し
て
徹
底
し
て
 拒
 否
 的
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
ほ
ア
ン
タ
 ゴ
 ニ
ズ
ム
が
 見
う
 げ
ら
れ
る
。
し
て
み
れ
 

ば
 、
宗
教
的
二
元
論
に
は
、
可
変
性
と
拒
否
性
と
の
 相
 

宗
教
的
世
界
観
に
み
ら
れ
る
こ
の
特
異
な
 ア
 ン
ビ
バ
レ
 

矛
盾
す
る
特
性
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

シ
 ス
の
解
明
は
、
た
と
え
ば
、
 両
 特
性
を
切
り
離
し
て
、
 そ
れ
ぞ
れ
を
 聖
俗
関
 

係
 の
基
本
的
要
素
と
み
な
し
て
個
別
的
に
そ
の
内
容
を
 吟
味
す
る
が
ご
と
 き
 、
便
宜
的
な
分
析
的
手
法
に
よ
っ
て
 も
 、
あ
る
点
で
は
可
能
 

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
 相
 矛
盾
す
る
二
面
の
結
 び
つ
 ぎ
を
切
断
し
、
こ
の
結
合
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
 独
自
な
弁
証
法
の
解
読
 

を
 放
棄
す
る
こ
と
に
な
り
か
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
 こ
 の
 宗
教
的
な
特
異
な
弁
証
法
を
読
み
と
る
た
め
に
ほ
 、
そ
 ぅ
 し
た
要
素
的
分
析
的
 

手
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ま
た
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
。
は
 
ら
 聖
世
界
の
み
を
そ
れ
と
し
て
主
題
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
 て
で
も
な
く
、
あ
く
ま
 

で
も
、
対
立
的
な
里
俗
 両
 世
界
の
可
変
的
な
動
的
連
関
 そ
 れ
 自
体
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
聖
の
本
質
 論
 に
与
せ
ず
、
聖
な
る
 

も
の
が
 俗
 な
る
も
の
の
只
中
か
ら
、
そ
れ
の
解
体
を
媒
 介
 と
し
て
顕
現
し
て
く
る
、
宗
教
的
経
験
の
特
異
な
生
成
 状
況
に
も
っ
ぱ
ら
注
目
 

遣
 
す
る
の
は
こ
の
ゆ
え
で
あ
る
。
 

構
 

麟
 

求
め
ら
れ
て
い
る
俗
か
ら
聖
へ
の
宗
教
的
転
換
 の
 構
造
に
関
す
る
存
在
論
的
解
釈
の
試
み
の
手
が
か
り
と
 な
る
宗
教
現
象
と
し
て
、
 こ
 

簗
 
こ
で
は
、
俗
か
ら
聖
へ
の
転
換
の
ダ
イ
ナ
ミ
 "
 ク
 ス
を
 ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
象
徴
し
て
い
る
イ
ニ
シ
エ
イ
シ
 ョ
ン
 儀
礼
に
注
目
し
て
み
た
 

楠
い
 0
 な
お
、
多
く
の
イ
ニ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ン
解
釈
の
 う
ち
で
も
、
今
の
問
題
に
と
っ
て
と
り
わ
け
示
唆
的
で
あ
 る
の
は
、
イ
ニ
シ
エ
イ
シ
ョ
 

 
 
 
 

実
 

 
 
 
 

エ
ソ
ア
宗
 

沖
ン
の
 
「
イ
ニ
シ
ェ
イ
シ
ョ
 

実
存
的
意
味
の
解
読
を
主
題
と
し
た
 

ソ
 は
 、
 
"
 
宗
教
 "
 と
い
う
 

 
 

げ
で
は
な
く
、
 
"
 
全
 "
 生
活
 
杓
 



  

  

を
含
ん
だ
行
為
で
あ
る
。
」
 

-
8
 
）
そ
れ
は
、
日
常
的
経
験
と
 の
 関
係
を
捨
象
し
た
場
合
に
お
い
て
も
そ
れ
と
し
て
確
認
 し
ぅ
 る
よ
う
な
「
 単
な
 

る
 」
宗
教
経
験
で
は
な
く
、
 

俗
 な
る
営
み
と
は
無
縁
な
 地
 平
で
 遂
行
さ
れ
る
聖
な
る
営
み
の
純
粋
な
結
晶
で
も
な
 く
 、
非
宗
教
的
 な
 経
験
 

と
の
連
関
を
重
要
な
モ
メ
ン
ト
と
し
て
含
ん
だ
生
の
 ト
｜
 タ
か
 な
営
み
で
あ
り
、
俗
世
界
と
の
、
根
本
的
に
は
 対
 立
 的
で
は
あ
る
が
、
 
不
 

可
 欠
な
関
係
地
平
に
お
い
て
聖
世
界
へ
の
参
入
を
図
る
 、
 い
わ
ば
、
里
俗
画
世
界
に
か
か
わ
る
営
み
で
あ
る
。
 こ
 の
よ
う
に
、
イ
ニ
シ
 
ェ
 

イ
シ
 。
 ン
は
 、
た
と
え
そ
れ
の
解
体
を
意
図
し
て
は
い
て
 も
 、
あ
く
ま
で
も
日
常
的
経
験
と
の
緊
張
関
係
の
只
中
 で
、
聖
な
る
も
の
と
の
 

出
会
い
を
成
就
し
ょ
う
と
す
る
、
人
間
の
全
体
的
な
営
 み
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
照
射
し
て
い
る
の
は
 、
 単
な
る
聖
の
本
質
 せ
 

界
 で
は
な
く
、
こ
の
聖
世
界
が
そ
こ
に
お
い
て
成
就
 さ
 れ
る
人
間
経
験
の
全
体
的
状
況
で
あ
る
。
 

イ
ニ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
し
か
し
、
領
域
的
に
人
間
経
 験
の
 
「
全
体
」
に
か
か
わ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
 

そ
 れ
は
、
同
時
に
 、
そ
 

し
て
よ
り
本
質
的
に
は
、
経
験
の
「
生
成
」
に
か
か
わ
る
 行
為
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
 

ヱ
 リ
ア
ー
デ
は
、
こ
の
 儀
礼
の
目
的
を
、
そ
れ
 

庄
 
g
 ）
 

に
 加
わ
る
者
の
「
宗
教
的
・
社
会
的
状
態
の
決
定
的
変
革
 」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
儀
礼
が
 、
 里
俗
 両
 世
界
に
ま
た
が
 

り
 、
経
験
の
全
体
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
 両
者
が
固
定
し
た
静
止
的
な
関
係
と
し
て
 把
 え
ら
れ
て
 
い
る
の
で
は
な
く
、
 
俗
 

か
ら
聖
へ
の
転
換
と
い
う
生
成
的
営
為
の
な
か
で
動
的
に
 受
 げ
と
ら
れ
て
お
り
、
 
里
 俗
の
可
変
的
関
係
を
告
げ
る
 も
の
で
あ
る
こ
と
を
 意
 

抹
 し
て
い
る
。
イ
ニ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ン
を
際
立
た
せ
て
い
 る
 象
徴
的
な
死
と
再
生
の
儀
式
は
 、
俗
と
聖
 と
の
単
に
 静
 八
的
な
ふ
た
り
の
世
界
 

で
は
な
く
、
 
俗
 な
る
も
の
の
解
体
と
聖
な
る
も
の
の
顕
現
 と
の
弁
証
法
的
な
関
係
世
界
を
照
 し
 出
し
、
さ
ら
に
、
 
よ
り
木
質
的
な
問
題
と
 

し
て
は
、
俗
か
ら
聖
へ
の
転
換
そ
の
も
の
を
、
存
在
論
 的
に
言
え
ば
、
日
常
的
経
験
か
ら
宗
教
的
経
験
へ
の
主
体
 の
 経
験
の
根
本
的
な
変
 

革
を
 、
こ
の
儀
礼
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
 い
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
イ
ニ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
は
 、
た
 と
え
超
克
さ
れ
る
べ
き
 

も
の
と
し
て
で
は
あ
っ
て
も
、
非
宗
教
的
な
様
態
を
も
 重
要
な
モ
メ
ン
ト
と
し
て
含
ん
だ
、
経
験
の
全
様
態
に
か
 か
わ
る
行
為
で
あ
る
と
 

と
も
に
、
 俗
 な
る
も
の
の
解
体
と
聖
な
る
も
の
の
顕
現
 と
い
う
一
見
対
立
的
で
は
あ
る
が
本
質
的
に
不
可
欠
な
関
 係
を
軸
に
し
て
、
 
俗
か
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仕 ら て 所 歩 め 
組 れ い 業 人 は 
み て る で が 、 
さ い の あ そ こ       
験 味 の り 何 日 
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る け ま の 径 庭   
に 死 こ の 生 ア 

居 わ 、 だの ィち う成ソ に タ 

れ 俗 ニ で と ゴ     
ら 聖 イ と 隼 ム 
で へ シ り 備 を 

， わ 的 考 

あ るゐ 。 の ホ 教的死 ン けな 、 慮 し 

的 な の し た 
転 死 儀 か 場 合 換 、聖 基 の の儀礼 式にこ 、本 し 

礎 に だ 可 界 
的 こ わ 欠 へ 
た め っ な の 

81 (649) 

ら
 聖
へ
の
転
換
を
図
る
弁
証
法
的
な
営
み
で
あ
る
と
み
 な
し
 ぅ
る
 。
 

「
あ
ら
ゆ
る
イ
ニ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ン
の
中
、
心
モ
メ
ン
ト
は
 

、
 ノ
 ダ
イ
ス
の
 死
と
 、
生
者
の
仲
間
へ
の
彼
の
復
帰
を
象
 徴
す
る
儀
式
に
よ
っ
 

 
 

示
唆
し
て
い
る
の
は
、
「
決
定
的
変
革
」
の
出
来
事
、
 日
常
的
経
験
の
超
克
と
 

宗
教
的
経
験
の
生
成
と
を
弁
証
法
的
に
含
ん
だ
ノ
 ブ
イ
 ス
の
 実
存
転
換
の
事
態
で
あ
る
。
そ
し
て
、
 ノ
 ヴ
ィ
 ス
 に
 課
せ
ら
れ
る
ぎ
び
し
い
 

試
練
は
、
再
生
を
招
来
す
る
た
め
に
演
じ
ら
れ
る
死
の
 ド
ラ
マ
と
み
な
し
 え
よ
う
 。
モ
ダ
 ソ
 な
感
性
に
は
奇
異
に
 映
る
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
 

数
多
く
の
試
練
は
 、
ノ
 ダ
イ
ス
の
「
 死
 」
、
す
な
 ね
 ち
、
 

ば
、
 聖
な
る
も
の
の
顕
現
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
そ
れ
の
 

 
 

エ
リ
ア
 l
 デ
は
 、
 「
イ
ニ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
的
試
練
の
大
部
 

成
就
を
目
指
し
て
営
ま
れ
る
 俗
 な
る
も
の
の
解
体
作
業
が
 

ポ
 宗
教
的
な
い
し
日
常
的
経
験
の
解
体
・
超
克
作
業
で
 

分
は
、
 多
か
れ
少
な
か
れ
復
活
な
い
し
再
生
を
伴
 う
儀
 

イ
ニ
シ
ェ
イ
シ
ョ
 ソ
 に
お
け
る
際
立
っ
た
性
格
と
そ
の
 、

こ
の
儀
礼
の
中
心
的
 

礼
 的
な
死
を
意
味
し
て
 

も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
 

き
び
し
さ
か
ら
す
れ
 

な
 位
置
を
占
め
て
い
る
、
と
も
解
釈
し
う
る
。
も
っ
と
 も
、
 死
と
再
生
の
い
ず
れ
の
儀
式
が
こ
の
儀
礼
の
核
心
を
 な
し
て
い
る
の
か
、
 と
 

い
っ
た
形
式
的
査
定
は
、
あ
る
種
の
儀
礼
解
釈
者
に
は
 欠
 か
せ
ぬ
問
い
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で
の
課
題
で
は
 な
い
。
し
か
し
、
い
ず
 

れ
に
し
て
も
、
メ
ダ
イ
ス
の
象
徴
的
な
死
の
問
題
は
 、
，
 
」
の
儀
礼
に
お
い
て
決
定
的
な
重
み
を
も
っ
て
い
る
よ
う
 に
 思
わ
れ
る
。
と
い
う
 



5
5
 り
は
、
む
し
ろ
、
そ
れ
の
積
極
的
な
破
壊
、
解
体
 と
み
な
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
 

態
か
ら
別
の
状
態
へ
の
単
な
る
自
然
的
な
移
行
で
は
な
 く
 、
こ
の
自
然
的
状
態
そ
の
も
の
 

体
 、
非
宗
教
的
な
実
存
様
態
と
の
徹
底
し
た
絶
縁
と
み
 な
し
え
よ
う
。
イ
ニ
シ
ェ
イ
シ
ョ
 

い
る
破
綻
的
試
練
は
 、
 古
い
存
在
様
態
を
 、
 単
に
体
な
る
 領
域
内
で
別
の
形
へ
と
移
行
さ
 

解
体
を
め
ざ
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
 俗
 な
る
も
の
の
 全
体
と
し
て
の
超
克
、
 俗
 的
存
在
 

こ
の
「
死
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
聖
化
さ
れ
な
い
 俗
的
 状
態
、
つ
ま
り
、
宗
教
的
経
験
 

-
 
Ⅳ
 -
 

状
態
を
乗
り
こ
え
る
こ
と
で
あ
る
。
」
 

て
 、
さ
ら
に
は
、
こ
の
解
体
は
、
あ
る
存
在
 状
 

と
の
訣
別
、
言
い
か
え
れ
ば
、
 俗
 的
状
態
の
解
 

ン
 儀
礼
の
始
ま
り
な
い
し
は
前
半
に
位
置
し
て
 

せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
 俗
 な
る
も
の
自
体
の
 

の
「
 死
 」
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
 

に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
 "
 
自
然
的
人
間
 "
 の
 

 
 

て
い
る
割
礼
、
抜
歯
、
下
部
切
開
な
ど
の
破
壊
的
な
試
練
 を
 考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
従
来
の
存
在
 様
 態
の
単
な
る
終
止
と
い
 

シ
ャ
ー
 

ラ
マ
 
テ
 

と
る
こ
 

困
難
で
 

（
㎏
 
@
 

マ
ン
の
大
正
儀
礼
に
は
、
疾
病
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
 こ
れ
ら
の
破
綻
的
な
行
為
や
神
話
は
、
ま
こ
と
に
多
岐
 に
わ
た
り
、
 ド
 

ノ
ッ
ク
な
様
相
を
お
び
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
か
ら
は
一
様
 に
 、
従
来
の
存
在
様
態
か
ら
の
分
離
、
あ
る
い
は
そ
れ
 の
 終
了
を
読
み
 

と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
仕
様
の
う
ち
に
、
慣
れ
親
し
 ん
だ
従
来
の
日
常
的
な
存
在
営
為
の
終
末
を
読
み
と
る
こ
 と
は
、
さ
し
て
 

は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
断
固
と
し
た
乱
暴
な
執
行
 形
態
、
あ
る
い
は
、
た
と
え
ば
、
隔
離
の
後
に
 ノ
ダ
 イ
 ス
を
 待
ち
 5
 げ
 

ま ろ 

れ 引 
る き 

と 離 
か さ 

  
れ 住 
る み 
と ，慣   
っ た 

た 土 
類 地 
の と   
壊 隔 
的 た 
な っ 

内 た 
容 囲 
な い 
も 地 
つ に 

神 編（ 
話 無難 し 

し 
が 、 - さ れ 

@ ま 

@ しま 、 ナこ、 
ヴ 

主 ン 

要 ト 

な へ 
そ の 

テ 加 
イ 入   

フ に 

な お 
な い 

し て 

ては し 、 
る 怪   
さ ケこ 

ら 呑 

に 、 み 込 

@
 
は
 -
 

イ
ニ
シ
ェ
イ
 
シ
，
ン
は
 、
あ
る
種
の
破
綻
的
行
為
を
も
 っ
て
始
ま
る
。
た
と
え
ば
、
成
人
式
に
お
い
て
は
、
ノ
 ブ
 ィ
ス
 
は
ま
ず
母
親
か
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釈
を
主
眼
と
し
、
「
・
イ
ニ
シ
エ
イ
シ
ョ
 

ソ
 経
験
に
お
い
 て
 宗
教
的
人
間
が
執
っ
て
い
る
実
存
状
況
」
（
 

2
 
 

4
 ）
 の
宗
教
学
的
 
解
読
を
本
質
的
な
課
題
 

と
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
解
釈
学
は
、
宗
教
的
人
 

間
の
実
存
状
況
を
、
あ
く
ま
で
も
宗
教
的
経
験
の
直
接
的
 

な
場
面
に
お
い
て
、
 
あ
 

る
い
は
、
宗
教
的
な
せ
 
0
 簗
 （
年
日
の
地
平
に
お
い
て
明
ら
 

か
に
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宗
教
 

学
者
と
し
て
の
考
察
 

は
 、
実
存
状
況
の
転
換
機
制
を
象
徴
的
に
告
げ
て
い
る
 

死
の
儀
礼
の
実
存
的
意
味
の
解
読
作
業
に
と
ど
め
、
こ
の
 

実
存
転
換
の
根
拠
の
構
 

造
を
存
在
論
的
に
掘
り
さ
げ
る
作
業
は
、
哲
学
の
問
題
 

と
み
な
し
て
、
そ
こ
へ
の
立
ち
入
り
は
留
保
し
て
い
る
。
 

人
格
の
自
己
変
革
に
関
 

す
る
宗
教
的
な
実
存
理
解
の
特
異
な
意
味
に
は
深
 

い
関
 心
を
示
し
、
具
体
的
な
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
な
が
ら
も
、
 

こ
 の
 変
革
構
造
の
い
わ
ば
 

裸
の
人
間
学
的
機
制
へ
の
立
ち
入
っ
た
存
在
論
的
詮
索
 

は
 、
も
は
や
宗
教
学
者
の
作
業
枠
を
逸
脱
し
た
哲
学
の
間
 

題
 と
み
な
し
て
、
そ
の
 

直
前
に
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
 
よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
 
ゆ
え
、
エ
リ
ア
ー
デ
は
 
、
 聖
な
る
世
界
に
住
ま
う
宗
教
的
 
人
間
の
実
存
状
況
に
照
 

明
 を
あ
て
た
彼
の
代
表
的
な
書
物
の
末
尾
で
、
次
の
 

ょ
 う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
 

「
こ
こ
で
、
宗
教
学
者
 
臼
 の
田
器
 0
 （
 
守
コ
 。
Ⅱ
「
臼
田
。
 

コ
の
 
が
 考
慮
す
べ
き
問
題
は
終
わ
る
。
そ
し
て
、
哲
学
者
、
 

心
理
学
者
さ
ら
に
 

-
 
お
 -
 

は
神
学
者
に
固
有
な
問
題
領
域
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
 

 
 

宗
教
学
の
権
限
に
も
示
唆
的
に
 
@
 及
し
た
エ
リ
ア
ー
デ
 
の
こ
の
学
的
裁
定
は
 
、
 多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
 
そ
れ
自
体
、
宗
教
学
 

 
 

造
の
理
念
の
問
題
と
し
て
、
 よ
 り
充
分
な
吟
味
を
必
 
要
と
す
る
 ・
、
、
 

洩
 
-
6
@
 

今
日
の
い
わ
か
る
「
宗
教
学
的
な
宗
教
 

習
 学
 」
、
な
い
し
は
、
存
在
論
 

輔
 
的
な
 裏
 つ
げ
を
も
っ
た
宗
教
現
象
学
は
 

、
 「
こ
こ
で
 
」
問
い
残
さ
れ
た
問
題
を
、
そ
の
存
在
論
的
基
盤
に
ま
 

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
解
釈
す
る
 

 
 

わ
れ
わ
れ
の
間
 ぃ
が
 始
ま
る
の
は
、
実
は
 
、
 「
こ
こ
か
 
ら
 」
で
あ
る
。
 

閥
 

エ
リ
ア
ー
デ
 
と
 同
様
、
一
般
に
 
、
 聖
な
る
も
の
 の
 顕
現
現
象
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
「
宗
教
学
的
」
分
析
 

は
 、
こ
の
現
象
を
、
い
わ
ば
  

 
 
 

宗
 
突
如
直
接
的
に
宗
教
的
な
実
定
性
の
地
平
に
お
い
て
、
 

い
る
実
存
状
況
の
転
換
構
造
そ
れ
自
体
の
分
析
に
 

 
 

 
 

 
 



聖
な
る
も
の
の
体
得
の
た
め
に
ま
ず
も
っ
て
そ
れ
と
 訣
 則
 す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
る
「
 俗
 な
る
世
界
」
，
」
 の
 表
現
は
、
 里
 俗
二
分
 

法
を
前
提
と
し
て
、
 聖
と
 対
立
す
る
世
界
と
し
て
措
定
 さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
自
体
す
で
に
宗
教
的
 な
 世
界
図
式
の
構
成
 肢
 

で
あ
る
が
は
、
宗
教
に
対
し
て
お
三
曲
～
 
な
 現
象
 学
的
な
表
現
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
さ
し
 め
 た
っ
て
つ
ね
に
す
で
に
 

そ
こ
に
身
を
置
い
て
い
る
身
近
な
日
常
的
な
世
界
で
も
 あ
る
。
 

四 

る
 主
体
の
経
験
の
転
換
現
象
の
存
在
論
的
基
盤
に
関
す
 る
 
「
哲
学
的
」
解
釈
は
回
避
し
が
ち
で
あ
る
。
 

 
  
 

も
っ
と
も
、
 
ヱ
リ
 ア
ー
デ
の
場
合
は
、
「
実
存
状
況
の
 存
在
論
的
転
換
」
の
構
造
そ
れ
自
体
の
主
題
的
な
考
察
は
 、
も
は
や
哲
学
の
課
の
 

 
 
 
 
 
 

題
 と
み
な
し
て
、
そ
の
具
体
的
展
開
を
回
避
し
な
が
ら
 も
 、
し
か
し
ま
た
、
「
こ
こ
か
ら
」
元
の
哲
学
的
吟
味
の
 方
途
に
も
示
唆
的
に
は
 

触
れ
て
も
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
イ
ニ
シ
ェ
イ
シ
ョ
ン
 と
 フ
ッ
 サ
ー
 

の
 現
象
学
と
の
親
近
性
 
@
8
@
2
 
 

や
 、
 宗
教
的
な
死
の
 シ

ン
ボ
リ
ズ
ム
と
ハ
イ
 

デ
ガ
 ー
の
死
の
理
念
と
の
類
縁
 櫛
 @
 
へ
の
、
い
さ
さ
か
性
 

急
 で
は
あ
る
が
興
味
深
く
も
あ
る
言
及
が
、
そ
れ
で
あ
る
 。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
 

現
象
学
的
還
元
操
作
に
托
さ
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
 全
 大
眉
性
の
徹
底
的
な
変
革
」
 

暴
 

、
（
 
0
@
3
 
 

へ
の
希
求
と
、
イ
ニ
シ
ェ
イ
 シ

ョ
ン
的
試
練
が
目
指
 

す
ァ
 

ル
ク
 な人
格
変
革
と
の
図
式
的
な
連
関
を
 、
 あ
る
い
は
、
存
在
と
無
の
逆
説
的
な
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
 を
 存
在
論
的
に
問
い
っ
 

@
 
綴
 -
 

め
た
 ハ
イ
デ
 ガ
 ー
の
死
の
解
釈
と
、
イ
ニ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
 的
な
死
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
の
あ
る
種
の
実
存
的
な
共
 鳴
 現
象
を
、
い
わ
ば
 

「
興
味
あ
る
事
実
」
と
し
て
指
摘
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
 
。
一
方
、
わ
れ
わ
れ
が
求
め
て
い
る
の
は
、
 

ヱ
 リ
 ア
ニ
 ァ
が
 興
味
あ
る
事
実
と
 

し
て
注
目
し
な
が
ら
問
題
点
を
示
唆
す
る
に
留
め
た
こ
の
 現
象
学
的
・
解
釈
学
的
視
角
か
ら
、
「
宗
教
的
転
換
」
 0
 基
層
に
伏
在
す
る
 裸
 

の
 
「
実
存
転
換
」
の
存
在
論
的
機
制
を
尋
ね
る
，
」
と
で
あ
 

る
 。
 



勉
る
 時
に
は
、
そ
れ
と
し
て
気
づ
か
れ
て
い
な
い
。
 

た
と
え
ば
、
ペ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
 

書
 げ
る
時
に
ほ
、
わ
れ
 

わ
れ
は
、
そ
の
書
く
と
い
う
 

摘
 役
割
を
利
用
し
て
い
な
が
ら
、
実
は
、
そ
れ
に
 

気
 つ
い
て
は
お
ら
ず
、
ペ
ン
の
存
在
意
味
を
い
わ
ば
素
通
り
 

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
 

 
 
 
 
 
 

依
拠
し
て
い
な
が
ら
そ
れ
と
し
て
気
づ
か
ず
に
い
的
し
、
ペ
ン
が
、
そ
れ
に
あ
ら
か
じ
め
托
し
て
い
た
 

美
 
宗
 

教
 

 
 

 
 

 
 

性
格
、
す
な
わ
ち
世
界
適
合
性
は
、
道
具
が
ス
ム
ー
ズ
 

に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
 

礎
 

吐氾 

合
性
毛
 目
日
お
而
苓
ざ
 
の
分
析
は
、
（
 

3
 
 

3
 
）
 
こ
の
世
界
の
閃
 
ぎ
 現
象
の
生
成
的
な
発
露
状
況
を
見
事
に
浮
 

き
 彫
り
に
し
 
て
い
る
。
 

み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
と
り
逃
し
て
い
る
存
在
の
意
味
に
 

、
主
体
が
改
め
て
自
覚
的
に
際
会
し
、
そ
れ
を
対
自
化
 

し
ぅ
 る
た
め
に
は
、
 
な
 

に
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
素
通
り
現
象
が
な
ん
ら
か
の
形
で
 

断
ち
切
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

こ
の
素
朴
な
自
明
性
の
論
理
の
ゆ
え
に
素
通
り
さ
れ
て
い
 

た
 世
界
が
 、
 時
と
し
て
閃
い
て
く
る
よ
う
な
経
験
は
 

、
 身
近
な
日
常
的
営
為
 

の
さ
さ
い
な
出
来
事
の
な
か
に
も
 

見
ぅ
 げ
ら
れ
る
。
た
と
 
え
ば
、
身
近
な
道
具
と
の
欠
如
的
な
出
会
い
を
論
じ
た
 

ハ
イ
デ
 
ガ
 ー
の
世
界
 適
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
常
的
世
界
に
お
い
て
は
、
世
界
の
存
 

在
は
素
朴
に
確
信
さ
れ
て
お
り
、
主
体
の
存
在
意
味
は
 

、
 疑
い
よ
う
の
な
い
 

確
固
た
る
も
の
と
し
て
無
条
件
に
承
認
さ
れ
前
提
さ
れ
 

て
い
る
。
日
常
的
経
験
の
世
界
が
、
常
態
的
な
ル
ー
テ
ィ
 

｜
ン
 と
し
て
一
見
確
固
 

 
 

 
 

 
 

理
解
を
前
提
的
に
承
認
し
、
そ
れ
に
無
条
件
に
依
拠
 

し
 て
い
る
が
ゆ
え
に
、
他
面
で
は
、
日
常
的
な
主
体
は
 

、
世
 界
 な
り
自
己
の
存
在
意
 

味
 を
す
で
に
素
通
り
し
見
落
し
て
い
る
と
も
舌
ロ
い
 

う
る
 。
 自
己
の
存
在
を
 
、
 既
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
、
な
じ
み
 

の
あ
る
も
の
と
確
信
 

し
、
 疑
い
よ
う
の
な
い
自
明
の
も
の
と
し
て
無
条
件
に
あ
 

ら
か
じ
め
承
認
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
日
常
 

的
な
主
体
は
、
も
は
や
 

 
 

そ
の
存
在
意
味
を
疑
っ
た
り
問
い
正
す
こ
と
も
な
く
、
 

そ
 れ
と
し
て
自
覚
的
に
主
題
化
し
え
 

ぬ
ま
 文
素
通
り
し
て
 
し
ま
っ
て
い
る
。
し
て
 



近
 に
見
当
ら
な
い
時
な
ど
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ペ
ン
が
 無
意
味
な
も
の
に
転
化
し
た
り
、
当
然
視
さ
れ
て
い
た
 そ
の
機
能
を
失
な
 う
ょ
 

う
 な
、
い
わ
ば
欠
如
的
な
姿
を
と
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
 出
 会
わ
れ
る
時
に
、
は
じ
め
て
そ
の
存
在
に
直
面
し
、
今
ま
 で
 無
自
覚
に
前
提
 し
依
 

挺
 し
て
い
な
が
ら
気
づ
か
ず
に
素
通
り
し
て
し
ま
っ
て
 い
 た
そ
の
意
味
に
出
会
う
。
 

い
い
 か
え
れ
ば
、
使
 い
な
 れ
て
い
る
道
具
の
 よ
う
 

な
 身
近
な
存
在
の
場
合
、
そ
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
機
能
し
 ポ
 シ
テ
ィ
ブ
な
形
で
出
会
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
そ
の
 働
 ぎ
を
当
然
視
し
素
朴
 

に
 前
提
 し
 確
信
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
素
朴
な
自
明
性
の
 ゆ
え
に
、
実
は
、
そ
の
意
味
を
素
通
り
し
見
落
し
て
し
 さ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
 

が
 、
そ
れ
が
、
こ
の
確
信
に
逆
ら
う
形
で
欠
如
的
な
も
 の
に
転
化
し
た
時
に
は
、
今
ま
で
素
通
り
し
て
い
た
当
の
 も
の
が
、
こ
の
素
朴
な
 

確
信
を
動
揺
さ
せ
素
通
り
を
拒
む
こ
と
に
よ
っ
て
 、
新
 た
に
前
景
化
し
顕
在
化
さ
れ
、
み
ず
か
ら
を
告
げ
て
く
る
 こ
と
が
可
能
に
な
る
。
 

そ
れ
ほ
、
世
界
の
顕
現
が
、
自
明
性
の
論
理
の
崩
壊
を
契
 機
 と
し
て
成
就
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ハ
イ
デ
 ガ
 ー
が
論
じ
て
い
 
る
の
は
、
用
具
的
存
在
者
の
世
界
適
合
性
の
顕
現
機
構
な
 の
で
あ
っ
て
 、
 必
ず
 

し
も
、
世
界
な
り
主
体
の
全
体
と
し
て
の
意
味
の
顕
現
を
 直
接
主
題
的
に
触
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
 こ
こ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
 

は
 、
日
常
的
な
存
在
理
解
に
お
い
て
素
通
り
さ
れ
背
景
化
 さ
れ
て
い
る
世
界
な
り
自
己
の
意
味
が
、
日
常
性
に
と
 っ
て
の
 不
 ガ
テ
ィ
ブ
な
 

出
来
事
の
衝
撃
を
介
し
て
、
新
た
に
前
景
化
し
現
出
し
 て
く
る
と
い
 
5
 存
在
顕
現
の
状
況
を
、
あ
る
い
は
、
素
通
 り
 現
象
の
崩
壊
と
そ
れ
 

に
 根
ざ
し
た
世
界
顕
現
の
基
礎
的
な
構
図
を
汲
み
と
る
 @
 
」
と
が
出
来
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

自
明
性
の
論
理
に
依
拠
し
て
、
こ
う
し
た
素
通
り
現
象
 を
 容
認
し
て
い
る
日
常
的
経
験
が
、
全
体
的
な
動
揺
な
り
 崩
壊
を
き
た
す
の
 

は
 、
如
何
な
る
状
況
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
 そ
 の
 動
揺
が
新
た
な
経
験
の
顕
現
を
招
来
し
 ぅ
 る
の
は
、
 
如
何
な
る
意
味
に
お
い
 

て
で
あ
ろ
う
か
。
 

日
常
的
経
験
の
全
体
的
な
動
揺
、
根
底
的
な
崩
壊
を
 ょ
び
 起
こ
す
現
象
と
し
て
 よ
く
 知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
た
と
 え
ば
、
あ
ま
た
め
 回
 

心
事
例
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
非
日
常
的
な
出
来
事
 と
の
際
会
の
事
態
で
あ
る
。
日
常
的
経
験
は
、
な
じ
み
の
 あ
る
既
知
の
も
の
へ
の
 

(656) 88 



 
 

 
 

 
 

転
 

宗
 
郊
ち
 
知
性
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
世
界
隠
蔽
性
の
表
皮
を
剥
ぎ
 

破
ら
れ
る
 

0
 
そ
し
て
、
こ
こ
に
生
起
し
て
い
る
 

と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ク
リ
ビ
ア
ー
ル
 
世
界
理
解
か
「
お
よ
そ
自
明
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
驚
 

き
 
l
@
5
 

な
 
3
 
）
 
」
は
 

、
 
ル
 
 
 

実
 

  89 く 657) 

素
朴
な
信
頼
を
支
え
と
し
て
い
る
 

0
 し
か
し
、
ま
さ
し
 

く
こ
の
ゆ
え
に
こ
そ
、
そ
れ
は
、
い
ま
だ
な
じ
み
の
な
い
 

未
知
の
出
来
事
に
は
 

対
 

処
し
た
な
い
。
自
明
性
の
ド
ク
サ
へ
の
無
条
件
な
も
た
 

れ
か
か
り
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
日
常
 

的
 経
験
は
、
こ
の
 
ド
ク
 

サ
を
 超
え
た
新
た
な
事
態
へ
の
対
処
の
術
を
欠
い
て
お
り
 

、
そ
の
た
め
に
、
今
ま
で
と
は
根
木
的
に
異
質
な
事
柄
 

、
非
日
常
的
な
出
来
事
 

に
 際
会
す
る
と
、
も
は
や
そ
れ
と
し
て
維
持
し
え
な
く
な
 

り
 、
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
 

0
 こ
こ
に
生
起
し
て
 

い
る
の
は
、
日
常
的
経
 

験
の
崩
壊
現
象
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
素
朴
に
確
信
し
え
 

て
い
た
日
常
的
な
世
界
な
り
主
体
の
意
味
喪
失
の
事
態
で
 

あ
る
が
、
そ
れ
を
 

惹
き
 

難
事
態
と
も
 

造
 
横
 

日
常
的
経
験
の
崩
壊
現
象
は
、
単
純
な
世
界
否
定
 

受
 げ
と
れ
 
よ
 5
 。
こ
の
現
象
は
、
直
接
 

起
 こ
し
て
い
る
の
は
、
日
常
的
経
験
の
根
底
に
伏
在
し
 

す
た
 ね
ち
、
素
朴
な
自
明
性
の
論
理
、
ト
ク
リ
ビ
ア
 

｜
 

世
界
隠
蔽
性
が
解
体
し
、
そ
の
た
め
、
今
ま
で
素
通
り
 

れ
を
覆
い
隠
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
崩
壊
に
 

と
で
あ
り
、
自
己
の
存
在
意
味
へ
の
確
信
が
動
揺
す
る
，
 

し
 、
同
時
に
、
そ
れ
ほ
 

、
 新
た
な
世
界
の
顕
現
、
新
た
な
 

実
 

と
こ
ろ
で
、
 
，
 
」
の
日
常
的
経
験
の
崩
壊
現
象
は
、
直
接
 

 
 

て
い
て
日
常
性
を
支
え
て
い
た
自
明
性
の
ド
ク
サ
の
解
体
 

し
 隠
蔽
さ
れ
て
い
た
存
在
意
味
が
新
た
に
露
顕
可
能
に
な
 

よ
っ
て
、
こ
の
素
通
り
現
象
が
断
ち
切
ら
れ
、
も
は
や
 

そ
 

ル
 社
世
界
理
解
は
、
主
体
を
世
界
と
自
己
の
存
在
意
味
か
 

」
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
実
存
現
象
 

存
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
転
生
の
可
能
性
を
も
宿
し
て
 

的
に
は
、
主
体
が
今
ま
で
素
朴
に
確
信
し
て
い
た
世
界
へ
 

 
 

と
み
な
し
 
ぅ
る
 0
 し
か
 

ら
 素
通
り
さ
せ
、
 そ
 

れ
が
不
可
能
と
な
り
、
 

る
よ
う
 
に
思
わ
れ
る
。
 

の
 出
来
事
で
も
あ
る
。
 

る
 。
そ
の
意
味
で
は
、
 

0
 倍
 細
 性
を
疑
う
こ
 



経
験
地
平
を
絶
対
的
に
超
え
た
非
日
常
的
な
経
験
世
界
 へ
と
主
体
を
招
ぎ
寄
せ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
日
常
的
 経
験
の
崩
壊
現
象
の
基
 

底
 に
生
起
し
て
い
る
自
明
性
の
論
理
の
解
体
の
事
態
は
 、
 日
常
性
か
ら
非
日
常
性
へ
の
転
換
に
欠
か
せ
ぬ
転
職
 手
 と
し
て
、
非
日
常
的
経
 

験
の
 、
ひ
い
て
は
、
宗
教
的
経
験
の
顕
現
に
決
定
的
な
 役
割
を
果
た
し
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
非
日
常
的
な
出
来
事
が
、
こ
の
よ
う
に
 日
 常
 的
経
験
の
崩
壊
の
引
き
金
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
 そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
 

も
ひ
と
つ
の
契
機
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
 、
日
常
的
経
験
の
崩
壊
の
理
由
な
り
根
拠
は
、
よ
り
 根
 源
 的
に
は
、
そ
う
し
た
 

現
象
的
要
因
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
出
来
 妻
 が
依
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
の
人
間
存
在
の
構
造
そ
れ
 自
 体
の
場
へ
と
尋
ね
か
え
 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
視
角
か
ら
、
わ
れ
 わ
れ
は
解
体
と
顕
現
を
含
め
た
経
験
の
根
本
的
転
換
の
 構
造
の
存
在
論
的
詮
索
 

に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
 解
答
の
試
み
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
ハ
イ
デ
 ガ
 ー
の
「
 軸
 @
 
」
 0
 分
析
 
ハ
 
6
-
3
 

れ
、
 

こ
 注
目
し
 

キ
ハ
 

-
 
し
 
@
 
@
 
レ
 。
 

日
常
的
経
験
の
崩
壊
を
惹
 ぎ
起
 こ
し
、
主
体
を
自
明
性
 の
 虜
か
ら
決
定
的
に
解
き
放
つ
根
源
的
な
現
象
と
し
て
、
 
ハ
 イ
デ
ガ
 ー
が
 注
 

目
し
た
の
は
、
日
常
性
に
馴
染
ま
ぬ
個
々
の
出
来
事
で
 は
な
く
、
人
間
存
在
そ
れ
自
体
に
ひ
そ
む
不
安
戸
ロ
的
の
（
 

と
い
う
根
本
気
分
で
あ
 

る
 。
 

不
安
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
自
身
を
含
め
た
一
切
の
存
 往
者
が
、
無
意
味
な
も
の
に
転
化
し
す
べ
り
落
ち
る
。
 そ
 れ
は
、
し
か
し
、
 
単
 

な
る
消
滅
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
。
存
在
者
が
 全
体
と
し
て
 退
 ぎ
す
べ
り
落
ち
る
こ
と
こ
 コ
 （
㏄
）
 

由
汀
コ
 
に
お
い
て
、
そ
こ
に
は
 

も
は
や
「
何
の
支
え
も
な
い
」
 

目
ヴ
 す
ぎ
（
 汀
 ぎ
下
田
（
 
と
い
う
事
態
が
 、
 新
た
に
現
存
在
に
迫
っ
て
く
る
の
で
 あ
る
 0
 不
安
に
お
い
て
 

現
存
在
が
新
た
に
直
面
せ
し
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
，
 汀
ぎ
 ，
す
な
わ
ち
無
名
。
 ま
 の
で
あ
り
、
不
安
に
お
い
て
 す
べ
り
落
ち
て
い
っ
た
 

存
在
者
の
い
わ
ば
真
空
状
況
の
な
か
に
、
 

，
 
」
の
無
が
 新
 た
に
露
顕
し
て
く
る
。
無
は
、
存
在
者
と
と
も
に
あ
り
な
 が
ら
、
日
常
的
経
験
の
 

な
か
で
は
、
前
景
化
し
て
い
る
存
在
者
全
体
の
背
景
に
 沈
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
不
安
に
お
い
て
、
無
は
こ
の
 存
在
者
を
全
体
と
し
て
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す
べ
り
落
さ
せ
る
。
か
く
し
て
、
無
は
、
存
在
者
に
対
 
し
て
木
賃
的
に
拒
否
的
 
P
 す
 毛
色
の
の
 

口
宙
 で
あ
る
。
し
か
 し
、
 単
に
拒
否
的
な
の
 

@
 
田
 -
 

で
は
な
く
、
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
、
存
在
 者
の
「
こ
れ
ま
で
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
徹
底
し
た
疎
遠
さ
 」
を
、
す
な
 ね
 ち
、
 無
 

と
は
絶
対
的
に
別
の
も
の
と
し
て
の
存
在
者
そ
の
も
の
を
 顕
 わ
に
も
す
る
。
「
全
体
と
し
て
す
べ
り
落
ち
て
ゆ
く
 存
在
者
を
全
体
的
に
こ
 

の
よ
う
に
拒
否
的
に
指
示
す
る
こ
と
が
 ヴ
圭
叶
 
お
 コ
ロ
 
の
 づ
 窯
圭
臼
 望
月
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
、
無
は
不
安
 
に
お
い
て
現
存
在
に
迫
 

っ
て
く
る
が
、
無
の
本
質
、
す
な
わ
ち
無
位
 
之
げ
 甘
井
目
 

コ
の
 で
あ
る
。
」
 

-
8
-
@
 
 

こ
の
 無
 化
の
働
ぎ
に
よ
っ
て
 、
存
 往
者
は
拒
否
さ
れ
、
 そ
 

 
 

し
て
、
存
在
者
が
こ
の
よ
う
に
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
 て
 、
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
「
存
在
者
 の
 存
在
」
が
指
示
さ
れ
 

る
 。
た
だ
し
、
こ
の
魚
の
無
化
作
用
は
、
現
存
在
の
属
性
 で
は
な
く
、
逆
に
、
現
存
在
は
こ
の
悪
化
に
お
い
て
み
 ず
か
ら
で
在
り
え
て
い
 

る
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
、
 現
 ，
存
在
と
は
、
こ
の
「
 

 
 

と
 、
ハ
イ
デ
 ガ
｜
 

は
 甘
ロ
 
，
臼
ノ
 

。
 

こ
う
し
た
「
無
の
根
源
的
開
顕
性
 0
 由
の
 
コ
け
簿
 
「
左
の
）
（
」
（
 

l
@
 

Ⅱ
 

分
析
は
、
し
か
し
、
ハ
イ
デ
 ガ
 ー
に
お
い
て
は
、
あ
く
 ま
で
も
存
在
そ
の
も
 

の
の
開
顕
機
構
を
問
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
 必
ず
し
も
わ
れ
わ
れ
の
問
い
と
そ
の
ま
ふ
直
接
的
に
重
 な
り
合
 う
 も
の
で
は
な
 

い
 。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
存
在
開
顕
一
般
の
基
礎
的
な
 仕
組
み
を
解
き
明
か
す
も
の
と
し
て
、
宗
教
的
経
験
の
 顕
現
、
と
り
わ
け
、
 そ
 

駐
の
基
層
に
伏
在
す
る
経
験
の
転
換
機
構
の
解
明
に
 
も
 、
ひ
と
っ
の
徹
底
し
た
存
在
論
的
照
明
を
投
げ
か
け
て
 い
る
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

的
な
指
示
作
用
と
し
て
の
悪
化
の
働
ぎ
に
よ
っ
て
 、
ま
 ず
 、
主
体
が
素
朴
に
確
信
し
 

簗
 
て
い
る
一
切
の
も
の
を
全
体
と
し
て
す
べ
り
落
し
、
 自
明
的
な
日
常
的
現
実
を
崩
壊
せ
し
め
る
。
主
体
は
 

日
常
的
経
験
に
お
い
て
は
 

祐
 
素
朴
に
そ
れ
に
依
拠
し
て
い
た
自
明
性
の
ド
ク
サ
 を
 拒
否
さ
れ
、
そ
れ
が
も
は
や
何
の
支
え
も
な
 い
 も
の
で
 あ
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

体
し
、
日
常
的
経
験
の
世
界
は
全
体
的
に
崩
壊
す
る
。
 し
 か
し
、
そ
れ
は
、
単
な
る
 崩
 

⑥
 

宗
 ，
 壊
 、
解
体
で
は
な
い
。
自
明
性
の
論
理
を
解
体
し
、
 
日
常
的
世
界
を
す
べ
り
落
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
 血
 
ハ
 
化
作
用
は
、
日
常
的
現
実
の
㎝
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明 転 解 解 ず い 的 
に 換 読 の 古 6 行 聖 

怯 の憶持いこ 基 徴世 とを 為 な る 

ま 磯 根 を 界 を も も   
目 細 に に 滅 て 始 顕 常酌 みは に、 語 つ さい れる 
経 正 吉 て な ょ 。 め 
験 ち い い け う こ ざ 
の 返 経 る れ に の す 
解 っ 験 よ ば 居 、 こ イ   
体 て 様 う な わ と 二 

エ 

Ⅹ   
目 ょ 解 。 す わ 径 ン 

しっ体しるれ " て " か 実がの 験儀 礼 
Ⅹ   

自 る 
  
体 ょ 頭 徴 は に ま 

に う 規 約   

  
構 現 人 の 的 め 煎 る の破 人 種 構造の間経験を、 弁証法 実存 な y レ こ 丈 、 堤とし 

間 解 の の 埋 ま て 綻 

事 5 世 ま な 体 な にし 担 たは 界 り、 る 十よ " 力、 で、 
わ 無 拒 井 目 世 自 

れ の 百 日 常 界 明 
て 無 さ 常 的 隠 性 

、 仕 れ 的 現 敵 の 論理 宗教 作用 すべ 世界 実に 性の 

的 に り が お 解 が 

隆 も 落 顕 い 体 隠   
、 い そ な 素 あ 素 

的 主 通りさ 日常 て 、 して、 ってく 通りさ るが、 
経 体 従 る れ こ せ 
験 の 来 。 覆 の て 
の 経 の 主 い 解 い 

崩 験 也 体 か 体 た 
壊 の 界 の く に 日 

を 解 の 存 さ お 常 
分 体 こ 在 れ い 性   
た 事 些 か 日 で 別 
に 態 処 る 常 隠 の 
そ が に 無 的 蔽 世 
れ 生 、 の 経 さ 界 
と 起 新 こ 験 れ を して した 、 に 」 うし にと て新 いた 
顕 そ 非 た っ た に 
現 し 日 拒 て あ 突   
ぅ の が の 者 斯 く 

。 患か 一小に る この 指 働 き であ ナ V @ 」 こ 

わ 根 さ に っ 頭 目 
れ 本 れ よ た 現 明 
る 的 顕 つ る し 性     

来 こ 的 つ に 解 
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旬
ト
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切
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古
野
浦
人
 訳
 「
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
仝
 

上
 、
岩
波
書
店
（
 
改
 訳
版
 ）
、
七
二
・
 
セ
ぬ
目
ぬ
 

。
 

（
 
2
 ）
「
宗
教
経
験
の
事
実
を
そ
れ
だ
け
と
し
て
抜
 

き
 型
に
し
 て
 問
題
」
に
 L
 、
「
完
投
 旺
験
 に
お
け
る
固
有
の
本
質
の
究
明
 

を
い
わ
ば
固
定
的
何
曲
 

所
与
に
託
し
」
て
見
よ
う
と
し
た
伝
統
的
な
宗
教
学
、
宗
教
 

哲
 単
 に
対
す
る
屈
も
冊
 
広
 し
た
批
判
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
 

石
津
 照
璽
氏
 

の
 、
状
況
論
的
・
存
在
論
的
視
角
か
ら
の
方
法
論
的
反
省
作
業
 

で
あ
る
。
 れ
 小
咄
 亜
 「
現
代
の
宗
教
哲
学
」
 

貧
 何
ァ
研
北
大
力
 

ご
 、
 5
 、
何
曲
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 ゆ
轄
 

な
し
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

経
験
一
般
の
生
成
地
平
へ
と
問
い
か
え
す
存
在
論
的
 

視
 角
 を
と
り
こ
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
 

よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 
か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ
 

は
 、
ま
ず
、
日
常
的
経
験
の
崩
壊
現
象
に
注
目
す
る
。
 

し
か
し
、
こ
の
現
象
は
、
特
異
な
非
日
常
的
事
件
と
の
 

際
会
が
方
々
に
し
て
そ
 

の
 引
き
金
と
な
り
は
す
る
が
、
よ
り
根
源
的
に
は
、
人
間
 

存
在
の
構
造
そ
れ
自
体
に
根
ざ
し
、
主
体
の
存
在
を
根
 

本
 的
に
規
定
し
て
い
る
 

無
の
働
き
に
起
因
し
て
い
る
 
よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 
俗
な
 る
も
の
の
解
体
、
超
克
を
意
味
す
る
儀
礼
的
な
死
の
試
練
 

は
 、
そ
れ
ゆ
え
、
 
俗
な
 

る
 日
常
的
経
験
を
崩
壊
さ
せ
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
自
明
 

性
の
論
理
に
 よ
 る
世
界
隠
蔽
作
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
 

よ
っ
て
、
今
ま
で
覆
わ
 

れ
て
い
た
「
 
無
 」
へ
と
主
体
を
直
面
さ
せ
、
こ
の
魚
の
 

無
 化
の
働
ぎ
に
ひ
そ
む
非
日
常
的
世
界
の
開
顕
作
用
を
機
 

能
 さ
せ
る
営
み
、
と
も
 

読
み
と
れ
よ
う
。
無
の
無
化
作
用
に
宿
る
こ
の
世
界
 

顕
 現
の
出
来
事
、
と
り
わ
け
、
非
日
常
的
世
界
の
顕
現
の
事
 

態
に
 、
宗
教
的
経
験
が
 

日
常
的
経
験
の
只
中
か
ら
そ
れ
の
解
体
を
介
し
て
新
た
に
 

生
起
し
て
く
る
状
況
な
り
根
拠
を
開
示
す
る
手
が
か
り
 

が
ひ
そ
ん
で
い
る
 
よ
 う
 

に
 思
わ
れ
る
。
す
く
な
く
と
も
、
こ
の
世
界
顕
現
の
事
態
 

が
、
 聖
な
る
も
の
の
顕
現
の
 
よ
 り
基
礎
的
な
地
平
で
あ
 
り
 、
存
在
論
的
基
盤
を
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松
本
渡
 著
 

日
大
板
 

二
 0
 
五
頁
一
四
 00
 円
 

「
宗
教
心
理
学
 口
 

東
京
大
学
出
版
会
一
九
 セ
 九
年
六
月
刊
 

建
 

洗
 

「
宗
教
研
究
の
諸
領
域
の
中
で
、
宗
教
心
理
学
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
 も
の
 

は
な
 い
 の
で
は
あ
る
ま
 い
か
 。
そ
の
証
左
に
、
宗
教
心
理
学
 プ
  
 

研
究
業
績
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
わ
が
国
で
は
、
翻
訳
を
別
と
 す
れ
ば
、
 

厘
 示
教
心
理
学
し
と
い
う
表
題
を
も
っ
た
学
術
書
は
、
昭
和
二
 十
二
年
 

二
九
四
 セ
年
 ）
に
今
田
 恵
氏
 の
 旧
著
 
（
昭
和
九
年
初
版
）
が
 
改
 訂
 再
刊
 

さ
れ
て
以
来
、
今
日
に
到
る
ま
で
実
に
皆
無
な
の
で
あ
る
。
 竹
 中
倍
常
民
 

の
 「
宗
教
心
理
の
研
究
 ロ
 と
い
う
労
作
が
出
た
昭
和
三
十
二
年
 
二
九
五
 

セ
年
 ）
か
ら
数
え
て
も
、
早
や
二
十
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
て
 い
る
。
 
し
 

著
者
自
身
が
、
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
実
に
久
 し
ぶ
り
 

に
 公
刊
さ
れ
た
宗
教
心
理
学
に
図
す
る
体
系
的
な
概
論
書
で
あ
 る
 。
 

本
書
の
特
徴
を
一
言
で
言
え
ば
、
平
易
明
快
な
表
現
と
、
内
容
 の
バ
ラ
 

シ
 ス
の
良
さ
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
岸
本
英
夫
お
よ
び
 E
.
H
 
・
 ヱ
り
ク
 

ソ
ソ
 の
学
説
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
そ
の
延
長
線
上
に
、
講
学
 説
を
踏
ま
 

え
た
著
者
の
見
解
を
加
え
て
、
体
系
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
 概
 読
書
と
し
 

書
評
と
紹
介
 

て
の
性
格
上
、
著
者
自
身
の
個
別
的
研
究
や
 、
 個
々
の
デ
ー
タ
 が
 盛
り
こ
 

ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
著
者
の
知
見
は
本
書
の
い
た
 る
と
こ
ろ
 

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
斯
学
の
専
門
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
 啓
発
さ
れ
 

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
宗
教
心
理
学
の
学
術
 的
 市
門
 書
 

と
し
て
の
意
義
を
有
し
て
い
る
が
、
一
方
、
入
門
書
、
手
引
書
 、
教
科
書
 

と
し
て
の
性
格
も
失
な
っ
て
い
な
い
。
最
新
の
諸
学
説
１
１
 そ
 れ
も
心
理
 

手
上
の
学
説
の
み
な
ら
ず
、
社
会
学
、
人
碩
学
、
哲
学
等
々
 、
 社
会
・
 人
 

文
 諸
科
学
の
広
範
な
領
域
か
ら
近
年
の
学
説
を
取
り
入
れ
た
が
 ら
 、
ジ
ェ
 

イ
ム
ズ
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
、
フ
ロ
イ
ト
、
ユ
 ノ
ク
 等
の
古
典
的
 宗
教
心
理
 

学
説
も
決
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
ず
、
本
書
の
体
系
の
中
に
統
合
 さ
れ
、
 再
 

評
価
さ
れ
、
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

著
 苦
の
立
場
が
一
面
的
 %
 強
調
さ
 

れ
る
の
で
は
な
く
、
新
旧
の
諸
学
説
が
過
不
足
な
く
紹
介
さ
れ
 て
い
る
 占
 

で
、
本
書
は
大
学
に
お
け
る
宗
教
心
理
学
の
（
あ
る
い
は
宗
教
 心
理
を
中
 

心
 に
し
た
宗
教
学
一
般
の
）
教
材
と
し
て
格
好
の
も
の
と
な
っ
 て
い
る
。
 

各
章
に
付
さ
れ
た
詳
細
な
 註
 、
参
考
文
献
も
研
究
を
志
す
者
に
 と
っ
て
 、
 

ま
こ
と
に
便
利
で
あ
ろ
う
。
 

諸
学
説
は
著
者
に
よ
っ
て
充
分
消
化
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
 つ
 て
そ
の
 

表
現
は
ま
こ
と
に
平
易
明
快
で
あ
り
、
論
旨
は
明
断
で
あ
る
。
 今
日
ま
で
 

の
 主
要
な
諸
学
説
を
と
り
入
れ
な
が
ら
、
単
に
研
究
の
諸
 倒
流
 に
 沿
っ
た
 

学
説
 更
 に
と
ど
ま
っ
て
は
い
な
い
。
 

ヱ
 リ
ク
ソ
ン
を
主
軸
と
す
 る
 体
系
の
 

中
に
こ
れ
ら
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
心
理
の
総
合
 的
 理
解
を
 

 
 
 
 

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
著
者
の
創
意
が
み
ら
れ
る
。
 

 
 
 
 
 
 

本
書
の
構
成
は
、
序
章
お
よ
び
五
章
の
本
論
と
い
う
形
を
と
っ
 て
い
る
 

が
 、
内
容
的
に
は
む
し
ろ
序
章
か
ら
第
二
章
ま
で
と
・
第
三
章
 

 
 



教
 心
理
学
の
立
掛
を
と
る
も
の
で
あ
る
と
め
旦
日
す
る
。
確
か
に
 
従
来
の
宗
 

教
 心
理
学
は
、
人
間
心
理
に
関
す
る
一
般
的
理
論
に
よ
っ
て
 、
 宗
教
心
理
 

現
象
を
還
元
的
に
説
明
す
る
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
、
宗
教
学
  
 

ら
 =
-
 

ロ
 え
ば
、
相
対
的
に
自
律
性
を
有
す
る
宗
教
規
曳
の
体
系
、
 そ
れ
自
体
 

の
 理
解
と
い
う
占
で
は
、
も
ど
か
し
さ
を
ま
ぬ
か
れ
ぬ
占
が
あ
 っ
た
 。
 木
 

書
 は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
自
覚
し
て
書
か
れ
た
お
そ
ら
く
 最
初
の
士
 不
 

大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
序
章
「
宗
教
学
と
宗
教
心
理
学
日
第
一
 土
 
車
 
「
 
&
 本
数
 

心
理
学
の
方
法
と
立
場
 円
 第
二
章
「
宗
教
の
概
念
規
定
」
は
 、
 宗
教
心
理
 

学
の
方
法
と
対
象
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
で
あ
り
、
本
書
に
お
   

的
な
位
置
を
占
め
る
。
第
三
章
以
降
は
、
「
人
間
の
宗
教
心
理
を
 

固
定
的
姿
 

に
お
い
て
見
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
身
体
的
精
神
的
発
達
成
 長
の
諸
 段
 

階
 と
の
対
応
に
お
い
て
発
展
的
に
見
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
 
に
よ
っ
 

て
 、
人
間
生
活
に
お
け
る
宗
教
の
意
味
を
広
く
ま
た
ダ
イ
ナ
、
 
、
、
 
ッ
ク
 に
 と
 

ら
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
著
者
の
意
 図 に
従
っ
 

て
 、
幼
少
期
、
青
年
期
、
成
人
期
の
宗
教
心
理
の
諸
様
相
を
 、
 
エ
リ
ク
ソ
 

ン
の
 
精
神
発
達
段
階
説
を
基
軸
に
お
い
て
描
出
し
て
い
る
。
 

さ
て
、
著
者
は
序
章
に
お
い
て
宗
教
心
理
学
に
お
け
る
心
理
学
 的
 宗
教
 

 
 

 
 

心
理
学
と
、
宗
教
学
的
宗
教
心
理
学
と
の
 硅
 妙
な
問
題
関
心
の
 相
違
を
指
 

 
 

摘
 し
て
い
る
。
宗
教
心
理
学
で
は
宗
教
を
人
間
心
理
一
般
に
還
 元
 し
て
 説
 

 
 

明
し
、
そ
の
中
に
解
消
し
て
い
く
傾
向
を
右
す
る
の
に
対
し
、
 宗
教
心
理
 

学
は
宗
教
を
人
間
心
理
一
般
に
還
元
す
る
こ
と
な
く
、
宗
教
の
 も
つ
独
自
 

の
 心
理
機
能
、
自
律
的
な
動
機
・
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
 に
よ
り
、
 

「
宗
教
と
は
何
か
」
と
い
う
宗
教
学
の
基
本
的
関
心
を
、
宗
教
学
 
 
 

諸
分
野
と
と
も
に
分
ち
担
 う
 も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
 

本
書
は
宗
 

執
心
理
学
 書
 で
あ
ろ
う
が
、
本
書
で
は
そ
の
問
題
意
識
は
充
分
 生

か
さ
れ
 

8
9
 

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
、
宗
教
の
定
義
の
た
め
に
一
寸
 
早
、
 
力
害
カ
 

@
H
,
@
 

れ
て
お
り
、
ま
た
、
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
各
段
階
に
お
け
る
 宗
教
心
理
⑥
 

の
 様
相
を
描
出
す
る
に
際
し
て
も
、
そ
の
基
軸
を
な
す
理
論
を
 
エ
 Ⅱ
 ノ
ク
ソ
 

ン
に
 求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
精
神
分
析
理
論
で
 一
面
的
に
 

説
明
し
去
る
こ
と
を
避
け
、
敢
え
て
 昇
 っ
た
理
論
的
基
礎
に
 
立
 つ
 諸
学
説
 

を
も
援
用
し
、
多
角
的
な
光
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
 だ
け
宗
教
 

現
象
そ
の
も
の
を
 浮
び
 上
が
ら
せ
よ
 う
と
 試
み
て
い
る
も
の
と
 
思
わ
れ
 

る
 。
た
と
え
ば
、
第
三
章
「
幼
少
期
の
宗
教
心
理
」
で
は
、
 フ
  
 

エ
リ
ク
ソ
ン
、
ユ
ン
グ
と
い
っ
た
精
神
分
析
の
流
れ
に
あ
る
 人
 々

の
所
説
 

の
み
な
ら
ず
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
、
プ
ラ
 
，
ト
 、
オ
ル
ポ
ー
ト
、
 

。
ヒ
ア
ン
 

 
 

が
 参
照
さ
 

れ
て
い
る
。
 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
心
理
学
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
「
宗
教
の
 も
つ
 独
 

白
の
心
理
的
機
能
、
自
律
的
な
動
地
・
 棚
迅
 」
告
解
明
す
る
こ
 と
に
あ
る
 

と
す
る
な
ら
ば
、
本
書
で
と
ら
れ
た
方
法
は
 、
 必
ず
し
も
充
分
 と
は
言
え
 

な
 い
 の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
試
み
   

た
 著
者
に
、
過
大
な
要
求
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
 し
か
し
、
 

か
つ
て
日
本
宗
教
に
お
い
て
は
母
性
原
理
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
 
 
 

し
 、
日
本
文
化
の
特
質
を
論
じ
た
こ
と
の
あ
る
著
者
で
あ
る
だ
 け
に
、
 
宗
 

教
的
 象
徴
体
系
の
側
か
ら
、
そ
の
及
ば
ず
心
理
作
用
の
分
析
に
 、
も
っ
と
 

踏
み
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
も
 可
硅
 で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
 。
た
と
え
 

は
 、
幼
少
期
の
宗
教
心
理
に
お
い
て
、
マ
リ
ア
の
像
や
観
世
土
日
 

菩
薩
 像
 な
 

ど
が
、
心
理
的
発
達
の
第
一
段
階
、
つ
ま
り
「
口
唇
期
」
の
 ら
 理
 に
か
か
 



わ
る
も
の
で
あ
り
、
「
父
性
的
な
る
導
き
の
声
」
は
「
 

巴
ア
イ
ブ
 
ス
期
 」
に
 

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
 

そ
の
指
摘
 

ほ
 と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
母
性
的
な
る
 

マ
 
 
 

や
 観
音
信
仰
は
人
間
心
理
に
 
い
 か
な
る
作
用
を
及
ば
し
、
人
格
 
の
形
成
や
 

精
神
の
発
達
と
い
か
に
か
か
わ
る
の
か
、
父
性
的
宗
教
の
場
合
 

と
は
い
か
 

 
 

に
 異
な
る
か
と
舌
口
っ
た
点
ま
で
論
及
し
て
く
れ
た
な
ら
 

ぱ
、
宗
 執
心
理
学
 

の
 意
図
は
一
層
貫
徹
さ
れ
、
著
者
の
立
場
が
 

よ
 り
鮮
明
に
な
っ
 
た
の
で
は
 

な
か
ろ
う
か
と
惜
し
ま
れ
る
。
 

次
ぎ
に
、
第
一
章
「
宗
教
心
理
学
の
方
法
と
立
場
」
に
お
い
て
 

、
宗
教
 

学
 が
宗
教
哲
学
や
神
学
と
は
基
本
的
に
立
場
を
異
に
す
る
も
の
 

 
 

他
 の
諸
科
学
と
同
様
、
現
象
を
客
観
的
・
実
証
的
・
体
系
的
に
 

研
究
す
る
 

も
の
で
あ
る
と
規
定
し
で
 
い
石
 。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
の
 
研
 先
方
法
と
 

し
て
、
田
対
生
 
遥
択
 「
㈲
刈
田
の
資
料
化
、
㈹
比
較
検
討
、
 

類
 理
 化
、
法
 

則
 性
の
発
見
と
い
う
三
段
階
の
操
作
が
行
わ
れ
る
と
し
、
更
に
 

宗
教
心
理
 

学
 で
行
わ
れ
て
き
た
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
㈹
質
問
紙
法
、
 

㈹
手
記
 資
 

料
沃
 、
㈹
実
地
調
査
 
沃
 、
㈲
象
徴
解
釈
 
沃
 、
㈹
心
理
テ
ス
ト
 
法
 と
い
う
 五
 

種
の
研
究
法
を
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
心
理
学
を
実
 

証
的
 科
学
 

の
 一
領
域
と
し
て
規
定
し
な
が
ら
、
「
そ
れ
に
し
て
も
宗
教
と
い
 

ぅ
 現
象
 

は
 、
人
間
の
い
と
な
む
文
化
的
心
理
的
営
み
の
中
で
も
、
と
く
 

に
主
体
的
 

関
わ
り
の
要
因
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
科
学
的
 

客
 観
 性
を
 っ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

方
 に
お
け
る
実
証
性
と
と
も
に
、
他
方
、
内
的
理
解
の
態
度
を
 要
求
さ
れ
 

る
 。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
「
本
質
的
に
異
な
っ
た
」
両
者
の
立
場
を
両
立
 

さ
せ
る
 

こ
と
は
、
そ
れ
理
容
易
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
「
こ
れ
ま
で
 の
力
 不
教
学
 

発
展
の
過
程
を
ふ
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
問
題
点
が
こ
と
あ
 る
ご
と
に
 

論
議
」
さ
れ
て
ぎ
た
の
 も
 、
そ
の
難
し
さ
故
で
あ
ろ
う
。
共
感
 の
 立
場
へ
 

の
 志
向
に
も
や
は
り
限
度
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
宗
教
の
観
 察
 に
お
い
 

て
 、
客
観
的
事
実
の
観
察
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
者
に
と
っ
て
の
 主
体
的
 真
 

実
 、
心
理
的
真
実
を
観
察
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
確
か
 で
あ
る
に
 

し
て
も
、
「
水
の
中
で
金
色
が
い
か
に
 
描
 じ
て
い
る
か
を
感
じ
と
 0
 円
全
角
 

に
伐
 
っ
て
金
魚
の
感
じ
を
代
弁
す
る
の
が
宗
教
学
の
役
割
で
は
 な
い
で
あ
 

ろ
う
。
そ
こ
ま
で
行
っ
て
は
、
宗
教
学
と
神
学
の
区
別
は
失
わ
 れ
る
の
で
 

は
な
い
か
。
宗
教
者
の
内
的
真
実
へ
の
理
解
を
持
ち
な
が
ら
も
 、
文
化
現
 

象
 と
し
て
の
宗
教
の
特
徴
や
意
義
、
そ
の
構
造
、
機
能
を
明
ら
 か
に
し
、
 

そ
の
意
味
で
宗
教
を
理
解
す
る
の
が
宗
教
学
の
目
的
で
あ
る
と
 す
れ
ば
、
 

や
は
り
「
鉢
の
外
か
ら
金
魚
を
観
察
し
て
、
そ
の
 ウ
 p
 コ
の
 数
 」
を
明
ら
 

か
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
 実
証
の
学
 

で
あ
る
と
同
時
に
、
内
的
理
解
の
学
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
主
 張
 に
決
し
 

て
 反
対
す
る
の
で
は
な
い
。
 

い
 わ
ゆ
る
「
客
観
主
義
」
的
宗
教
 研
究
と
い
 

え
ど
も
、
研
究
者
の
宗
教
観
か
ら
自
由
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
 ろ
う
し
、
 

全
く
 ぬ
釜
刊
提
的
 客
観
性
が
あ
り
得
る
か
ど
う
か
き
わ
め
て
問
題
 で
あ
る
か
 

ら
で
あ
る
。
「
宗
教
の
営
み
に
対
す
る
深
い
理
解
 ど
 暖
か
い
 共
 
 
 

 
 

て
 研
究
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
著
者
の
立
場
に
は
む
し
 ろ
 共
感
を
 

 
 

覚
え
る
。
し
か
し
、
も
う
か
し
 い
 問
題
を
含
ん
で
 い
 る
 だ
 げ
に
 、
も
っ
と
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実
 っ
こ
ん
だ
 誰
 論
を
展
開
し
て
、
「
本
質
的
に
異
な
る
」
二
つ
 の
 立
場
の
 

両
立
が
い
か
に
し
て
可
能
な
の
か
、
両
者
の
い
か
な
か
バ
ラ
ン
 ス
 の
上
に
 

宗
教
学
が
存
在
し
て
い
る
の
か
を
示
し
、
著
者
の
「
宗
教
学
理
 解
 」
を
 示
 

し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

以
上
、
と
く
に
関
心
を
ひ
い
た
二
つ
の
点
か
ら
感
想
を
述
べ
た
 が
、
本
 

書
は
 入
門
書
と
し
て
、
教
材
と
し
て
、
研
究
者
の
参
考
書
と
し
 て
、
 実
に
 

手
際
 よ
 く
ま
と
め
ら
れ
た
高
水
準
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
 
で
あ
ろ
 

う
。
 

  
(668) 100 



実
著
 

原
 司

 古
典
イ
ソ
 
ド
 の
苦
行
  

一
九
七
九
年
二
月
刊
 

春
秋
社
 

A
5
 
 八
 +
 五
一
八
頁
七
五
 0
0
 円
 

服
部
正
明
 

宗
教
史
的
ま
た
は
文
化
史
的
に
重
要
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
術
語
 の
 意
味
 

を
 、
多
方
面
に
わ
た
る
古
典
文
献
か
ら
蒐
集
し
た
用
例
の
分
析
 に
よ
っ
て
 

確
定
す
る
と
い
う
方
法
を
、
本
書
の
著
者
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
 の
弘
冊
キ
 

又
に
 

お
い
て
成
功
さ
せ
て
ぎ
た
。
本
書
は
（
簿
も
の
の
概
念
内
容
を
 、
 主
 と
し
 

て
 大
叙
事
詩
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」
（
略
号
口
目
）
に
お
け
る
 こ
の
語
の
 

用
例
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
（
 
麓
 Ⅰ
ゆ
 
の
 に
 

つ
い
て
著
者
は
バ
ー
シ
ュ
パ
タ
派
研
究
以
来
深
い
関
心
を
よ
せ
 、
そ
の
 該
 

博
な
 文
献
的
知
識
、
深
い
洞
察
の
一
端
は
既
発
表
の
論
文
に
も
 示
さ
れ
て
 いるが 語 この 生 より 的な解 仙 、音 第一 するの 豊 に、 諦にお 、苦 て る一連 とし 目 イン いる。 O 三頁 文論文 本論 8 本書 したい ての 研 時代の める角 められ の用例 

連たは ににあ なてに語の宗 

し 論著す 由     
    

  



書評と紹介 

集 げと「 乳等ず 「 渇蒐國 て 積のしや 惰 る l 六   
    

林
棲
期
 の
 法
 
（
ダ
ル
マ
）
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。
 

第
四
章
は
「
神
秘
方
」
と
し
て
の
 
審
 Ⅰ
膀
の
発
現
で
あ
る
 
セ
 が
 Ⅱ
 
由
 L
 Ⅰ
 

呪
 
（
 給
忍
 ）
を
考
察
の
主
題
と
す
る
。
苦
行
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
 れ
る
神
秘
 

力
は
 、
所
願
の
成
就
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
の
に
神
力
の
援
 け
を
必
要
 

と
は
し
な
い
が
、
有
神
論
的
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
い
て
は
、
 人
 が
 神
を
念
 

じ
て
 
守
芯
 の
に
勤
し
む
と
き
、
満
足
し
た
神
が
 
4
 銭
 曲
 を
与
 
え
て
所
願
 

を
 成
就
さ
せ
る
と
い
う
神
人
互
恵
の
図
式
が
成
り
立
つ
。
こ
の
 図
式
は
 、
 

在
俗
者
の
款
待
に
満
足
し
た
 聖
仙
 ・
行
者
が
彼
に
 
4
%
 ゅ
 を
年
 
え
る
と
い
 

ぅ
 人
間
の
間
の
互
恵
関
係
を
原
型
と
し
た
と
著
者
は
論
じ
て
い
 る
 。
苦
行
 

者
に
せ
 穏
 斡
を
与
え
る
 神
 、
 聖
仙
 、
行
者
は
、
苦
行
に
よ
っ
て
 自
身
の
内
 

に
 神
秘
力
を
蓄
え
て
い
る
者
で
あ
っ
た
。
労
働
に
よ
っ
て
得
ら
 れ
る
金
銭
 

が
 蓄
え
ら
れ
て
大
き
な
購
買
力
と
な
る
よ
う
に
、
苦
行
に
よ
っ
 て
 得
ら
れ
 

る
づ
 。
 毒
浅
 ・
 
き
打
紋
コ
 お
と
し
て
の
 
団
づ
ド
 
の
も
、
蓄
積
さ
れ
る
 と
 頗
を
叶
 

え
る
力
を
も
つ
 
セ
キ
い
 と
な
る
の
で
あ
る
。
 

聖
仙
 ・
行
者
は
彼
 ら
を
満
足
 

さ
せ
る
者
に
は
 ヰ
 p
q
 
ゅ
を
 与
え
る
が
、
ひ
と
た
び
怒
れ
ば
呪
を
 発
し
、
 そ
 

の
呪
の
奏
功
力
も
絶
大
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
呪
を
発
す
る
こ
 と
に
よ
っ
 

て
 蓄
え
た
 綺
づ
 捲
は
一
挙
に
消
費
さ
れ
る
の
で
、
行
者
は
盆
 怒
 の
虜
 と
な
 

っ
て
（
 宅
 捲
を
浪
費
し
な
い
よ
う
に
自
制
す
る
こ
と
が
大
切
と
 さ
れ
た
。
 

第
五
章
に
は
せ
 い
 q
p
 と
呪
 以
外
の
す
口
器
の
験
力
 0
 発
現
を
 説
く
 章
 

句
が
 蒐
 め
ら
れ
、
 知
 
（
天
眼
、
他
心
加
筆
）
 、
位
 
（
娑
羅
門
 位
 、
 神
位
）
 、
 

生
滅
（
世
界
の
創
造
・
破
壊
等
）
 

、
浄
 
（
罪
障
の
浄
化
）
、
悉
地
 の
 諸
項
目
 

 
 

 
 

 
 
 
 

に
 分
類
整
理
さ
れ
て
い
る
。
 

第
 @
 
ハ
章
に
は
 

t
p
 

ロ
ジ
の
の
全
能
を
調
う
章
句
、
 

荻
口
 a
 の
の
限
界
 を
 認
め
 

1
0
 

 
 

る
 章
句
が
蒐
集
さ
れ
、
 
寸
セ
 の
の
の
限
界
と
の
明
達
に
お
い
て
、
 

そ
の
世
俗
 



性
 が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
，
 田
つ
い
 
の
は
概
ね
子
宝
・
財
産
を
得
 
る
こ
と
 

や
 、
勝
利
、
雪
辱
、
三
界
制
覇
等
を
目
的
と
し
て
行
ぜ
ら
れ
、
  
 

世
俗
的
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
祭
祀
、
 布
  
 

ん
で
、
世
俗
的
な
生
天
倫
理
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
 離
欲
 、
 解
脱
、
 浬
 

興
 に
到
 沖
 す
る
た
め
の
実
践
徳
目
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
 
う
  
 

性
 、
利
己
性
の
限
界
を
こ
え
た
無
欲
の
村
Ⅰ
 ジ
 の
は
、
古
典
 旭
 に
お
い
て
 

極
め
て
例
外
的
で
あ
っ
た
。
守
っ
 ザ
 
は
や
や
も
す
れ
ば
形
式
 
主
義
に
陥
 

り
 、
偽
善
的
な
も
の
と
な
る
が
、
 宮
 ㏄
け
の
哲
学
的
・
宗
典
旧
教
 説
 に
は
、
 

形
式
主
義
を
斥
け
、
 t
p
p
a
 

の
の
概
念
内
容
を
精
神
化
す
る
革
新
 

 
 

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
 

第
七
章
に
は
全
章
の
内
容
が
総
括
さ
れ
、
 厨
罵
 の
が
そ
の
魔
術
  
 

己
性
 、
手
段
性
の
故
に
、
よ
り
 洗
錬
 さ
れ
た
高
次
の
宗
教
的
 概
 念
 に
優
位
 

を
 ゆ
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
イ
ン
ド
宗
教
史
を
移
る
概
念
 で
は
あ
っ
 

た
が
、
世
界
宗
教
の
概
念
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
 て
い
る
。
 

以
上
、
本
論
各
章
の
要
旨
を
摘
記
し
た
が
、
蒐
集
し
た
資
料
の
 豊
富
 さ
 

に
お
い
て
も
、
そ
の
分
類
・
整
理
の
方
法
の
適
切
さ
に
お
い
 
て
も
、
 ま
 

こ
と
に
間
然
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
研
究
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
 
著
者
は
 

荻
つ
い
 
の
の
用
例
と
し
て
本
文
中
に
引
用
し
た
個
所
以
外
に
 、
し
  
 

種
の
例
を
注
に
列
挙
し
、
必
要
に
応
じ
て
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
 や
説
話
 集
 

て
い
る
説
明
や
参
考
文
献
の
指
示
も
極
め
て
有
用
で
あ
る
。
 彪
 

散
官
集
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
文
献
か
ら
も
用
例
を
引
い
て
 大

な
資
料
 

い
る
。
 ま
 

た
 、
引
用
文
中
の
注
目
す
べ
 き
 用
語
や
語
法
に
つ
い
て
、
文
脈
 を
 理
解
す
 

る
た
め
に
必
要
な
限
り
を
略
述
し
た
説
話
に
つ
い
て
、
著
者
が
 往
 に
記
し
 

に
 基
づ
く
こ
の
確
実
な
文
献
学
的
研
究
の
成
果
が
刊
行
さ
れ
た
 こ
と
は
、
 

イ
ン
ド
古
典
学
界
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
 慶
 ば
し
い
こ
と
・
二
目
 ぅ
 

ぺ
 ぎ
で
あ
 
2
 

 
 

ろ
 う
 。
以
下
に
は
博
学
の
著
者
が
今
佳
さ
ら
に
考
察
を
及
ば
さ
 れ
る
こ
と
 

 
  

 

を
 期
待
し
た
い
若
干
の
中
を
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
 

 
 
 
 

第
一
は
 、
 ～
Ⅰ
ち
ぬ
め
の
概
念
の
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
 

と
で
あ
 

る
 。
き
さ
ま
と
い
う
語
は
「
 リ
グ
，
グ
ヱ
 
ー
Ⅰ
」
以
来
用
い
ら
   

が
 、
本
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
激
し
い
、
 怖
ろ
 
し
い
「
 苫
 

行
 」
、
魔
術
的
な
「
神
秘
方
」
と
し
て
の
 

団
 p
a
 
の
の
概
念
の
定
 着
 は
そ
れ
 

ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
著
者
が
こ
と
わ
っ
て
い
る
通
り
、
 本
書
は
 、
 

ヨ
し
 プ
 を
中
心
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
（
 a
p
 臣
の
諸
持
 肛
拉
 六
時
 

的
に
考
察
し
た
も
の
で
、
通
時
的
に
荻
で
の
の
の
概
念
の
変
遷
を
 

詳
品
 す
る
 

こ
と
は
本
書
に
お
い
て
意
図
さ
れ
て
い
な
い
 "
 し
か
し
、
本
書
 の
釧
述
を
 

通
し
て
古
典
イ
ン
ド
の
（
の
 
ロ
 の
の
の
実
態
に
触
れ
る
者
は
、
そ
れ
 
 
 

ダ
 期
に
お
け
る
宇
宙
創
造
の
軌
 力
 と
し
て
の
 
守
 っ
 拮
 と
ど
の
よ
 
う
 に
連
関
 

す
る
か
に
つ
い
て
も
関
心
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
 て
 著
者
は
 

そ
の
深
い
学
殖
の
一
端
を
五
頁
注
 7
 に
略
述
し
て
い
る
が
、
 

他
 日
 そ
の
内
 

容
が
 詳
論
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
 

第
二
は
、
仏
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
け
る
（
 い
つ
 
肢
の
の
概
念
の
研
 究
 で
あ
 

る
 ，
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
い
て
繕
っ
帯
は
脾
 脱
 の
た
め
の
実
践
で
 
あ
っ
て
 、
 

世
彊
 的
な
生
天
倫
理
の
徳
目
で
は
な
い
。
ジ
ャ
イ
ナ
 教
甜
 に
よ
 円
札
づ
は
、
幸
一
正
 

型
に
附
着
し
て
そ
れ
を
束
縛
す
る
業
物
 朽
 が
身
体
に
漏
入
す
る
   

石
 
「
防
止
」
（
お
ち
 き
母
 ）
と
、
す
で
に
霊
魂
に
附
着
し
て
い
 
る
 業
物
質
 

の
 
「
絶
滅
」
（
 日
 「
 
ぢ
あ
 ）
と
が
、
輪
廻
の
鎖
を
断
ち
、
抑
抑
 
に
 至
る
道
で
 

あ
る
。
防
止
に
は
道
徳
的
行
為
、
感
官
の
制
御
が
有
効
で
あ
り
 、
そ
し
て
 

絶
滅
は
（
 い
つ
 
p
m
 に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
（
㌔
・
 
ド
欝
 （
 
ヰ
 W
q
 
（
 
ゴ
卸
年
ア
 

@
 
㏄
 の
 



書評と 紹介 

ヨ
ぎ
口
 @
 
～
の
 
-
 縛
め
 -
t
p
 
お
 ㌫
 ま
 （
 
甘
 ㌫
）
。
断
食
、
 減
た
 、
身
体
を
 

痛
め
つ
け
 

る
さ
ま
ざ
ま
な
「
外
的
苦
行
」
が
、
 

俄
 晦
や
禅
定
な
ど
の
 
一
 
・
 
内
   

と
 共
に
、
ジ
ャ
イ
ナ
修
道
 僧
 に
は
 畦
田
 に
課
せ
ら
れ
て
い
る
，
 

き
 ち
口
め
が
 

ま
っ
か
め
ぬ
 

9
 
%
 

～
「
 

ミ
 曲
名
Ⅰ
と
連
合
す
る
例
は
叙
事
詩
に
見
出
さ
れ
 

な
い
と
 著
 

者
は
記
し
て
い
る
（
三
九
九
頁
）
が
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
典
に
お
い
 て
は
事
情
 

が
 異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

ま
た
、
仏
教
に
お
い
て
、
欲
望
に
耽
る
快
楽
主
義
と
身
体
を
苛
  
 

主
義
と
を
共
に
否
定
す
る
中
道
が
説
か
れ
て
い
る
と
は
周
知
の
   

る
 。
初
期
の
仏
典
に
は
、
「
生
れ
に
 よ
 る
娑
羅
門
」
で
は
な
い
 「
真
の
婆
 

羅
門
」
が
具
え
て
い
る
徳
目
と
し
て
（
 い
つ
 
a
 の
が
あ
げ
ら
れ
て
  
 

解
脱
の
知
見
は
激
し
い
苦
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
 く
 、
苦
行
 

か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
仏
教
の
 立
場
と
解
 

せ
ら
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
宗
教
に
お
い
て
は
、
（
 
ド
づ
 
芭
の
に
対
し
て
、
ヒ
ン
 
ド
ゥ
 ｜
 教
に
 

お
が
る
の
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
価
値
評
価
が
見
ら
れ
る
。
 著
者
は
す
 

で
に
 パ
ー
リ
・
ジ
ャ
ー
 タ
ヵ
 に
お
け
る
～
 恩
 ま
の
用
例
も
網
  
 

集
 し
た
と
緒
言
に
記
し
て
い
る
が
、
や
が
て
広
く
初
期
仏
典
 
 
 

聖
典
を
渉
猟
し
て
、
仏
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
け
る
 荻
つ
い
 
の
に
 つ
い
て
の
 

考
察
を
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 

第
三
に
、
官
達
の
と
生
活
 期
 
（
囲
 
め
 
「
 
り
目
 ）
の
関
係
と
い
う
 問
 題
 が
あ
 

る
 。
 目
 い
す
に
見
ら
れ
る
苦
行
の
実
態
の
叙
述
を
整
理
し
 、
苦
 わ
の
諸
相
 

を
 法
典
の
規
定
に
も
 照
し
 合
わ
せ
て
、
苦
行
が
 林
棲
期
 の
 法
 
（
 ダ
ル
マ
）
 

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
章
は
、
本
書
に
お
い
て
 特
 に
 興
味
深
 

い
 個
所
の
一
つ
で
あ
る
。
苦
行
は
欲
望
や
執
念
に
動
機
づ
け
ら
   

  

的
な
目
的
、
果
報
の
た
め
の
手
股
で
あ
っ
て
、
 扶
弔
せ
吋
巨
し
 て
 解
脱
 に
 

七
寸
 ベ
キ
 -
 ぜ
行
円
の
法
で
は
な
い
こ
と
 士
、
 

お
い
て
も
 

明
言
し
て
い
 
ヱ
 

し
か
し
な
が
ら
、
 
t
p
 
廣
の
を
 林
棲
期
 の
 法
 と
す
る
こ
と
は
占
地
  
 

て
も
必
ず
し
も
一
般
的
に
 臆
 め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
 

ロ
チ
ャ
 

｜
 ン
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
二
三
 
-
 三
・
一
に
 、
祭
   

涌
唱
 ・
布
施
（
家
長
の
実
行
す
べ
 

き
法
 ）
 、
冊
 
4
 冊
 行
 が
 怯
の
三
 

分
枝
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
苦
行
」
が
ど
の
生
活
 期
 の
 法
 で
あ
る
か
 

と
い
う
点
に
つ
い
て
、
注
釈
者
た
ち
の
間
に
解
釈
の
相
違
が
見
   

で
あ
る
。
シ
ャ
ン
 
ヵ
ラ
 は
そ
れ
を
 林
棲
期
と
胆
行
期
 と
に
共
通
 す
る
法
と
 

な
す
見
解
を
批
判
し
て
、
身
体
を
苛
む
偕
行
は
林
 棲
瑚
 の
み
の
 
法
 
で
あ
 

り
 、
遊
行
期
の
法
は
感
官
の
制
御
で
あ
る
と
述
べ
る
が
（
シ
ャ
 ン
ヵ
ラ
 は
 

口
 ブ
ラ
フ
マ
・
ス
ー
ト
ラ
 月
 三
・
四
・
二
 0
 
の
注
に
お
い
て
右
の
 
「
 芋
兜
け
 
」
 

を
体
 棲
輯
に
 
配
当
し
、
他
方
ロ
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
 千
ヤ
 し
の
江
に
 
お
い
て
は
 

そ
れ
を
 林
接
 Ⅲ
・
遊
行
 叫
に
 共
通
す
る
法
と
み
な
し
て
 

と
 著
者
は
 

二
六
頁
注
 
2
 お
よ
び
一
八
九
頁
 注
 は
に
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
 は
 著
者
が
 

下
 の
の
の
㏄
に
収
め
㌔
 り
月
札
 
て
い
る
ラ
ン
ガ
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
 日
 チ
ャ
ー
 ン
 

ド
 ー
ギ
ヤ
し
に
対
す
る
注
釈
を
シ
ャ
ン
 ヵ
ラ
 の
も
の
と
 誤
碑
し
 た
た
め
と
 

思
わ
れ
る
）
、
バ
ー
ス
 
ヵ
ラ
 は
 苫
行
が
 遊
行
期
の
法
で
も
あ
る
 -
 し
と
強
調
 

し
て
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
 反
 販
を
加
え
て
い
る
。
テ
％
 頭
典
 」
に
 お
 げ
る
 遊
 

行
 期
の
法
の
規
定
に
も
。
「
激
し
い
」
苦
行
実
践
が
挙
げ
ら
れ
 
（
 -
 
ハ
 ・
 七
 

 
  

 
 
 

五
）
、
注
釈
者
は
そ
れ
を
断
食
や
減
食
と
理
解
し
て
い
る
。
 

 
 

遊
行
乞
食
の
生
活
形
態
は
最
古
の
 ウ
 パ
ニ
シ
 
ャ
 

 
 

確
立
さ
れ
、
や
が
て
仏
教
、
ジ
ャ
 
ィ
ナ
 教
が
興
起
す
る
時
代
に
 は
 遁
世
 

1
 



の
 行
者
が
数
多
く
輩
出
し
た
。
身
体
を
苛
む
苦
行
は
こ
れ
ら
の
 わ
 者
に
起
 

源
 を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
古
い
「
ダ
ル
マ
・
 ス
｜
 ト
ラ
」
に
 

お
い
て
き
洋
二
 ぎ
巳
い
 
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
 
林
 棲
の
隠
者
の
 
生
活
様
式
 

が
 、
遊
行
者
の
そ
れ
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
か
は
、
 い
 士
 評
者
に
 

明
ら
か
で
は
な
い
。
古
く
は
遊
行
も
林
棲
も
梵
行
も
、
学
習
を
 終
え
た
者
 

が
そ
の
の
ち
終
生
遵
守
す
べ
き
生
活
様
式
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
 ょ
 り
も
家
長
 

と
し
て
の
生
活
様
式
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
て
 ぃ
 た
が
、
 離
 

俗
の
遊
行
生
活
に
心
の
平
安
を
兄
 出
 モ
モ
と
す
る
傾
向
が
強
ま
 る
ほ
っ
 れ
 

て
 、
遊
行
を
最
終
期
と
す
る
 段
門
 的
な
「
生
活
 期
 」
の
観
念
が
 成
立
す
る
 

に
 至
っ
た
。
苦
行
を
株
 棲
期
 の
 法
 と
し
、
遊
行
期
の
法
は
感
官
  
 

あ
る
と
な
す
見
解
が
、
段
階
的
な
「
生
活
 期
 」
の
観
念
が
成
立
 し
た
後
に
 

生
ま
れ
た
も
の
か
、
遊
行
者
・
 林
棲
 者
の
生
活
様
式
が
「
 法
 」
 の
 概
念
に
 

包
括
さ
れ
た
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
 る
 べ
 き
問
 

題
 と
思
わ
れ
る
，
 

第
四
は
 、
巨
づ
巳
 と
せ
。
お
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
 

司
ヨ
｜
 

刀
 ・
ス
ー
ト
ラ
ロ
に
見
ら
れ
る
話
術
 庄
巾
と
き
 ち
も
り
の
 
連
 ム
ロ
は
 
、
 荻
 で
り
の
と
 

吋
 。
堺
の
深
い
Ⅲ
連
を
示
し
（
五
四
頁
）
、
ま
た
「
神
通
力
」
に
 閲
す
る
 文
 

脈
の
中
で
、
 
村
廣
 の
と
 
せ
 。
偲
が
は
ば
同
流
と
さ
れ
る
こ
と
が
 あ
る
（
 三
 

 
 

 
 

が
 
（
 
ぃ
ロ
リ
 
の
を
凌
駕
す
る
徳
日
と
さ
れ
て
い
る
（
三
七
九
頁
）
。
 

こ
の
よ
う
 

に
 本
書
に
見
る
℡
り
で
も
 両
 概
念
の
凹
 係
 は
一
様
で
は
な
い
。
 

目
 ㏄
甘
に
 

お
け
る
 
ぜ
 0
%
 
り
に
Ⅲ
す
る
中
ミ
・
 
目
 。
 婁
 ぎ
の
の
論
文
（
 営
 0
 の
ド
ド
）
 

に
は
、
い
わ
か
る
 接
紅
 T
 詩
 乱
打
に
お
い
て
 セ
 。
堺
が
詳
述
さ
 ね
 、
団
居
 の
 

が
せ
。
㎎
 ぃ
 へ
の
準
備
と
な
さ
れ
る
が
、
 

叙
 Ⅲ
詩
の
古
層
に
は
（
 レ
ロ
ド
 
の
の
 

み
が
説
か
れ
て
Ⅱ
。
 
幅
ド
 へ
の
言
及
は
な
く
、
ま
た
Ⅱ
。
 幅
曲
が
 神

通
力
 達
 

4
 

 
 

成
の
手
段
と
し
て
 巨
 ㌧
 い
 の
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
個
所
も
あ
る
 こ
と
が
 指
 

捕
 さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
広
汎
な
文
献
の
精
査
に
基
づ
く
（
 

a
p
a
 

 
 

 
 
 
 

の
 関
係
の
考
察
は
、
 
両
 概
念
の
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
 た
め
に
も
 

資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
 

巨
篇
の
英
文
論
文
の
う
ち
、
・
 
-
T
r
a
 

コ
の
 
（
 
簗
 
0
h
 

目
の
～
 

モ
 ・
は
 、
緯
 づ
 毬
が
 

一
種
の
 
も
 。
 毛
繍
 ・
 
c
 口
 す
の
（
 

麓
コ
 
り
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
 ち
 、
意
図
 

的
に
人
々
の
潮
美
・
非
難
を
招
く
挙
動
を
す
る
パ
ー
シ
ュ
パ
 タ
 派
の
行
法
 

が
 、
他
人
の
蓄
積
し
た
（
 
a
p
a
 

の
を
非
難
に
よ
っ
て
消
費
さ
せ
、
 

行
者
自
身
 

へ
 移
行
さ
せ
る
意
味
を
も
つ
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
・
円
り
㌧
 っ
 由
 プ
 リ
コ
い
 
こ
 

（
「
（
 

革
 づ
り
の
を
財
産
と
す
る
者
」
）
は
、
こ
の
合
成
語
に
お
け
る
 

「
 財
 一
十
 

@
 圧
 」
 

を
比
楡
的
 意
味
の
語
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
 

厨
 b
p
 
の
 ば
 金
銭
 と
 同
様
に
 

獲
得
・
蓄
積
さ
れ
、
ま
た
費
消
さ
れ
る
財
産
で
あ
る
こ
と
を
 明
 諒
 す
る
。
 

ニ
コ
 隼
 「
が
 叫
 コ
口
円
か
 つ
ド
 
の
：
は
、
苦
行
者
の
（
 り
 づ
り
の
の
力
に
よ
 っ
て
 天
 %
 分
 

の
王
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
イ
ン
ド
ラ
が
 、
ァ
 
フ
サ
 ラ
ス
 

に
 命
じ
て
苦
行
者
を
誘
惑
さ
せ
る
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
 教
の
説
話
に
よ
 

く
 見
ら
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
と
、
そ
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Die Fundamentale Struktur der 
ReligiGsen Existenz-Urnwendung 

Tsuyoshi MAEDA 

Hier geht es darum, die fundamentale Struktur der Existenz- 

Urnwendung als das anthropologische Basis der Konversion vom Pro- 

fanen zum Heiligen ontologisch zu analysieren. 

(1) Zuerst wird in diesem Aufsatz das Ritual der Initiation betra- 

chtet, die fiir die Erklarung von der Struktur einer radikalen ~ n d e r u n ~  

der menschlichen Erfahrung----d. h. einer dialektischen ~ n d e r u n ~  von 

der nicht-religiosen Existenz zur religiosen--bedeutungsvoll zu sein 

scheint. 

(2) Bisher sind die religionsphanomenologische Interpretationen der 

Initiation (z. B. M. Eliade) in Hinsicht auf die religiose Dialektik von 

"Tod und Auferstehung" innerhalb des 'existenziellen' Gesichtskreises 

geblieben ohne eine 'existenziale', bis zum Ontologischen hineingreifende 

Interpretation. 

(3) Das Erfragte hier ist die Struktur des dynamischen Zusammen- 

hang zwischen der Auflosung oder Vernichtung der alltaglichen Erfahrung 

und der Enthiillung der nicht-alltaglichen oder urspriinglichen Erfah- 

rung. So versuchen wir, das ontologische Fundament der religiosen 

Existenz-Urnwendung aufgrund der Idee M. Heideggers, der "urspriing- 

lichen Offenbarkeit des Nichts" zu erklaren. 



Japanese Religious Consciousness 
Reflected in Waka of Shin Kokin Shu 

Kiyioko TAKAGI 

In this paper I discuss the forms of religious consciousness that are 

revealed in the Shin Kokin Shlii, an anthology compiled in response to 

an order issued by Emperor Gotoba in 1205. 

Throughout their long history, the waka (31-syllable Japanese poems) 

have used by the Japanese to express their deepest feelings, including 

those about various types of religious thought and belief. The waka 

of the Shin Kokin Shlii are not rooted in pious faith of established 

religious orders, or in the beliefs of folk religions, but in the religious 

search of intellectuals. The longing was of three types : (1) for rebirth 

in the Pure Land paradise after death ; (2 )  for seclusion in some remote 

mountain; or (3) for union with nature. Most of the waka included in 

this anthology were composed by aristocrats who, because they lived 

a t  the beginning of Japan's military age and had lost their moral 

supports, were searching for one of those three types of religious 

experience. 



The Term "tzzijan" in the Ta Amit'o Ching 

Fumihiko SUEKI 

"Tziijnn" is a term of great importance in Japanese Buddhism espec- 

ially in the writings of Shinran. In an attempt to uncover the original 

meaning of the term, investigation focussed on the Ta Amit'o Ching, 

the oldest Chinese translation (second or therd century A. D.) of the 

Sukhtivativyiiha, because the term is used in the work as many as  147 
times. Usage of "tzujan" in this text may be classifiable into the 

following three major categories. 

A) Applying the term "tzujan" to the land of Amit'o (=Amitabha 

or Amitayus) refers to the freedom in that land to obtain one's desire 

without effort. In this respect, Sukhavati (the land of Amit'o) is com- 

pared to the sixth heaven, the ParanirmitavaSavartin, but is said to 

transcend even this heaven due to the land's freedom from the law 

of causation. This particular state of tzujan is described in the trans- 

lation, borrowing a Taoist term, a s  "wuwei-tziljan" (tzajan without 

action), and this particular state of tzujan is explained as  a state pro- 

duced through the vow of Amit'o to save all creatures and the good 

deeds performed by those seeking rebirth in His land. 

B )  Tzujan applied to a remote corner of Sukhavati implies that 

there is sometimes freedom and sometimes necessity. 

C) TzzZjan applied to this world means the necessity of obeying the 

law of causation whereby one's good deeds will entail a desirable effct 

and bad deeds will bring about an ill result. Given the dearth of good 

acts being performed in this world, it follows that bad cause-undesir- 

able effect is the rule. One who wishes to depart from this world and 

enter Sukhavati must perform good with the help of the buddhas 

Sakyamuni and Amit'o. 



Nichiren's World-View 
---The Structure of his Eschatology---- 

Masahiro KASAI 

In the history of Japanese Buddhism, Nichiren represents a somewhat 
unusual type of personality. Characteristic of his teaching was the 

eschatological view of history and the prophecy of national catastrophe. 

In the present thesis, I attempted to classify his writings with the 

aim of finding typically eschatological statements. Noteworthy in this 

context is the fact that he seems to have attatched an importance to 

the secular regulation promulgated by the Feudal Goverment of 

Kamakura, the Joei-Shikimoku. In other words, Nichiren had an am- 

bivarent attitude toward the Feudal Regime of the day: while showing 

a basically emotional attachment to the regime, on the other hand he 

did not hesitate to confess his discontent with the Hojo Family, who 
upheld the government especially in the new political situation called 

Tokuso-Hikan-Taisei. And his urgent proposal of an regrous exertion 

of the law has ended only in an official execution to him. But he, in 

turn, thought that the govrnment would be punished by the law itself, 

because the law of Joei-Shikimoku had, in his Belief, a power of holy 

revengence. And, as  a result, the whole of Japan would be also 

destroyed in this punishment. 

In sum, we can characterize his thought as  a typical prophetic and 

eschatological one, comparable with the judaic prophetism. Even 

though his fundamental buddhist origin (Tendai Sect, but including 

an intrinsic contact with Jodo Sect in his case) has an undeniable 

importance, of course, his prophetic feachers, howver, can be explained 

only from that confronion with political power of the time. 




